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総 則 

 

１ 研究のテーマとねらい 

教育課程研究会研究推進委員会総則部門（以下「総則部門」）では、平成 27年度の研究テーマである「アクティ

ブ・ラーニングの視点を踏まえた指導方法を取り入れた単元の授業づくりの実現に向けた校内授業研究の在り方」

を更に進め、「組織的な授業改善の推進～アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた指導方法を取り入れた授業実

践の必要性と授業づくりの在り方～」という、より具体的なテーマ設定を行い、研究を深めることとした。 

（１）アクティブ・ラーニングの視点に係る国の動向 

次期学習指導要領は、平成 32年（高等学校は平成 34年度からの実施）からの 10年間の子どもたちの学びを

支える重要な役割を担い、これからの子どもたちが活躍する将来、つまり、2030年頃の社会を前提としている。

その社会では、進化した人工知能により判断が行われ、情報化やグローバル化などの社会的変化が加速度的に

進み、予測が困難な事象も起こることが考えられる。そのような予測困難な社会に対応するために、様々な問

題を子どもたちが受け身で対処するのではなく、人間的な感性を基に主体的に対処できる力の育成が重要とな

る。中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び

必要な方策等について（平成 28年 12月 21日）」（以下「答申」という。）では、2030年とその先の社会を見据

えて、学校教育を通じて子どもたちの育成したい姿と「生きる力」の理念の具体化について次のように述べて

いる。 
 

・ 社会的・ 業的に  した人間として、 が国や  が育 できた伝統や文化に 脚した広い視野を持

ち、理想を実現しようとする高い志や意欲を持って、主体的に学びに向かい、必要な情報を判断し、 ら

知識を深めて 性や能力を  し、人生を り いていくことができること。 

・ 対話や議論を通じて、 分の考えを根拠とともに伝えるとともに、他者の考えを理解し、  の    

 深めたり、集団としての考えを発展させたり、他者への思いやりを持って多様な人々と協働したりしてい

くことができること。 

・ 変化の しい社会の中でも、感性を かに かせながら、よりよい人生や社会の在り方を考え、 行 

 しながら問題を発見・解決し、新たな価値 創造していくとともに、新たな問題の発見・解決につな て

いくことができること。  

                    ― ゴシックは高校教育課による（「『答申』13ページ」より）― 
 

この記述から、次期学習指導要領の内容を捉える上で、重要と思われるキーワードとして、「対話や議論」、「 

分の考えを広 深め」、

「多様な人々と協 」、

「よりよい人生や社会

の在り方」、「新たな価値

を創造」、「新たな問題の

発見・解決」などを挙 

ることができる。これら

のキーワードは、昨今の

教育現場で盛 に言わ

れるようになっている

「アクティブ・ラーニン

グの視点」という言葉を

再確認し、「生きる力」

を育むための方策を明

確化させるヒントとな

る。 

現行の学習指導要領

は、各教科等において
図１ 次期学習指導要領改訂の方向性（「答申」補足資料より一部改編） 

学習指導要領改訂の方向性 

新しい時代に必要となる資質・能力の育成 

何ができるようになるか 

生きて働く 
 

        の習得 知識・技能 

学びを人生や社会に生かそうとする 
 

の涵養 学びに向かう力・人間性等 

未知の状況にも対応できる 
 

                  の育成 思考力・判断力・表現力等 

 
新しい時代に必要となる資質・
能力を踏まえた教科・科目等の
新設や目標・内容の見直し 

何を学ぶか 
 

主体的・対話的で深い学び（「ア
クティブ・ラーニング」）の視点か
らの学習過程の改善 

どのように学ぶか 
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「教員が何を教えるか」という点に重きを置いて組み てられているが、図１のようにこれからの教員には、生徒

たちが学ぶことを通じて、「何ができるようになるか」という点を意識した指導が求められる。この「何ができる

ようになるか」ということの意味は、学校教育全体を通じた、新しい時代に必要となる資質・能力（「学びに向か

う力・人間性等」、「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力等」）の育成に他ならない。また、「何を学ぶか」

という観点に基づき、新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえた教科・科目等の新設や目標・内容の見直しを

図り、「どのように学ぶか」という点に基づき、主体的・対話的で深い学び（「アクティブ・ラーニング」）の視点

からの学習過程の改善を図ることなどが求められている。 

（２）育成を目ざす資質・能力の三つの柱 

また、図１で示した新しい時代に必要となる資質・能力を、改めて図２のように、「育成を目ざす資質・能力

の三つの柱」とし、どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るかといういわゆる学びに向かう力・

人間性等、何を理解しているか、何ができるかといういわゆる知識・技能、理解していることやできることを

どう使うかという思考力・判断力・表現力等とし、これらは、現行の学習指導要領で示されている「確かな学

力」、「健やかな体」、「 かな心」を総合的に捉えて構造化している。 

子どもたちが、学習内容を人生や社会の

在り方と結び付けて深く理解し、これから

の時代に求められる資質・能力を身に付け、

生涯にわたって能動的に学び続けること

ができるよう、「主体的・対話的で深い学

び」の実現に向けて授業改善の取組を活性

化していくことが重要である。 

育成すべき資質・能力の一つ「どのよう

に社会・世界と関わり、よりよい人生を送

るか（学びに向かう力・人間性等）」に関

しては、学校と地域社会において具体的な

連携や協 をすでに展開している。例え 、 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会 

制度）や、地域住民等の参画により子ども

たちの成長を支える仕組み(地域学校協 

本部)等である。このような資質・能力も

含め、学習指導要領改訂の方向性が示す

「何を学ぶか」、「どのように学ぶか」、「何

ができるようになるか」の三つの要素が有機的に結び付く必要がある。 

 

２ アクティブ・ラーニングの視点に係る課題 

平成 27年度教育課程研究会総則部門で行った教員対象の調査結果によると、アクティブ・ラーニングの認知度

が約 90％以上と非常に高いことから、アクティブ・ラーニングという言葉がかなり浸透していることが分かった。

また、今年度は各学校においても、アクティブ・ラーニングの視点を取り入れた様々な研究授業等の取組を行って

いる。しかし、アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた授業の実施に際し、「指導方法が分からない」、「やって

みたが、うまくいかない」等の声があることも当該調査結果から分かった。ここでは、何が問題で、どのような工

夫が必要なのかをアクティブ・ラーニングの失敗事例を基にまとめた。 

（１）アクティブ・ラーニングの視点と資質・能力の育成について  

アクティブ・ラーニングの課題について、答申に次のような記述がある。 
 

「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善は、形式的に対話型を取り入れた授業や特定の指導の

型を目ざした技術の改善に留まるものではなく、子どもたちそれぞれの興味や関心を基に、一人ひとりの 

性に応じた多様で質の高い学びを引き出すことを意図するものであり、さらに、それを通してどのような資

質・能力を育むかという観点から、学習の在り方そのものの問い直しを目ざすものである。 

― 高校教育課により改編（「『答申』26ページ」より）― 
 

「アクティブ・ラーニング型授業」として、高等学校では数々の実践が紹介されているが、それは「型」で

はなく、アクティブ・ラーニングの視点に基づいた授業改善が重要であることに留意する必要がある。 

図２ 資質・能力の三つの柱（「答申」補足資料より一部改編） 

何を理解しているか 
何ができるか 

知識・技能 

理解していること・できる 
ことをどう使うか 

思考力・判断力・表現力等 

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか 

学びに向かう力・ 
人間性等 

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」
を総合的に捉えて構造化 

育成を目ざす資質・能力の三つの柱 
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（２）アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた授業づくり 

  アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた授業を単元にどのように位置付けていくかについては、答申で次の

ように示された。 
 

「主体的・対話的で深い学び」は、１単位時間の授業の中ですべてが実現されるものではなく、単元や題

材のまとまりの中で、例え 主体的に学習を見通し振り返る場面をどこに設定するか、グループなどで対話

する場面をどこに設定するか、学びの深まりを作り出すために、子どもが考える場面と教員が教える場面を

どのように組み てるか、といった視点で実現されていくことが求められる。 

― 高校教育課により改編（「『答申』52ページ」より）― 
 

つまり、単元を中心とした授業づくりを行う中で、アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた学習活動を効

果的に配置していくことが重要であるということが示されたと考えられる。 

またアクティブ・ラーニングの視点については、深まりを欠くと表面的な活動に陥ってしまうといった失敗

事例も報告されている。 
 

＜※コラム：アクティブ・ラーニングの失敗事例＞  

ここでは、文部科学省の研究指定の報告書より、大学でのアクティブ・ラーニングの失敗事例を

挙 、失敗の原因からアクティブ・ラーニングに係る留意すべき点を示すこととした。 

【ケース例】 授業のマンネリ化による学習への新鮮な刺 の欠如 

 

＜学習者の問題行動の現われ（例）＞ 

○「主体的な学び」の点での問題行動 ⇒ 知識吸収への貪欲な態度の後退  

○「対話的な学び」の点での問題行動 ⇒ 議論を尽くすなどの手続きを飛 して結論を求めようとする態度 

○「深い学び」の点での問題行動 ⇒ 面倒な課題を早々に片付けようとするやや投 やりな姿勢 

＜指導者側の原因（一部）＞ 

○教員が、慣れないアクティブ・ラーニングに戸惑い、準備不足であった。 

＜対策法（例）＞ 

○単一の課題で長時間作業にするのでなく、その課題を短時間での複数タスクに分割し、小刻みなテンポ感も

検討する。 

○曖昧で大きな課題は、生徒が何をすれ よいか分からず途方に暮れさせる可能性がある。生徒の能力を考慮

した課題を てる。 

このケース例は、アクティブ・ラーニングを型として捉え、一定の手法で継続して行うことによ

る失敗例である。「主体的・対話的で深い学び」の視点を意識し、求められる資質・能力を育むため

に必要な学びの在り方を絶え間なく考え、授業の工夫・改善を重ねていくことが、アクティブ・ラ

ーニングの視点を踏まえた授業づくりの在り方を考える大きなヒントになる。 

「アクティブラーニング失敗事例ハンドブック～産業界ニーズ事業・成果報告

～（平成 26年 11月）」（中部地域大学グループ・東海Ａチーム） 

 

３ 具体的な実践事例からアクティブ・ラーニング   る 

 アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業づくりを行う上で、どのような点に留意する必要があるかを探るた

め、研究授業を行うことにより、具体的な実践事例を通してアクティブ・ラーニングを考えてみることとする。 

研究授業実施の趣旨 

「特定の学習・指導の型や方法の在り方を理解し実践すれ 、どの学校におけるど

のような授業においても目標の実現につな ることができるというわけではなく、そ

れぞれの学校によって、育みたい生徒像に基づき設定している身に付けさせたい力の

育成に向けた授業の組 てが必要である。」という仮説を て、その検証を行うため、

タイプの違う二つの学校において研究授業を行った。 

 

 

グループ学習のとき、各回の授業が同じ流れになる、つまり同じパターンで「グループ学習

の組 て」をして進めると、そのパターンを学生が学習してしまい、同じ学習方法なのに新鮮

さを失ってしまい、学生の取組意欲に負の影響を及ぼすことがある。 
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（１）横浜明朋高等学校（定時制課程） 

ア 研究授業実施校について 

①実施校における研究テーマ： 

生きていく上で必要となる確かな学力とコミュニケーション能力及び かな人間性を育む 

②科目名：「社会と情報」学年（年次）：１年 

③単元名：情報の活用と表現 

④単元のねらい： 

・情報を伝える際に、どのようなことに気を付けることで確実に伝わるかを理解する。 

・情報を共有し課題を解決していくために必要な役割について学ぶ。 

・情報通信、コミュニケーションの特徴を踏まえ、課題の発見と解決に役 てることができる。 

⑤単元で身に付けさせたい力： 

コミュニケーション能力、情報を伝達する力、情報を ら活用しようとする力 

⑥本時の授業内容の概要： 

前半は、ペアを組み絵を口頭で伝え描いてもらう伝達ゲームを行い、後半はグループを作り情報伝

達・収集による課題解決ゲームを行う。 

⑦本時のねらい： 

口頭でのみ情報を発信してよいというルールのもと、与えられた白紙をどう活用するかについて考察さ

せることで、情報共有において大 なこと、課題解決へのつな 方に気付き、実践できるようにさせる。 

イ 授業づくりの視点 

身に付けさせたい力 授業づくりの際に留意した点 

コミュニケーション能力 

・全員が活動できるような題材にする。 

・言葉による情報伝達に重点を置き、言葉で伝達しなけれ 解決できない

課題設定にする。 

情報を伝達する力 

・基礎から発展という流れの中で、伝わりやすい言葉を意識できるように

する。 

・絵を描く課題を通し、情報を伝える際の言葉の重要性に気付かせる。 

情報を ら活用しようとする力 

・役割分担（司会、書記）を明確にすることで、情報共有がスムーズに進

むことに生徒 身が気付くよう促す。 

・共有した情報のまとめ方も、工夫しなけれ スムーズに解決できないよ

うな課題設定にし、生徒 身がそのことに気付けるよう促す。 

ウ 振り返りから見た生徒の変容 

①「今日の授業で気付いたこと」について 

「 分の意見をしっかり言うことが大事」、「言葉だけで情報共有する難しさを知った」、「コミュニケーシ

ョン能力の重要さが分かった」といった、言葉での情報伝達の重要性や難しさに関する記述が複数あった。

このことから、言葉のみで情報を伝える難しさを感じつつも、情報共有において大 なことに気付いた生

徒が多数いたことが分かった。またそれらを共有し課題解決につな ることができたグループもあり、全

員ではないが、授業のねらいが概ね達成できた。 

②「今日の授業でどのような力が身に付いたか」について 

「コミュニケーション能力」、「的確に情報を伝える力」、「情報をまとめる力」といった記述が複数あり、

この単元を通して身に付けさせたいと考えていた「コミュニケーション能力」、「情報を伝達する力」、「情

報を ら活用しようとする力」の育成を、生徒 らが実感していたことが分かった。しかし後半のグルー

プワークにおいて、実際に課題解決につながったグループは６グループ中２グループであったことから、

特に「情報を ら活用しようとする力」の育成については、十分に達成されなかったと考えられる。 

（２）湘南高等学校（全日制課程） 

ア 研究授業実施校について 

①実施校における研究テーマ： 

    授業互見による湘南高校での授業及び、進学重点校におけるアクティブ・ラーニングの視点による深

い学びに係る組織的研究 

②科目名：「物理」学年（年次）：３年 

③単元名：電磁誘導と電磁波 
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④単元のねらい： 

電磁誘導の法則を基に、交流の発生の仕組み、コイルにおける 己誘導と相互誘導の原理、交流回路に

おける現象、電気振動回路についての理解を図る。 

⑤単元で身に付けさせたい力： 

    電磁誘導の法則を基盤とし高度な数式を用いて現象を正確に解き明かす力 

⑥本時の授業内容の概要： 

前半は、振動回路について「なぜこの現象が起こるのか」を、習熟度に応じたプリントを用いて、

既習の知識を用いながら、生徒一人ひとりが取り組む。後半はその内容を整理するために課題に一人

ひとりで取り組み、最後にグループ活動の中で理解を深める。 

⑦本時のねらい： 

    高度な数式を用いて、電気振動回路が生じる理由に関する理解を図る。さらに、発展的な課題解決の場面

を設定し、 人から協 へ、協 から 人への活動場面の転換により、深い理解の促進を図る。 

イ 授業づくりの視点 

身に付けさせたい力 授業づくりの際に留意した点 

事象を解明する力 

・見通しと振り返りの徹底を意識する。 

・レベル別のワークシートを用意し、 々の能力にあった課題設定をする。 

・ 々の考える時間を大 にするために、教師のアプローチは極力控え、理解

しておいて欲しいところにのみ焦点をあてるアプローチを行う。 

課題を解決しようとする力 

・発展的な題材を基に、現象を一般化できるような課題設定を行う。 

・ 人の活動からグループ活動を経て、再度 人の活動に戻ることによって、

 らの考え方の整理を促すことができる。 

ウ 振り返りから見た生徒の変容 

①「今日の授業で気付いたこと」について 

   「いろいろな公式の導出過程について、知らずにきたので、復習したい」、「公式を見て現象を思い浮かべな

けれ 応用ができないことを実感した」、「数式のことは知っているけど、それを証明などに使う時に活用す

ることができない」、「感覚的に理解はしていても公式の意味を知らなかった」などの意見が多く挙がった。

これまで、上級学校の進学に必要な知識をただインプットするだけで終わっていたため、いざ、本質を問う

課題に挑戦すると、その活用ができないことに気付いてくれたので、授業者のねらいは伝わったと考えられ

る。 

②「今日の授業を通して今後知りたいこと」について 

   「これまで習ってきた公式をもう一度、数学を用いて解き直したい」、「この単元以外の所で習った振動する

運動について同様に考えてみたい」、「もっと現象の本質に数学を用いて迫ってみたい」などの意見が挙が

った。物理が、数学を用いて現象を導いていくものであることを前向きに捉えて、更に高度な課題に対し

て取り組みたいという姿勢が見え、授業者のねらい以上に らの考えを整理していた。 

③「 由記述欄」より 

   グループ活動により、「人に説明して、より分かった」、「周りと話して、整理できた」などの意見があり、

授業者のねらい通りの回答が出てきた反面、「一人で考えていきたい」という意見もあった。また、「今回の

授業のような課題にまた取り組 でいきたい」という回答も得られた。 

 

４ 授業検証と課題の 析 

授業の検証を行う上で、アクティブ・ラーニングの重要な視点である「主体的・対話的で深い学び」については、

本来一つの概念であることを前提としながら、より焦点化した分析を行うという観点から、「主体的な学び」、「対

話的な学び」、「深い学び」の三つに り分けて考えていくこととする。 

まず、それぞれの授業を「教師の仕掛け」、「生徒同士の学び」という視点から観察し、その結果としての「生徒

の姿」を見取ることとした。なお、それぞれの授業について観察して気付いた項目を、「主体的な学び」、「対話的

な学び」、「深い学び」のうち比較的関連性が高いと思われるものに分類している。 
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（１）横浜明朋高等学校（定時制課程） 

ア 授業観察の結果 

【「主体的な学び」の見取り】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「対話的な学び」の見取り】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【「深い学び」の見取り】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 横浜明朋高等学校の授業の様子から分かったこと 

学校として、生徒に単元で身に付けさせたい力を踏まえ、学習者にそれらの力を意識させ、その育成に向

けた指導を行うとともに、生徒同士の学び合いを促すことで、教室全体が主体的に学ぼうとする姿に変わり、

「対話的な学び」から、「深い学び」につながった。 

 

 

 

 

◇情報を共有し、課題解決に向け様々な工夫

をしながら話合いを行った。 

生徒同士の学び 

 

○学ぶ喜びを実感した。 

○「分からない」ことを恥ずかしいと思わず、安心

して課題に取り組 だ。 

○より発展的な学びへの意欲を見せた。 

○課題解決につながる情報を提供しようとした。 

○より早く解決するための方策を見付け出そうとし

ていた。 

生 徒 の 姿 

 

◇楽しめるペアワークを設定した。 

◇課題ができない生徒には励まし、できた生

徒には皆の前でほめた。 

◇生徒の達成状況に応じて、基礎的な内容だ

けでなく、発展的な内容を含む課題につい

ても設定を行った。 

教師の仕掛け 

 

◇段階を追って学習内容を積み上 ていく授

業の構成とした。 

◇課題解決のための方策をいくつか例示し

た。 

教師の仕掛け 

 

◇正答した他者から、正答した理由を学 で

いた。 

◇グループ協議で出た想定外の答えについ

て、意見交換した。 

◇限られた時間の中で、課題の解決策を協 

して練り上 ていった。 

 

生徒同士の学び 

 

○対話やマトリクスの作成を通じて、課題解決のた

めの戦略を各班で練り上 ていた。 

○授業後、情報伝達の難しさを実感しつつ、より難

易度の高い学習を求めていた。 

○他者の答えから、 分の りについての振り返り

を行った。 

○様々な解釈について学び合い、想定外の答えの原

因を追究していた。 

○課題解決のための整理法の改善が見られた。 

生 徒 の 姿 

 

◇情報伝達だけでなく、「考えるための議論」

をするための指導を行った。 

◇生徒にマイクを向けて、説明を求めた。 

教師の仕掛け 
 

○「情報の伝達」と「課題を解決するための議論」

を区別し、互いに意見を交わすようになっていた。 

○マイクを渡されることで、より分かりやすく伝わ

るように説明の仕方を工夫した。 

○「グループ内の役割」、「グループ内においての協

 」が 然に生まれた。 

○意見の違いについて、原因を分析しようとしてい

た。 
 

生 徒 の 姿 

 

◇まとめ役（司会進行）の必要性を、見出し

た。 

◇ 分の意見と他者の意見を比較していた。 

 

生徒同士の学び 
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ウ 課題 

授業全体についての課題 

○授業のはじめに「本時のめあて」をもう少し明確に示さないと、活動

の見通しを持たせることが難しくなる。 

○生徒の学習活動の状況の把握を適 に行わないと、学習内容を理解で

きない生徒の活動が滞ってしまう。 

「主体的な学び」に係る課題 

○「人の話を聞く」態度の指導の徹底が重要である。 

○「チームへの貢献度」や「情報伝達の達成度」等、生徒に問いかけて

意識させるとよかった。 

○主体的になれない生徒に対して、興味や関心を高め、課題解決のため

のアドバイスやヒントを用意するなどの支援があるとよい。 

「対話的な学び」に係る課題 

○うまく情報伝達ができなかったグループの例にも注目させ、「なぜ」や

「どうすれ よいか」等、検証させる時間が必要である。 

○対話だけでなく議論させることの必要性を指導するとよい。 

「深い学び」に係る課題 

○「振り返り」は、単なるアンケートや感想ではなく、学習の達成状況

や学習後の生徒の変容を見取るためのものであることの共通理解が必

要である。 

○常に生徒に らの発言の根拠を求める等、より深い学びに導く工夫を

する。 

エ 生徒による授業評価の推移（当該クラスのみ） 

次の表１の結果から分かることを整理すると、次のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
表１ 横浜明朋高等学校における「生徒による授業評価」の結果 

評価項目 

（データ母数：第１回 28、第２回 27） 

第１回（７月） 「４」の

比率(％) 

第２回（11月） 「４」の

比率(％) ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

① 材が工夫されるなどして、取り組みやすい授業で
ある。 

15 11 2 0 53.6 16 11 0 0 59.3 

②授業で学習した内容がだいたい理解できている。 10 14 3 1 35.7 13 12 2 0 48.1 

③生徒の理解度に合わせて、授業が進められている。 10 13 5 0 35.7 14 13 0 0 51.9 
④授業中、生徒同士で話し合う機会や意見などを発表
する機会がある。 

8 13 6 1 28.6 13 12 2 0 48.1 

⑤説明の仕方がていねいで、分かりやすい授業である。  12 13 3 0 42.9 16 11 0 0 59.3 
⑥生徒一人ひとりに目を配った、きめ細かい指導がな
されている。 

12 14 2 0 42.9 15 12 0 0 55.6 

⑦授業でわからないことがあったら、先生や友達に聞
いたり、 分で調べたりするなどして分かろうとす
る努力をしている。 

13 9 5 1 46.4 12 12 2 1 44.4 

⑧授業に対して意欲的に取り組 でいる。 15 11 2 0 53.6 15 11 1 0 55.6 
⑨授業のルール、マナー（携帯電話、ヘッドフォン、
飲食、おしゃべり、居眠り、途中入退室をしない等）
を守っている。 

17 8 3 0 60.7 19 8 0 0 70.4 

※ すべての質問において「１～４」は以下のとおりである。 

１ ほと ど当てはまらない ２ あまり当てはまらない ３ ほぼ当てはまる ４ かなり当てはまる 

（２）湘南高等学校（全日制課程） 

ア 授業観察の結果 

【「主体的な学び」の見取り】 

（表１から分かること） 

○ 項目「④授業中、生徒同士で話し合う機会や意見などを発表する機会がある。」に関しては、授業者がある

程度の長い期間で作為的にこのような学習活動を多く取り入れることを意識し、継続的に取り組 だ成果と

して表れている。 

○ 項目「③生徒の理解度に合わせて、授業が進められている。」及び項目「⑤説明の仕方がていねいで、分か

りやすい授業である。」に関しても、項目④と連動するように数値が上昇しており、教師がアクティブ・ラー

ニングの視点に基づく授業を実践することにより、生徒は 分たちの学習状況に応じた指導を受けているこ

とを実感し、また、生徒にとって分かりやすい授業となっている。 
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【「対話的な学び」の見取り】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「深い学び」の見取り】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

イ 湘南高等学校の授業の様子より分かったこと 

  授業の中で、三つの学び（「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」）が連鎖していく様子を見るこ

とができた。 

【「主体的な学び」の見取り】から【「深い学び」の見取り】へ 

・前回の授業テーマの確認（知識の定着）を活用し、今日の課題「なに？」、「なぜ？」を ら積極的に解決

しようとする姿があった。 

・ワークシートでは 己の学力の達成状況に応じた複数の方法を提示したが、生徒が らの判断で選択し、

それぞれ解き方を工夫して取り組 でいた。 

・物理の問題を解くために、数学の視点や知識を活用した。 

【「対話的な学び」の見取り】から【「深い学び」の見取り】へ 

・グループで、問題の解決方法について話し合い、理解している生徒が理解していない生徒に説明すること

で、理解している生徒が、より思考を深めていた。 

・問題点をグループ内で共有することで、多角的な解決策を導いていた。 

【「主体的な学び」の見取り】、【「対話的な学び」の見取り】、そして【「深い学び」の見取り】へ 

・上級学校の入学者選抜 験問題の解決を示唆する。学び合いながら苦労して考え、様々な方法で解くこと

で課題を解決しようとする力を身に付けていた。 

 

 

 

◇本時の見通しを明確に示した。「これだけは

分かってほしい」という形で本時の目標の

再確認を行った。 

◇問題の解決が困難な生徒へ、 々の能力に

応じた指導を行った。 

 

教師の仕掛け 
 

○発展的な問題に対し、 らの力で解決しようとす

る姿があった。 

○生徒 々が、課題に取り組むために集中していた。 

生 徒 の 姿 

 

◇ 分と他者の解答を比較し、違いの理由を

協議していた。 

生徒同士の学び 

 

○協 して課題解決しようとする姿があった。 

○教師と生徒との発展的な対話につながっていた。 

○知識の統合や、深い理解へと導かれていた。 

○解決できなかった原因を ら探っていた。 

○ 分の意見を他者へ伝えることで、思考の具体を

 らイメージし、より明確化していた。 

生 徒 の 姿 

 

◇問題の解決方法の説明を意識的に省いて、 

生徒の学習活動を見守った。 

◇生徒への発問に際しては、単答のみを求め

るのではなく常に根拠を求めるなどの工夫

を行った。 

◇問題を協 で考えさせながら、より発展的

な問題を提示し、取り組ませていた。 

 

教師の仕掛け 

 

◇問題には様々な解決方法があることを指示

した。 

◇他者との比較により らの考えを深めるこ

とにつながることを示唆した。 

教師の仕掛け 
 

○様々な方向から事象を捉え、課題解決に向けた思

考を深めていた。 

○生徒が 々の「解答づくり」を行い、他者と比較

することで、新たな気付きの獲得につながってい

た。 

○「解答づくり」の活動が、探究的な活動へとつな

がる有効な学習過程を作り出していた。 

生 徒 の 姿 
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ウ 課題 

授業全体についての課題 

○解決を図った生徒にクラス全体の中で説明させるとよい。 

○三角関数や微分法など数学の学習内容を活用する場面が多くあるた

め、教師が数学的な「見方・考え方」を理解する必要があり、教科横

断的な発想を持つことが求められる。 

「主体的な学び」に係る課題 

○授業のねらいを板書した方が、より明確に生徒に活動の見通しを持た

せることができた。 

○教師による生徒の活動への介入については、生徒にとっての必要性や

期待について、しっかりと把握する必要がある。 

「対話的な学び」に係る課題 
○生徒の学習内容の定着度の差により、話し手と聞き手に分かれてしま

う。 

「深い学び」に係る課題 
○生徒の振り返りが、アンケートではなく、学習活動の一つであること

に留意する必要がある。 

エ 生徒による授業評価の推移（当該クラスのみ） 

次の表２の結果から分かることを整理すると、次のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表２ 湘南高等学校における「生徒による授業評価」の結果 

評価項目 

（データ母数：第１回 82、第２回 83） 

第１回（７月） 「４」の

比率(％) 

第２回（11月） 「４」の

比率(％) ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

① 教材が工夫されるなどして、取り組みやすい授業
である。 

33 47 2 0 40.2 42 41 0 0 50.6 

②授業で学習した内容がだいたい理解できている。 21 47 11 3 25.6 34 40 7 2 41.0 

③生徒の理解度に合わせて授業が進められている。 25 52 5 0 30.5 31 50 2 0 37.3 
④授業中、生徒同士で話し合う機会や意見などを発表
する機会がある。 

16 35 31 0 19.5 25 41 17 0 30.1 

⑤説明の仕方がていねいで、分かりやすい授業である。  44 37 1 0 53.7 48 35 0 0 57.8 
⑥生徒一人ひとりに目を配った、きめ細かい指導がな
されている。 

24 50 8 0 29.3 38 41 4 0 45.8 

⑦授業で分からないことがあったら、先生や友達に聞
いたり、 分で調べたりするなどして分かろうとす
る努力をしている。 

21 54 7 0 25.6 28 46 8 1 33.7 

⑧授業に対して意欲的に取り組 でいる。 25 48 9 0 30.5 29 46 7 1 34.9 
⑨予習や復習を行い、授業のマナーを守っているので
授業態度は良好である。 

19 50 13 0 23.2 24 46 11 2 28.9 

※ すべての質問において「１～４」は以下のとおりである。 

１ ほと ど当てはまらない ２ あまり当てはまらない ３ ほぼ当てはまる ４ かなり当てはまる 

 

５ 提言 ～「サーモグラフィで生徒の脳 見る」というイメージ ～ 

 今回の教育課程推進委員会総則部門では研究テーマを「組織的な授業改善の推進～アクティブ・ラーニングの視

点を踏まえた指導方法を取り入れた授業実践の必要性と授業づくりの在り方～」とした。 

学習指導要領の改訂に向けて、大きな柱である「アクティブ・ラーニングの視点」は、「主体的・対話的で深い

学び」の視点そのものであり、習得、活用、探究へとつながる学習過程を通して生徒の育みたい資質・能力を育成

する。ただここで注意しなけれ ならないのは、あくまでもアクティブ・ラーニングの「視点」であり、「型」で

はないということを教員がしっかりと認識すべきであるということである。それは、本研究で検証したタイプの違

う二つの学校で行った研究授業において、次のことが明らかになったということと大きく関連している。 

（表２から分かること） 

○ 項目「④授業中、生徒同士で話し合う機会や意見などを発表する機会がある。」に関しては、授業者がある

程度の長い期間で作為的にこのような学習活動を多く取り入れることを意識し、継続的に取り組 だ成果と

して表れている。 

○ 項目「②授業で学習した内容がだいたい理解できている。」及び項目「⑥生徒一人ひとりに目を配った、き

め細かい指導がなされている。」に関しても、項目④と連動するように数値が上昇しており、教師がアクティ

ブ・ラーニングの視点に基づく授業を実践することにより、生徒は教師による 々の学習状況に合わせた指

導を実感し、また、生徒の学習内容の理解の深化につながる。 
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つまりそれぞれの学校で育みたい生徒像や身に付けさせたい資質・能力は異なるので、アクティブ・ラーニン

グの視点 授業に取り入れればよいのではなく、どのようなアクティブ・ラーニングの視点に基づく授業 行 

ば、 校における生徒の育みたい資質・能力 高めることができるか、ということを考えなけれ ならないとい

うことである。そのためには教員一人ひとりが 々で考えるのでなく、オープンな議論で、RPDCAサイクルに則り、

学校全体で組織的に行われるべきなのである。 

生徒の学習に対するアクティブな姿とはどのようなものなのだろうか。確かにグループ活動を行ったり、ペアワ

ークを行ったりすることで、アクティブな姿を見取ることもできる。ただ本研究を進めるうちに、分かってきた授

業に対する生徒のアクティブな姿のイメージは、「サーモグラフィで生徒を見たときに脳が真っ赤になっている。」

というものであった。夢中になって取り組み、思考し、表現しようとする生徒の脳はきっと、サーモグラフィで見

てみたら真っ赤になっているだろう、というものである。 

 校の生徒が、 ら考え、夢中になるためには、どのような方法があるのか。育みたい生徒像に近づけるために

はどのようなアクティブ・ラーニングの視点に基づく指導方法があるのか。このことを是非周囲の教員、同じ教科、

同じ学年、更には学校全体で考えていただきたい。本研究成果がそのきっかけになってもらえ 幸いである。 

最後に、答申の中に、アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた授業を取り入れることが授業時間数の不足につ

ながるという考え方に対する答えとも言える記述があるので、紹介する。 
 

こうした学習活動（アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた授業の基となる学習活動）については、今

までの授業時間とは別に新たに時間を確保しなけれ できないものではなく、現在すでに行われているこれ

らの活動を、「主体的・対話的で深い学び」の視点で改善し、単元や題材のまとまりの中で指導内容を関連付

けつつ、質を高めていく工夫が求められていると言えよう。 

― 高校教育課により改編（「『答申』51ページ」より）― 
 

このように、アクティブ・ラーニングの視点とは、学習指導要領の改訂に向けて新たに生まれた視点では決して

ないということを押さえておく必要がある。 

単元の構想を、「主体的・対話的で深い学び」の視点で捉えた場合、どのような学習活動をどのように単元の中

に配置するか、配置されたそれぞれの学習活動をどのように評価するか、それぞれの学習活動を評価する評価の観

点と各観点に対応する評価規準をどのように設定するかなど、単元全体を総体的な一つの物語として作り上 、組

み てていくことが重要なことである。これはまさに、本県における組織的な授業改善の推進そのものであり、ア

クティブ・ラーニングの視点を授業づくりに取り入れることは、今まで取り組 できた授業改善を継続しながら更

なる見直しを図ることであると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた指導方法を取り入れた授業づくりを
行うためには、アクティブ・ラーニングを共通の型（手法）と捉えずに、それぞれ
の学校の求める資質・能力の育成を目ざす学習活動の場面を設定し、教師によ
る効果的な舵取りを行う必要がある。 

本研究から かったこと 
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国 語 

 

１ 研究のテーマとねらい 

（１）研究テーマ 

  主体的・対話的で深い学びにつなげる国語科の授業実践事例 

（２）研究のねらい 

 授業において、「何を学ぶか」だけでなく「どのように学ぶか」ということに着目する際、「アクテ

ィブ・ラーニングの視点」を欠くことはできない。「アクティブ・ラーニングの視点」とは、「主体

的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の重要な視点である。しかし、実際にどのような授業

をすればよいのか、というイメージはなかなか湧きにくい。また、「アクティブ・ラーニング」という

言葉に対して、少なからぬ誤解があるということも、現状では看過できない課題である。 

今回、国語部門では、「資質・能力」の育成を目ざすための「アクティブ・ラーニングの視点」を取

り入れた実践事例を示すに当たり、いわゆる「定番教材」を用いることで、より具体の授業イメージが

持ちやすくなると考え、研究を進めた。 

 

２ 実践事例 

【事例１】  

（１）単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：「国語総合」（学年：１年） 

②単元名： 小説を深く読む楽しさを味わう～読み手に対し色彩表現が及ぼす影響を比べる～ 

③単元のねらい（身に付けさせたい力） 

・文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読もうとする。（関心・意欲・態度） 

・文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読む。（読む能力）【読むことア】 

・色彩を用いた象徴表現の特色及び役割を理解する。（知識・理解） 

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ（ア）】 

・難解語句の語彙を理解する。（知識・理解）【 同イ（イ）】 

④単元の評価規準 

 

⑤単元の指導計画  a: 関心・意欲・態度 b: 読む能力 c: 知識・理解 

次 学習活動 a b c 指導上の留意点 

１ 

○学習の見通しを立てる。 

・単元の目標について確認する。 

○本文の内容を把握する。 

・難解語句の語彙を確認する。 

・本文をペアで音読する。 

・「夢十夜（第一夜）」の初読感想を書く。 

  ○ 

・本文の内容を把握させるともに、使わ

れている語句の意味に着目させる。 

・初読の感想は単元の最後に振り返りで

活用する。 

２ 

 

○色彩を用いた表現を整理する。 

・「夢十夜」と「羅生門」の中の色彩表現をそれ

ぞれ抜き出す。 

・インターネット等の資料を用いて、それぞれの

色が持つ一般的な意味、イメージを調べる。 

 
 

 
 

・第３次の準備部分であるため、ここでの

評価はなし。 

・色が持つ具体的なイメージをなるべく多

く挙げることによって、色彩を用いた表

現の効果の可能性を実感させる。 

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解 

文章の内容に応じた象徴表現の

特色や効果に注意して読もうと

している。 

文章の内容に応じた象徴表現の特

色や効果に注意して読んでいる。 

色彩を用いた象徴表現の特色及び

役割を理解している。 

難解語句の語彙を理解している。 
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３ 

○色彩を用いた表現の効果等を考える。 

・両作品に共通して登場する色に着目し、それぞ

れの色が持つイメージを、作品に照らして考え

る。 

・色が読み手に与える、印象の違いや効果につい

て考える。 

・個人で考えた内容について班で話し合う。 

・班で話し合った結果をクラスで共有し検討す

る。 

・検討結果を踏まえて、色彩を用いた表現が読み

手に与える効果を個人でもう一度まとめる。 

 ○  

・象徴表現の受け止め方については個人差

があることが予想されるので、まずはし

っかりと個人で考えさせる。 

・個人で考えた上で班、クラスと意見交流

の範囲を広げる。 

４ 

○単元を振り返る。 

・「夢十夜（第一夜）」の鑑賞を行い、初読の感

想と比較する。 

・小説における象徴表現の特色、効果等について

考える。 

○   

・今回の「夢十夜」、「羅生門」の具体的

な効果に留まることなく、小説における

象徴表現の効果へと思考を一般化させた

い。 

     

⑥授業実践例（第３次の２時間目） 

学習活動（指導上の留意点を含む） 

評価規準 

【評価の観点】 

（評価方法） 

〇前時の内容の確認と本時の見通しを立てる 

・色が読み手に与える、印象の違いや効果等について個人で考える。（前時） 

 

○色彩を用いた表現の効果等についてグループで考える 

・前時に個人で考えた内容について班で話し合う。 

・班で話し合った結果をクラスで共有し検討する。 

・検討結果を踏まえて、色彩を用いた表現が読み手に与える効果を個人でもう一

度まとめる。 

 

 

 

文章の内容に応じた象徴表現の

特色や効果に注意して読んでい

る。【読む能力】 

（ワークシートの記述の分析） 

 

研究実施校：神奈川県立川崎北高等学校（全日制課程） 

実 施 日：平成28年10月６日（木） 

授業担当者：西 泰弘 教諭 

 

 

（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

○主体的な学び 

国語の授業では、「教科書を教えるのか」「教科書で教えるのか」という議論がなされることがあるが、

本事例で言えば、『夢十夜』の内容「を」理解することが授業の目標、目的なのではなく、生徒に小説を読

み味わうことの楽しさや方法を、『夢十夜』というテキスト「で」学ばせることが最終的な目標となる。 

一年生の「国語総合」の時間は、生徒が、今後、多くの小説作品に主体的に向き合うための大切な導入期

間だと考える。深く内容を読み味わおうとする姿勢を育てるためには、まず、そのための「方法」を生徒に

身に付けさせることが大切である。そこで今回は、小説を読み味わうための一つの方法として、特に「色彩

表現」に着目した。 

授業を通し、このような方法を身に付けることで、生徒は『夢十夜』以外の小説に出会った際にも、「色

彩表現」を手掛かりとして、主体的に作品と向き合い、それを読み味わうことができるようになる。国語科

における「主体的な学び」とは、その授業の活動に積極的に参加したり関わったりすることではなく、授業

を通して身に付けた力を、今後の言語生活の中で生かしていくために、生徒が自らの中で整理できるような

学びを指している。 
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○対話的な学び  

 評論文等と異なり、小説は読み手によってその解釈に幅がある。同じテキストであっても、読み手が抱

える価値観で受け取り方が異なるのが小説の面白さだとも言えよう。特に、本事例で取り上げた「色彩」

は、その印象が人によって大きく異なる。多様な読みの可能性を交流することで、一人ひとりの読みは深

まり広がる。本来、個人内活動であるはずの小説の読みを教室という場で行う意味は、まさにここにある。 

 また、「対話的な学び」とは、目の前にいる人間との対話だけではなく、先哲の考え方を手掛かりに考

えること等を通じ自己の考えを広げ深めることであるとされている。国語科で扱うテキストの向こう側に

は、筆者・作者が存在し、読み手に何かを訴えようとしている。本事例で言えば、作者である夏目漱石が

『夢十夜』を通して何を伝えようとしたのか、そのためにどのような表現上の工夫を行ったのか、そのこ

とを追究することがすでに「対話的な学び」であるということも忘れてはいけない。 

 

○深い学び  

  「深い学び」とは、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付け

てより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや

考えを基に創造したりすることに向かうことであり、国語科の「見方・考え方」は、自分の思いや考え方

を深めるため、対象と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目して捉え、その関

係性を問い直して意味付けることであるとされている。 

本事例で扱った『夢十夜』には、夢ゆえの独特な事物が登場する。ここに表現されているものは、現

実世界に存在するものではなく、作者と読者の概念の中、「言葉」の上だけで成立している。まさに

「言語」により構築された世界である。 

殊に、今回着目した「色彩表現」はイメージの個人差が大きく、概念的なものであるが、同時に、読

み手が物語の世界観に入り込む上で大きな役割を果たすものでもある。今回は、生徒が色彩表現につい

て考えやすくするため、既習の「羅生門」に使用されている色彩表現と比較を行い、読み手に与える物

語の印象の違いを感じ取らせることとした。 

   

ワークシートの記述に見える「『夢十夜』に対する読みの印象の変化」 

・色を使った表現によって、物語のイメージをしやすく鮮明に伝わってくるものだと思った。色を気

にせず読んでいくよりも、色に注目して見た方が、深く話に入り込めると思いました。 

・作者の視点からの色の感じ方というのは、自分にはなかった発想で、なるほどと思った。色に着目

すると、いろんな違いを知ることができて、小説の新しい読み方を見つけられた気がします。 

・最初読んだときは「人が死ぬ物語」というくくりで読んでいて暗いイメージだと思ったけれど、一

つひとつの単語で物語の色が変わっていくことが分かって、物語の一つの出来事で印象を決めてし

まうのはもったいないなと思った。 

・羅生門ではカラスの糞や白髪など、あまりいい印象を持つものがありません。夢十夜では真っ白な

頬、唇の色など、綺麗で上品なイメージを持つものがあります。この二つを比べてみて、色は想像

力を広げる効果があるのだと改めて思いました。 

  

以上のような記述から、生徒が今回の授業を通して、『夢十夜』の内容を理解するということに留まら

ず、小説を読み味わうための一つの視点として「色彩表現に着目する」ということを学んでいることが分か

る。また、自分の受け止め方ということだけではなく、「作者の視点からの色の感じ方」といった、小説に

おける表現の工夫という部分にまで言及している生徒もいた。このように、作品をメタ認知できているとい

うことは、今後、彼らが「主体的な読み」を行う上で大きな力となっていくだろう。 

しかし、一方で、研究授業の参加者からは、「『羅生門』との比較の意図やねらいがよく分からなかっ

た。」との指摘もあった。他の作品と比較するという手法は、『夢十夜（第一夜）』の表現上の特徴を顕在

化させるという意味で効果的だが、比較対象として『羅生門』が適当だったかということについては、本委

員会の中でも議論になった。既習教材である利点はあるが、「色」に注目させるとなると、より扱いやすい

作品（『夢十夜』の別段等）があるのではないか、という意見が挙がった。「深い学び」の追究のためには、

授業デザインやアプローチ方法の吟味だけではなく、教材となるテキストの深い読み込みも欠かすことがで

きないと考える。 
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【事例２】 

（１）単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：「古典Ｂ」（年次：２年） 

②単元名：平安時代の人の心を読み解く『更級日記』（『源氏物語』を読む ） 

③単元のねらい（身に付けさせたい力） 

・古典を読んで、人間、社会、自然などに対する思想や感情を的確にとらえ、ものの見方、感じ方、考

え方を豊かにしようする。（関心・意欲・態度） 

   ・古典を読んで、人間、社会、自然などに対する思想や感情を的確にとらえ、ものの見方、感じ方、考え

方を豊かにする。（読む能力）【指導事項ウ】 

 ・古典の内容や表現の特色を理解する。（知識・理解）【指導事項エ】 

④単元の評価規準 

⑤単元の指導計画 

次 学習活動 関 読 知 指導上の留意点 

１ 

○本文に出てくる単語調べを行う。 

・単語の意味を理解する。 

○本文クイズを行う。 

・文法事項、表現事項をつかむ。 

  ○ 
単に教え込むことをせず、自ら考え予想を

し、その後調べるように指導する。 

２ 

 

○登場人物をまとめ、作者との関係を考える。 

・登場人物の言動が、それぞれどのように作者の

心情に影響を与えていくか考え、作者の人物像

を整理する。 

○源氏物語の登場人物を知る。 

・源氏物語の登場人物相関図、平安時代の生活に

ついて学ぶ。 

 ○  

ここでの読み取りを第３次の活動につなげ

るために、作者の心情を想像できるよう、

机間指導を随時行う。 

作者の高揚感が理解できるよう、源氏物語

の世界観をつかませる。 

３ 

○前半部分での作者の心情変化を押さえる。 

・流れを図にし、行動と心情変化を整理する。 

○後半の場面の心情描写を本文から抜き出す。 

・作者の心の動きを理解し、的確にまとめる。 

・回覧し共通認識を持つ。 

○「まづいとはかなく、あさまし」と言っている

のは誰か考える。 

・何に対して、またどうして「あさまし」と言っ

たのか考える。 

・時間経過、年齢経過による心情変化を考える。 

○今と昔の日記の違いを考える。 

 ○  

グループごとの作品を回覧させることで自

発的に読み解くことを生徒に意識させた

い。 

 

一人で考えさせ、自分の意見を構築させ、

その後にグループで意見交換をさせる。 

４ 

○作者のこの後の人生を考える。 

・14歳の自分と50歳代の自分との差異を考える。 

・更級日記の全体像を想像させる。 

○更級日記を文学史的に調べ、紹介パネルを作成

する。 

・図書館等を利用し、更級日記に関する情報を集

め、まとめる。 

  ○ 
本文の内容も加味したパネルになるよう指

導する。 

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解 

『更級日記』を読んで、筆者の

思想や感情を的確にとらえ、も

のの見方、感じ方、考え方を豊

かにしようとしている。 

『更級日記』を読んで、筆者の思

想や感情を的確にとらえ、ものの

見方、感じ方、考え方を豊かにし

ている。 

古典の内容や表現の特色を理解し

ている。 

菅原孝標女に関する事柄、文学史

的知識等を理解している。 
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５ 

○単元を振り返る 

・各々の作品を見合うことで人物描写や場面の場

景、心理描写がしっかりと捉えられているか振

り返る。 

○   

作成した資料の良し悪しで判断せず、本文

の内容をしっかりと捉えたものにできてい

るかを評価し、評価シートも単なる感想に

ならないよう工夫する。 

     

⑥授業実践例（第３次の２時間目） 

学習活動（指導上の留意点を含む） 

評価規準 

【評価の観点】 

（評価方法） 

〇前時の内容の確認と本時の見通しを立てる 

・前時に作成した後半の場面の心情描写を回覧。 

・これからの話合いについてのポイントを理解する。 

○「まづいとはかなく、あさまし」と言っているのは誰か考える。 

・作者の心の動きをグループでまとめる。 

・まとめたシートを黒板に貼り付け、全体で確認する。 

・前半部分の終わりの言葉と、後半部分（締めの言葉）を比較する。 

・個人で「あさまし」と言っているのは誰か、何に対して「あさまし」と言ったの

か、どうして「あさまし」と言ったのか考えさせる。 

・「あさまし」の意味を踏まえた上で、時間経過、年齢経過による作者の心情の変

化をグループで考える。 

 

＊次回の課題である、今と昔の日記の違いや、作者がこの後どのような人生 

を送ったのかを考えることにつなげる。 

 

 

 

『更級日記』を読ん

で、筆者の思想や感

情を的確にとらえ、

ものの見方、感じ

方、考え方を豊かに

している。 

【読む能力】 

（それぞれのグルー

プで作成したシート

と個人のまとめプリ

ントの記述の分析） 

研究実施校：神奈川県立橋本高等学校（全日制課程）                         

実 施 日：平成28年10月28日（金）        

授業担当者：内田 一利 教諭 

 

 

（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

○主体的な学び 

 高校生が「古典」に対して親しみが持てないということは、国語科の抱える大きな課題の一つであるが、

その理由の一つとして、作品の内容や表現に、自分とのつながりが感じられないということがある。しか

し、そのような生徒たちが高校を卒業した後、年齢を重ね環境が変わることにより、古典に対して親しみ

が持てるようになるということは十分あり得る。これまでの古典の授業の考え方は、高等学校の授業時間

内に、その作品の内容をいかに理解させるか、ということを目ざしてきた感がある。しかし、今後は視点

を変え、学校卒業後も、生徒が折に触れて古典文学やそれに関わる事柄を意識していけるように、高校の

授業において、「古典との接し方」を身に付けることを目ざしていく必要がある。これが、古典の授業に

おける「主体的な学び」の大切な要素であると言えよう。 

 

○対話的な学び  

 【事例１】の解説の部分でも述べたように、国語科の授業における「対話的な学び」には、作品の筆

者・作者との対話が欠かせない。本事例の教材である『更級日記』は古典作品であり、平安時代を生きる

作者との対話は、実に1000年近くもの時を経た対話となる。「対話的な学び」の目ざすところは、多様な

価値観に触れることにより、自らの考えを広げたり、深めたりするところにある。そういった意味では、

古典作品に触れるということは、同時代の他者と対話することとは、また違う意義を持つ。時空を超えた

対話、これこそが、我々が古典を学ぶ意義の一つであろう。 

 本事例では、14歳の主人公の心情を読み味わうことが一つの大きな目標となっている。時代を超えて、

生徒が主人公である同世代の少女の心に触れること、さらには、成長後の主人公が、改めて幼かった自分
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を振り返り、様々なことを思うその心に触れること、このような学びは、人生の疑似体験でもあり、生徒

が自分自身を改めて見つめる契機となるだろう。 

○深い学び  

本事例は、本文の最後に50代の孝標の女が、14歳の自分を振り返り「あさまし」という感想を漏らす、

その「あさまし」の示す具体的な心情を追究することを中心に据えて単元計画を組み立てている。辞書的に

言えば「あさまし」は、「驚きあきれることだ」や「興ざめだ」と訳す。もちろん、本事例においても、そ

の訳で間違いではない。しかし、そのような、通り一遍な訳では、筆者の心に迫ったことにはならないだろ

う。文中の一つの単語にとことんこだわり、突き詰めることで、文章全体が生き生きと立ち上がるというこ

ともある。 

また、「深い学び」を考える上で重要な要素として、「習得・活用・探究」という学習プロセスがある。

本事例では、『更級日記』の特定の部分を読み深めるだけでなく、その後に学校図書館等を用いて、作品全

体について、その背景も含めて調べ、クラスで紹介し合うという学習を取り入れている。これは、先の学習

プロセスで言えば、「探究」に当たる活動であるが、この一連のプロセスは、必ずしも「習得→活用→探究」

という一方通行の活動ではなく、本事例で言えば、作品の全体像を捉えた上で、もう一度、細部の読みに戻

ることで、更に読みは深まるであろうし、そのプロセスの中で、知識の定着も進むと考えられる。 

  

＊『更級日記』ワークシート例（グループまとめ用） 

 

今回、アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた授業実践例として、二つの事例を紹介した。「アクテ

ィブ・ラーニング」というと、これまでになかった全く新しい何か、という印象があるが、この二例の解説

を通して述べてきたように、今、求められているこの視点は、ゼロからスタートするものではなく、これま

での授業の中でも、すでに取り入れられてきたものである。ただ、これまで、無意識に行われてきたことを、

意図的・計画的に行うことが必要であり、そのためには「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」

という三つのキーワードを使って授業分析を行うことが有益だろう。これまでの授業を、この視点から分析

整理し、今後の授業づくりに生かしていくことが重要である。 
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地 理 歴 史 

 

１ 研究のテーマとねらい 

（１）研究のテーマ 

     逆さま歴史教育の視点を踏まえ、現代の事象と歴史的事実との因果関係などの考察を通して現

代社会の成り立ちを深く学ばせる授業の実践 

（２）研究のねらい 

平成27年度より、地理歴史部門では「逆さま歴史教育」に関する指導方法の研究や教材の開発

を進めてきた。今年度は「逆さま歴史教育にかかる研究校」を５校指定し、平成29年度までの２

年間の計画で研究が始まったことを踏まえ、昨年度の研究成果の上に立った新しい提案をするこ

とを目ざしてきた。「逆さま歴史教育」とは、現在の事象の歴史的な背景を、生徒自らが過去に

さかのぼって探究し、因果関係などで結び付けながら、現代社会を多面的に捉える力を育もうと

するものである。生徒は、多くの資料の中から有用な情報を得て、自分の仮説を発表し、また他

人の意見を聞いたり、先哲との対話を手掛かりに考えたりすることで、更に自分の意見を錬磨し

ていく。こうした営みがアクティブ・ラーニングの視点であり、私たちは「逆さま歴史教育」を

通して、「歴史を語る力」を育みたいと考えた。 

 

 

２ 実践事例  

 

【事例１】  
 

(１)単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 
①科目名：日本史Ａ（学年：３年） 
②単元名：開港と社会変化 －横浜港から地域へ－ 
③単元のねらい：横浜の開港が周辺地域の人々の生活や社会にどのような影響を与えたかを考え、歴史 

的な背景と現代との因果関係を理解し、主体的に考察できる力を育む。 

④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 
開港による日本の産業
や社会への関心を高
め、現代から遡って過
去を学ぶ態度を身に付
け、主体的に学習に取
り組もうとしている。 

開港による日本の産業
や社会について、過去
に遡り背景を考え、適
切に表現している。 
 

開港による日本の産業や
社会についての影響を表
や地図など有用な資料を
活用し適切に読み取った
りまとめたりしている。 
 

開港による明治維新以
降の日本の産業や社会
の変化について、その
背景や影響について理
解し、知識を身に付け
ている。 

⑤単元の指導計画 a：関心・意欲・態度 b：思考・判断・表現 c：資料活用の技能 d：知識・理解 

時 
間 

 
学習項目 

 
 学習活動 ねらい 

評価の観点 
 評価規準 

評価 
方法 a b c d 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
東 ア ジ
ア と ア
ヘ ン 戦
争 
 
ペ リ ー
来航 
 
 
 
 
日 米 和

 
 
ペリー来航ま
での東アジア
の情勢を理解
する。 
 
ペリー来航の
目的を理解す
る。 
 
 
 
日米和親条約

 
 
産業革命などを経て欧米諸
国がアジアを目ざしたこと
を理解する。 
 
 
アメリカの寄港地として重
要性に気付く。 
 
 
 
 
条約の内容を知り、米国以

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
開国された経
緯について、
自分なりにま
とめている。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
ワ ー ク
シート 
 
 
 
 
 

本時の問い：ペリー来航の目的は、何だったのだろう。 
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親条約 
 
 
 
 
日 米 修
好 通 商
条 約 交
渉 と 締
結 
 

日米修好通商
条約の締結前
後の状況を調
べる。 
 
 
 
 
 
 
 

外とも結ばれたことを理解
する。 
 
 
 
条約締結に関して国内での
混乱の状況を調べる。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
条約の不平等
性や攘夷派の
主張を整理し
理解してい
る。 
 

 
 
 
 
 
ワ ー ク
シート 
 

２ 
 

 
 
 
開 国 の
影響 
 
 
欧 米 諸
国 と の
交流 
 
開 港 地
の 文 化
と社会 
 

 
 
 
開港直後の貿
易品目を調査
する。 
 
開国による人
とモノの交流
を考える。 
 
欧米から伝わ
ったものを理
解する。 
 

 
 
 
輸出入品の特徴を捉える。 
 
 
 
日本と欧米で人やモノの交
流が活発になったことを知
る。 
 
西洋建築、ローマ字、新聞
などが開港地から日本国内
に広まったことを知る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
資料を有効に
使い、貿易品
目の特徴をま
とめている。 
 
 
 
 
欧米から移入
したものにつ
いて意欲的に
調べようとし
ている。 
 

 
 
 
記 述 や
発 表 の
内容 
 
 
 
 
 
ワ ー ク
シート 
 
グ ル ー
プ作業 

３ 
 
本
時 

 
 
横 浜 線
と 国 道
16号 
 
 
 
グ ラ フ
や 絵 図
を 読 み
解く 
 
横 浜 か
ら 八 王
子 へ の
道 
 
 
横 浜 線
と 国 道
16号 

 
 
JR 東神奈川駅
及び国道 16 号
線の写真から
考える。 

 
発問例 
「絵中の人は
何をしている
のだろう」 
「日本からの
輸出品目は何
だろうか」 
「各地から横
浜に運ばれた
ものは何だろ
うか」 
 
「逆に横浜か
ら八王子に伝
わったモノは
何だろうか」 
 
横浜と八王子
を結ぶ鉄道や
道路の役割を
まとめる。 

 
 
横浜と八王子が結ばれてい
る理由について仮説を立て
る。 
 
 
 
生糸取引の図であることを
理解する。 
 
輸出品の１位が生糸であっ
たことを知る。 
 
上州、甲州、信州が生糸の
産地であることを読み取
る。 
 

 
生糸商人を通して、欧米の
文化や考えが伝わったこと
を知る。 
 
 
横浜と八王子を結ぶ鉄道や
道路は、生糸や欧米文化が
交流する場であったことを
知る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
写真や絵図か
ら読み取った
ことを基に意
見を発表して
いる。 
 
横浜と近郊地
域とのつなが
りを意欲的に
理解しようと
している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
発 言 内
容 
 
 
 
グ ル ー
プ作業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究実施校 ：神奈川県立神奈川工業高等学校（定時制）   

実  施  日  ：平成28年11月21日（月）  

授業担当者 ：加藤 将 教諭  授業クラス：第３学年建設科 

 

 

本時の問い：なぜ、八王子と東神奈川（横浜）は、結ばれたのだろう。

か。 

 

本時の問い：開港によって、日本社会は、どのようなものと出会ったのだろう。 
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（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

 生徒が日頃から目にしている駅や道についての話題を授業の導入とし、また絵画資料や各地の写

真を用意したことにより生徒の興味関心を喚起することができた。また、資料から読み取ったこと

を言葉にするといった活動を取り入れることもできた。 

 

（３）成果と課題 

   生徒が日常的に利用しているJR横浜線や国道16号の一部（八王子街道）の原型である神奈川と八王子

を結んだ道は、かつて文化やモノが相互に行き来した道であった。横浜開港をきっかけとして、八王子

や北関東地域と横浜とは深い結び付きが生まれた。このことについて、学校に近い駅や道から過去へさ

かのぼって探り、歴史的な背景を探究させる活動を、授業で取り上げた。一方、逆に神奈川から八王子

へ伝播した文化やモノなどについては、触れられることはあまりないため、本時では、神奈川から八王

子へどのような文化やモノが伝播したのかも視野に入れた授業を展開した。生徒は授業を通して、「生

糸のおかげで自分がいつも利用している電車が開通した。」ことや「群馬県に横浜銀行の支店が三つも

あると聞いたが、はじめはそれが何の意味があるのか分からなかったが、生糸の取引のことを知ってな

るほどと思った。」、「内陸で生産された生糸は横浜から海外へ輸出された。今度は逆に内陸へキリス

ト教会、銀行、海外の家のデザインなどが伝わったことが分かった。」ことなどの感想があった。 

 

【事例２】 

 

（１）単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：世界史Ａ（学年：１年） 
②単元名：モノと世界史（主題学習） 
③単元のねらい：世界史の知識を活用してモノに隠された歴史を感じ、言葉にすることができる。 

④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

日常生活の中にある

事柄に着目し歴史的

観点に立って取り上

げた衣食住、家族、

余暇、スポーツなど

の事例の変遷などを

意欲的に考察し、地

理と歴史への関心を

高めようとしてい

る。  

歴史的観点に立って取

り上げた衣食住、家

族、余暇、スポーツな

どの事例から日常生活

にみる世界の歴史につ

いて、その起源や変遷

などを考察するととも

に、その過程や結果を

適切に表現している。 

歴史的観点に立って取り上

げた衣食住、家族、余暇、

スポーツなどの事例から日

常生活にみる世界の歴史の

考察に必要な諸資料につい

て、有用な情報を読み取っ

たり図表などにまとめたり

している。 

日常生活の中にある日本と

世界の諸地域との接触・交

流の軌跡や、生活・文化の

地域的特色などについて理

解し、知識を身に付けてい

る。 

⑤単元の指導計画 a：関心・意欲・態度 b：思考・判断・表現 c：資料活用の技能 d：知識・理解 

次 学習内容 学習活動 
評価の観点 

評価規準 
評価 

方法 a b c d 

1 

(本時) 

茶と世界史 ・紅茶を実際に飲んで、自らが持ってい

る「紅茶観」を言葉にする。 

・紅茶の基礎知識を学び、イギリス人が

歴史的にどのように紅茶を受容してきた

のかを理解する。 

・アヘン戦争を取り上げ、紅茶とアヘン

と銀の貿易構造を示す。 

・アヘン戦争以後、中国が列強の侵出を

招くことを理解する。 

・もう一度、紅茶を実際に飲んでみて、

自らの「紅茶観」に変化があったかどう

かを言葉にして示す。 

・グループで話合いを行い、ホワイトボ

ードに考えを書き全体に発表する。 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

○ 

  日常生活の

中にある事

柄について

自分の考え

を記述して

いる。 

 

 

 

学んだ知識

を活用して

考えを述べ

ている。 

 

ワーク

シート

の記述

内容 

 

 

 

 

 

ワーク

シート

と発表

資料 
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2 砂糖と世界

史 

・映画を見て、本時に扱うモノが砂糖で

あることを知る。 

・映画の背景を知る。 

・イギリス風ライフスタイルの象徴と言

われる「砂糖入り紅茶」について取り上

げ、紅茶と砂糖、及び奴隷について、そ

れぞれを関連付けて述べる。 

・アメリカやカリブ海になぜ黒人がいる

のかを考える。 

   

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学んだ知識

と資料を活

用し、事象

について筋

道を立てて

説明してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク

シート

と発表

資料 

３ コーヒーと

世界史 

・コーヒーを飲んで、自らが持っている

「コーヒー観」を言葉にする。 

・コーヒーの基礎知識を学び、イギリス

のコーヒーハウスの例を取り、コーヒー

が歴史の中でどのような役割を果たした

のかを知る。 

・コーヒーによって結び付いた人々の例

として、イギリスの党派やフランス革命

を知る。 

・モノが人間の歴史の影にあるというこ

とを理解し、言葉にする。 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

○ 

歴史的な背

景を踏まえ

て、日常生

活の中の事

柄について

自分の考え

を述べてい

る。 

学んだ知識

が定着して

いる。 

ワーク

シート

の記述

内容 

 

 

 

 

 

ワーク

シート

の記述

内容 

４ チョコレー

トと世界史 

・チョコレートを食べて、自らが持って

いる「チョコレート観」を言葉にする。 

・チョコレートの基礎知識を学び、歴史

的にチョコレートが砂糖とともにどのよ

うに受容されてきたのかを知る。 

・現代のカカオの生産地であるガーナを

例に、児童労働の実際や労働者が手にで

きる賃金について知る。 

・モノを巡るヒトの動きが自分の生活に

も関係していることを理解し言葉にす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 グラフから

特徴を読み

取 っ て い

る。 

知識を活用

し現代の事

象を表現し

ている。 

歴史的な背

景を踏まえ

て、日常生

活の中の事

柄について

自分の考え

を述べてい

る。 

ワーク

シート

の内容 

 

 

小論文 

研究実施校 ：神奈川県立大和南高等学校（普通課程）   

実 施 日 ：平成28年10月26日（水）  

授業担当者 ：渡辺 研悟 教諭  授業クラス：１年５組 

 

 

 

（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

「主体的な学び」 

  ・日常生活の中で目にすることの多いモノに焦点を当てることで、生徒の歴史に対する興味関心を喚 

起した。 

  ・具体物を用意し、実際に触れさせ、味わわせることで、生徒の歴史に対する興味関心を喚起した。 
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  ・触れたり味わったりしたときに感じたものや考えたことを、言語活動を通して表現させ、整理させ

た。 

「対話的な学び」 

  ・授業で取り上げるモノについての経験や考えを生徒同士で共有し、自らの考えを広げ深めた。 

  ・授業を通じて学んだことや考えたことを、協働的な活動の中で言葉としてまとめ上げた。 

「深い学び」 

  ・現在のモノと歴史を結び付けて、授業で扱ったものについて語る力が身に付いた。 

 

（３）成果と課題 

   身近なものを取り上げることで、生徒が歴史に関心を持つ新たな切り口が提供できたことはよかっ

たが、今後は、生徒自らが発表する時間をもっと確保して発表する力を伸ばすことも検討したい。こ

の実践は、生徒が日常の生活の中で目にしているものを題材として授業を展開し、表現活動も、自ら

の経験則を基にして行うことができるので、簡単な準備でできる実践と言える。 

   しかし、そもそも「歴史を語らせる」はずが、生徒は「紅茶を語っている」にすぎないのではとい

う反省点もある。最終的には「紅茶」を通して生徒自らが歴史を語ることが目的であるので、発問の

仕方等に工夫が必要であった。この単元を通して最終的に生徒に何を理解させ、表現させるのかにつ

いて更に練り上げる必要がある。 

 

 

【その他の事例】    

 

その１ 

研究実施校 ：横浜明朋高等学校（定時制） 実 施 日：平成28年9月6日（火） 

授業担当者 ：鈴木 健司（教諭） 

単 元 名 ：イスラーム世界の形成と拡大 世界史Ｂ（学年：３年） 

単元のねらい ：現代のイスラーム世界の広がりを把握することで、イスラーム教の形成と拡大の歴

史を、現代とつなげて理解することができるようにする。 

 

（授業実践例）   

学習活動  

導入（図書室を利用） 

タブレット端末と大型テレビによって、イスラーム地域の動画と地図を見せながら 

「イスラーム」について生徒が思い付くことを記入していく。 

展開 

現代のイスラーム国家を調べ、ムスリム住民が多い地域や様々な情報を地図に記入、そこから分かる

ことを仮説として発表する。 

まとめ 

イスラーム国家の抱える現在の課題について調べ、記述する。 

 

 授業では、イスラーム教の広がりについて地図上に分かりやすく表現することができたか、また設定し

た課題について、諸資料を調べ、その結果をまとめることができたかという点に特に着目して評価を行っ

た。イスラームの国々を知識として教えるよりも、自分で調べ、現在の地図に表してみることで、イスラ

ーム教がとてつもなく広いエリアに広がっていることを実感させることができた。今回は図書室で授業を

行うことで非日常感を出すことができ、生徒たちも積極的に取り組むことができた。 

 

 

その２ 

研究実施校 ：大和南高等学校（全日課程） 実 施 日：平成28年10月31日（月） 

授業担当者 ：畠 陽一郎 (教諭) 

単 元 名 ：帝国主義と世界諸地域の抵抗 世界史Ｂ（学年：３年） 

単元のねらい ：現在の資本主義国家と社会主義国家の違いを理解し、その中で、現在の経済大国

アメリカがどのように発展してきたかを生徒自らが考える。 
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（授業実践例）  

学習活動 

・アメリカの大手・有名企業のロゴマークについて、生徒が知識を持っていると思われる有名なものか 

ら提示して財団の大きさを理解する。 

・米上院議会の風刺画を見せ、そこから考察できることをグループで話し合い、その結果について発表

させる。なお前面に映し出した画像について、風刺画の細かいところをズームアップするなどして適

宜、適切なサポートを工夫する必要がある。 

・資本主義と社会主義の長所・短所をブレインストーミングで付せんに書き出し、グループワークの中 

で分かりやすい発表の仕方を検討し、図の構成を考えて作成する。 

(例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現在の資本主義国家と社会主義国家の違いを理解し、その中で、現在の経済大国アメリカがどのように

発展してきたかを生徒自らが考え、その後に対話的に思考を広げていったところは評価できる。また、資

本主義のメリット、デメリットと社会主義のメリット、デメリットは、付せんとホワイトボードを使うこ

とで、より明確に整理できていた。また、付せんにまとめることで、グループの生徒同士で思考を広げ深

める（具体的なものを抽象化したりする作業）ことが実現しやすいと感じた。加えてICT機器を利用する

ことで着眼点を明確にすることができ、思考を深めさせられたことは大きい。 

 

 

その３ 

研究実施校 ：保土ケ谷高等学校（全日制）  

授業担当者 ：岡部 正史 （総括教諭） 

単 元 名 ：結び付く世界と世界の一体化  世界史Ｂ（学年：２年） 

単元のねらい ：ヨーロッパの目覚めにつながる「大航海時代」「ルネサンス」「宗教改革」「主権

国家体制の成立」での学びから、ヨーロッパの国々が各地に進出することが、各地

に与えた影響やヨーロッパ社会の変化に気付く。そして、その後の世界の一体化の

進展について予想し、現代世界の国際状況につなげて考える。  

 

その４ 

研究実施校 ：大船高等学校（全日制）  

授業担当者 ：野間 聡 (教諭） 

単 元 名 ：摂関政治  日本史Ｂ（学年：２年） 

単元のねらい ：摂関政治がどのように展開していったかについて、プリントの質問を、教科書や資

料集を利用し自ら探し出し、考えをクラス全体でまとめていくことによって摂関政

治についての理解を図り、考察を深める。 
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公 民 

□□□□□□一行空け□□□□□□ 

１ 研究のテーマとねらい 

 （１）研究テーマ 

社会参画の視点を踏まえた「政治参加教育」の指導方法の工夫 

（２）研究のねらい 

共通テーマである「アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた指導方法を取り入れた授業の実践事例」

を研究するため、公民部門では次の２つの視点を研究の柱とした。 

【視点１】 思考力・判断力・表現力を身に付ける「問い」の工夫 

 これまで公民部門では中等教育資料（平成25年６月号）に示された「『問い』と『答え』をつなぐの

が授業である」という考えを基に、思考力・判断力・表現力を身に付ける「問い」を基軸とした単元指

導計画を作成し、授業実践を通じて、その「問い」の妥当性等について検証を行ってきた。今年度につ

いても、質の高い「問い」を立てることを研究のねらいとした。 

【視点２】 社会参画の視点を踏まえた「政治参加教育」の指導の工夫 

  文部科学省が平成28年６月に「最終まとめ～主権者として求められる力を育むために～」をまとめ、

主権者教育の目的を「単に政治の仕組みについて必要な知識を習得させるに留まらず、主権者として社

会の中で自立し、他者と連携・協働しながら、社会を生き抜く力や地域の課題解決を社会の構成員の一

人として主体的に担うことができる力を身に付けさせること」としたこと、平成27年に選挙権年齢が18

歳に引き下げられたことにより、これまで以上に公民科の授業に「政治参加教育」の視点が求められて

いることから、「社会参画の視点を踏まえた『政治参加教育』の指導方法の工夫」を研究テーマとした。 

□□□□□□一行空け□□□□□□ 

２ 実践事例 

【事例１】 

（１）単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：現代社会（学年：１年） 

②単元名：「社会保障の役割」 

③単元のねらい（身に付けさせたい力）社会保障制度がどのように成立し、私たちの生活とどのように

関わっているかを理解した上で、現代日本の社会保障制度の意義を改めて分析し、それが直面している

課題を解決する方法について考察することで、社会保障制度についての基本的知識を身に付け、「より

よい」社会保障制度とは何か、その実現のために自分は何をすべきか考える力を養う。 

 

【基軸となる問い】より良い社会保障制度を実現するには、何が必要か？ 

④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

社会保障制度と私たちの生

活との結び付きに関心を持

ち、課題解決の手段を意欲

的に探究している。 

社会保障制度の特徴や

課題、今後の方向性につ

いて、主体的かつ多角的

に考察している。 

社会保障に関わる各種の

統計や図、報告などを、

適切に収集し、効果的に

活用している。 

社会保障制度とその課

題について理解し、そ

の知識を身に付けてい

る。 

 

⑤単元の指導計画 a: 関心・意欲・態度  b: 思考・判断・表現  c: 資料活用の技能  d: 知識・理解  

時 

 

間 

学習内容 学習活動 ねらい 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
a b c d 

1  

 

社会保障制度

の誕生 

 

 

社会保障制度

の誕生と整備

の経緯を学ぶ。 

 

 

社会保障制度

の必要性の根

拠を理解させ

る。 

 

 ○  ○ 

社会保障制度の誕

生と整備の経緯を

理解し、その必要

性について考察し

ている。 

 

ワークシ

ート 

定期試験 

社会保障制度はなぜ存在するのか？ 
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2  

 

 

現代日本の社

会保障制度 

 

 

 

・現代日本の社

会保障制度の

概要を学ぶ。 

・外国の制度と

比較し、日本の

特徴を考える。 

 

 

 

社会保障制度

と、自分たちの

生活との関わ

りを意識させ

る。 

  ○ ○ 

資料をもとに、外

国の制度と日本の

制度を比較し、そ

の違いを読み取っ

ている。 

日本の社会保障制

度について、基本

的な知識を身に付

けている。 

ワークシ

ート 

定期試験 

3 

 

本

時 

 

 

 

日本の社会保

障の課題 

 

 

 

・日本の社会保

障制度が抱え

る課題を認識

する。 

・課題解決の方

法を探究する。 

 

 

 

より良い社会

保障制度を実

現するため、自

分がどのよう

に関わるかを

考えさせる。 

○ ○   

日本の社会保障制

度の課題とその解

決方法を意欲的に

探究している。 

日本の社会保障制

度の課題とその解

決方法について、

自らの考えを適切

に表現している。 

ワークシ

ート 

定期試験 

⑥授業実践例  

【本時のねらい】 

・日本の社会保障制度が抱える課題について理解を深め、解決策を考える。 

・すべての人が安心して暮らせるようになるためには何が必要か、グループでの討議を通じて多角的 

に考察する。 

時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価規準【評価方法】 

導入 

５分 

前回までの

振り返り 

日本の社会保障制度の概要

と特徴を振り返る。 

社会保障制度の４本柱

を整理する。 

 

展開 

 

40分 

理想の社会

保障制度を

考える。 

①個別の考

察 

 

 

 

・問い「今後の社会保障制度

はどうあるべきか？」 

→ワークシート 

・50年後に自分がどのような

生活を送っていたいかを

考え、それを実現するため

の具体策を考える。 

 

 

 

 

・データや実例を考慮  

して検討するよう指 

導する。 

 

・（思）社会保障の課題

とその解決策につい

て、考察を深めてい

る。【ワークシート・

定期試験】 

・（技）必要な情報を適

切に収集し、社会保障

の在り方を考える判

断材料として活用し

ている。【ワークシー

ト】 

・（知）社会保障制度に

ついて理解し、その知

識を身に付けている。

【ワークシート・定期

試験】 

 ②グループ

討議 

・各自の考察をグループ内で

発表し合い、意見を出し合

う。 

 

 

・単なる感想ではなく、

お互いの考察を更に

深化させられるよう

な指摘や質問を考え

させる。 

まとめ 

５分 

本時の振り

返り 

 

・よりよい社会保障制度を実

現するため、最も大切なこ

とは何かをワークシート

にまとめる。 

・グループ内で出た意見

を踏まえて、最終的な

考察をまとめるよう

指導する。 

 

研究実施校：神奈川県立元石川高等学校（全日制） 

実 施 日：平成28年11月25日（金）      

授業担当者：岩村麻子  

今後の社会保障制度はどうあるべきか？ 

現代日本の社会保障制度は、誰のどのような幸

せにつながっているのか？ 
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（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

これまで、社会保障の学習は生徒の制度理解に重点を置いてき

た。今回は「主体的な学び」を生み出すことを重視して「問い」

について考えながら取り組むワークシートを作成した。 

社会保障制度の概要については、各自が資料を見てワークシー

トに記入し、理解する形式を取り、その後の「社会保障の意義」

や「よりよい社会保障」を探究する学習に活用した。「今後の社

会保障制度を考える」グループワークでは「50年後に自分がどの

ような生活を送っていたいか」という問いを設定し、自分の理想

とする老後をイメージさせ、その実現のために必要なものを考え

させることで「深い学び」となるよう工夫したが、制度の具体的

な改革案にまで思考を深められない生徒が多かった。今後の改善

点は、高校生が「老後の生活」を具体的にイメージすることが難

しかったので、事前学習で家族に聞き取りを行うなどの工夫をす

ることが考えられる。また、世代によっても考え方が異なり、高

校生はどうしても若年層に対する優遇策を望む傾向があるので、

違う立場から考察させる工夫の必要性を強く感じた。【事例２】 

[生徒のコメント例] 

・ 安定した社会保障制度の実現には、

安定して社会保険料が支払われる必

要があるから、誰でも平等に働ける

社会を作っていくことが大切。 

・ 子どもや老人へのサービスだけで

なく、国民全員が健康を保障されて

いることが大切。 

・ 政策や制度などを他人事と思わず、

しっかりと自分で考えて暮らしてい

かなければならない。 

・ どこかで国民が妥協しなければな

らない。 

・ 国民負担を増やすことも必要。そ

して、国民全体がなるべく平等なサ

ービスを工夫することも大切。 

のような若年層重視の改革案を議論した後に、年金問題を議論すれば、多方面への目配りの大切さを認識

し、「幸福」、「公正」、「正義」などについても、思考をより深めることが可能だろう。 

 

【事例２】 

（１）単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：政治・経済 （学年：２年） 

②単元名：「現代の経済」 

③単元のねらい（身に付けさせたい力）：市場の仕組み、現代の企業、国民所得と経済成長、金融と財

政の仕組みを理解し、貨幣と自分の生活との関わり方を考察することにより、 

・現代経済の仕組みや機能について理解させ、その特質を把握させ、経済についての基本的な見方や

考え方を身に付けさせる。 

・様々な資料から情報を適切に選択し、考察する力や活用する力を身に付けさせる。 

・現代経済の仕組みや貨幣がどのように社会で機能しているのかについて理解させ、経済活動の在  

り方と福祉の向上について考察する力を身に付けさせる。 

【基軸となる問い】「お金はどのように世の中で回っているのか？」 

④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

現代経済について関心を
高め、経済活動の在り方
と福祉の向上との関連に
ついて意欲的に考察しよ
うとしている。 

現代経済の特徴や課題につい
て、多角的に考察し、経済活
動の在り方と福祉の向上との
関連を考察し、適切に表現し
ている。 

図表やグラフの情報
を正確に収集し、適切
に活用している。 

現代経済の仕組みと働
き、役割について理解
し、その知識を身に付
けている。 

⑤単元の指導計画（ＧＷ＝グループワーク）a: 関心・意欲・態度  b: 思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d: 知識・理解 

 学習内容 学習活動 ねらい 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 

 

 

市場機構① 

３つの経済主

体 

市場メカニズ

ム 

 

 

３つの経済主

体 

市場メカニズ

ム 

 

 

三つの経済主体の関連と役

割、特徴を理解させる。 

市場経済における価格の調

整機能を需要供給曲線を用

いて理解させる。 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

・三つの経済主体の役 

割を理解している。 

・価格の役割と需要 

供給曲線の仕組みに 

ついて理解している 

 

観察 

発問への

回答状況 

定期試験 

２ 

 

 

市場機構② 

 

 

 

 

 

市場の失敗 

 

 

 

ＧＷで具体例を考察し、身近

に市場の失敗例があること

を理解する。 

政府の役割を理解する。 

 

 

○ 

 

 

○ 

  

・具体的な事例をグルー

プで考察し、市場の失

敗と政府の役割につい

て理解している。 

観察 

発問への

回答状況 

ＧＷ 

定期試験 

財・サービスとお金は、経済主体間をどのように回っているのか？ 

市場の失敗とそれに対する政府の役割とは何か？ 
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３ 

 

 

現代の企業 

 

 

 

 

 

株式会社 

 

企業の社会的

責任 

 

 

ＱＷで株式会社の仕組や特

徴を理解する。 

多様化する企業活動に着目

し、CSR活動について理解す

る。 

 

 

○ 

  

 

 

○ 

・現代の企業の特徴 

について理解している

。 

・株式会社についてのグ

ループで積極的に考察

しようとしている。 

観察 

発問への 

回答状況 

ＧＷ 

定期試験 

４ 

 

 

国民所得と経

済成長① 

 

 

 

 

国内総生産と

国民所得 

 

 

経済成長と景

気循環 

 

 

国民経済全体を示す指標を

理解する。 

フローとストックの意味を

理解する 

景気変動と経済成長を関連

付けて理解する。 

 ○ ○ ○ 

・国民経済の指標につい

て理解している。 

・様々な指標を理解して

考察している。 

・景気変動について 

経済成長と関連付けて

考察している。 

観察 

発問への

回答状況 

定期試験 

５ 

 

 

金融の仕組み 

① 

 

 

 

マネーストッ

ク 

金融の機能 

金融機関の役

割 

 

 

金融の機能について理解す

る。 

銀行の役割を理解する。特に

信用創造の仕組みについて

理解する。 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

・金融と経済主体との関

わりを理解している。 

・金融機関の役割を理解

している。 

・信用創造について理解

している。 

観察 

発問への

回答状況 

ワークシ

ー ト 

定期試験 

６ 

 

 

金融の仕組み

② 

 

 

現代の通貨制

度 

マネーストッ

ク 

中央銀行と金

融政策 

 

 

中央銀行の機能と金融市場

・政府の役割を関連付けて理

解する。 
○   ○ 

・中央銀行の機能と 

金融政策について理解

している。 

・金融政策についてのＧ

Ｗで積極的に考察しよ

うとしている。 

観察 

発問への

回答状況 

ワークシ

ート 

定期試験 

７ 

 

 

財政の役割① 

 

 

 

 

財政の役割 

 

日本の予算制

度 

 

 

 

財政の三つの機能について

理解する。 

日本の予算制度について理

解させ、内訳の特徴について

考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

・財政の役割について理

解している。 

・予算制度と財政投融資

について理解し、考察

している。 

・財政政策の目的や、景

気の調整に果たす役割

を理解している。 

観察 

発問への

回答状況 

定期試験 

８ 

本時 

 

 

財政の役割② 

 

 

 

 

日本の租税制

度 

財政政策の課

題 

 

 

日本の租税制度の特徴と課

題を理解し、課題の解決策を

考察する。 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

○ 

・租税制度について 

理解している。 

・租税制度の課題や 

問題点について、的確

に考察している。 

観察 

発問への

回答状況 

ワークシ

ート 

定期試験 

 

 

⑥授業実践例(50分)  

【本時のねらい】歳入と歳出の内容を理解した上で、これからの財政の在り方について考察する。 

本時の問い 財政の現状を踏まえ、大学での自己負担の無償化はできるか？ 

 授業展開 学習活動 指導上の留意点 評価方法 

導入 
 ５分 

○前時の復習 
・財政の役割と現状 
・歳出と歳入の内訳 
・租税の仕組み 
○本時の説明 

財政の役割と
現状について
歳入・歳出のグ
ラフ等を示し
説明する。 

・本時のねらいを提示し、授業への関心を
高める。 

・前時の学習内容を基に話合いを進めてい
くことをあらかじめ生徒に伝えておく。 

観察 

企業ではどのようにお金を生み出し、お金を使っているのか？ 

国の経済の規模のはかり方は？ 豊かさとは？ 

金融の仕組みはどうなっているのか？ 

金融と政府のつながりは？ 

財政の機能と役割とは何か？ 

これからの財政の在り方は？ 
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展開① 
 ３０分 
 
 

○準備・話合い 
・大学の自己負担無
償化を考える 

・歳出を削減すると
したら、どの項目
を削減するか考
える。 

・増税するとした
ら、どの項目につ
いて増税するか
考える 

導入で示され
たグラフやそ
の他の資料を
活用し、自分の
意見をまとめ、
グループで共
有し話し合い、
意見をまとめ
る。 

・最初の５分は自分で考える時間を設け、
考えを整理させる。 

・グループごとにホワイトボードを活用し
て、発表しやすいようにまとめさせる。 

・なぜその項目を選んだのかの理由と、増
減することでの影響を考えさせる。 

・話し合いの会話を聞き取り、内容に応じ
て教師が補足や軌道修正をする。 

グループ   
ワークの 
状況観察 
 
 

展開② 
 １０分 

○各班の発表 意見と理由を
明確に発表す
る。 
発表内容を的
確にメモする。 

・まとまっていない場合、無理にまとめさ
せず、なぜ意見が割れているかを述べさ
せる。 

・時間がなければ、ホワイトボードを見せ
合うことで、すべての班の意見を生徒に
共有させる。 

観察 
ホワイト
ボードの
記載 
発表の内
容 

まとめ 
 ５分 

○本時のまとめ ワークシート
の記入 

・話合いや発表を受け、学んだことや自分
の考えを中心に記述させる。 

ワークシ
ート 
 

研究実施校：神奈川県立瀬谷高等学校（全日制） 

実 施 日：平成28年11月８日（火） 

授業担当者：古川 竜三  

（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

対話的な学びの工夫として、グループワークで財政について

考察させることにより、単元のねらいである「歳入と歳出の内

容を理解した上で、これからの財政の在り方について考察する」

ことが達成できた生徒は多かった。また、議論の中で「知識が

必要だと思った」、「世の中の動きを知るためにニュースや新

聞を見ようと思った」、「自分の意見と他の人の意見との相違

を認識し、様々な考えを考慮しながら意見をまとめようとした

ことが勉強になった」などの記述があり、単元のねらいが達成

できたと考える。 

深い学びの工夫としては、生徒にとって身近な問いを設定す

ることで議論が活発になった。これは、「問い」の設定にあた

り教科内外の教師と論議し、授業者が考えた「財政を現状より

よくするにはどうすればいいのか？」という「問い」を「財政

の現状を踏まえ、大学での自己負担の無償化はできるか？」に変

更したためである。前者の「問い」では国の赤字解消の手段を

歳入・歳出のグラフから総括的に考察するため、議論のポイン

トが絞りにくい。後者の「問い」では「大学無償化」という身

近な課題を設定することで、生徒たちが歳入や歳出のグラフ等 

①「おおむね満足できる」状況（B）と

判断した生徒の主な記述内容 

・班員同士でも違う意見が出て、他の

班とも違う意見が多くあり、その

様々な意見の中から一つのものを生

み出すということが大変難しいこと

だと感じた。それを考えている企業

や国会などは、大変だと感じた。 

②「十分満足できる」状況（A）と判断

した生徒の主な記述内容 

・たくさんの意見が出てきて、高校生

の自分達でもこれだけの意見が出て

くるのだから、みんながもっと日本

をよくしていく意識を高く持ち、行

動していけば少しずつ財政はよくな

ると思った。高齢者の働き口を増や

すという意見がすごくいいと思った

し、軽減税率やブランド品税など、

新たな税のスタイルがあってもいい

のではないかと思った。 

をより丁寧に考察し、「どこで歳入を増やすことが出来るか」、「どこで歳出削減が出来るか」、「税

金の無駄遣いはどこか」、「そこまでして大学を無償化をする必要があるか」等について、新たな「問

い」を立て活発に意見を述べ、「これからの財政の在り方は？」について考察が深まった。生徒の状況

を良く知る教員が議論することで「問い」の精度を高めることができることが検証できた。 

一方、「社会保障費を削減したらいい、理由は自分にとってあまり影響がないから」と発表している

班があった。【事例１】と組み合わせて実施することで、事象を多面的に捉えることができるので工夫

したい。また、グループワークの際、提供する資料の選定が難しい。議論の時間的な制約から細かい資

料を提供して分析させることを見送ったが、参観者から判断材料が少なすぎるとの指摘があった。資料

の精選とワークシートの工夫が課題である。主体的な学びを進めるため、生徒が議論の中で疑問に思っ

たことを調べられるよう、教室などのICT機器の環境整備を行う等の工夫も考えられる。 
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【事例３】 

１）単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：現代社会（年次：２年次） 

②単元名：「国民の政治参加と地方自治」 

③単元のねらい（身に付けさせたい力）地方自治と議会制民主主義の意義や選挙制度について理解し、

民主主義の在り方について多面的・多角的に考察し、社会の変化や様々な立場、考え方を踏まえ公

正に判断して、その過程や結果を適切に表現する力を身に付ける。 

 
【基軸となる問い】民主政治はどのように行われるべきか。 

 

④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

地方自治の在り方に対

して関心を持ち、意欲

的に考察しようとして

いる。 

選挙制度の在り方について、多

面的・多角的に考察し、様々な

立場、考え方を踏まえ公正に判

断して、その過程や結果を適切

に表現している。 

選挙に関する資料

を適切に活用し、学

習に役立てている。 

地方自治と議会制民主主

義の意義や選挙制度、マ

ス-メディアと世論の関

係について理解し、その

知識を身に付けている。 

⑤単元の指導計画  a: 関心・意欲・態度  b: 思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d: 知識・理解 

時・次 学習内容 学習活動 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 

地方自治 

 

 

・地方自治の在り方や

役割について整理

する。 

 

・地方公共団体の現状

と課題について考

察する。 

○   ○ 

・地方自治の在り方に対し 

て関心を持ち、意欲的 

に考えようとしている。 

・地方自治の役割や仕組 

み、現状と課題について 

理解し、その知識を身に 

付けている。 

ワークシート 

 

 

定期試験 

 

２ 
 

［本時］ 

政党政治と

選挙 

 

 

・政党政治と選挙制度

について整理する。 

・一票の格差と選挙制

度の在り方につい

て考察する。 
 ○ ○ ○ 

・選挙制度の在り方につい 

て多面的・多角的に考察 

し適切に表現している。 

・新聞記事から選挙制度の 

課題についての情報を読 

み取り、学習活動に役立 

てている。 

・政党政治と選挙制度につ 

いて理解し、その知識を 

身に付けている。 

ワークシート 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

定期試験 

３ 

マス-メデ

ィアの役割

と世論の形

成 

 

 

・情報メディアの種類

を整理する。 

・マス-メディア、メ

ディア-リテラシー

の問題点について

考察する。 

○   ○ 

・マス-メディアの役割と問 

題点、メディア-リテラシ 

ーの必要性について理解 

し、その知識を身に付け 

ている。 

・地方自治や議会制民主主義

の視点からマス－メディ

アを捉え自分の考えを述

べている。 

定期試験 

ワークシート 
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⑥授業実践例（90分）  

授業展開 学習活動 指導上の留意点 評価方法 

導入 

(５分) 

選挙制度について考える 

○今年７月に実施された参議院議員通常選挙に

おける選挙制度の変更点は何か、考える。 

・本時のねらいを示すことにより、生徒に学習の

見通しを持たせる。 

・変更点を答えられなくても、この場面では説明

しない。 

 

展開① 

(20分) 

○政党政治と選挙制度について理解する。 

・政党の役割 

・政党政治（多党制と二大政党制） 

・選挙の原則（普通選挙、秘密選挙、平等選挙、

直接選挙、自由選挙） 

・選出方法 

・生徒に知っている政党を答えさせる。 

・「一票の格差」が平等選挙の原則に反すること 

を理解させる。 

・大選挙区、小選挙区、比例代表について、その 

特徴を理解させる。 

 

展開② 

(20分) 

○日本の選挙制度について理解する。 

・衆議院の小選挙区比例代表並立制 

・参議院の選挙区制と比例代表制 

・ドント式も含めて、中学校での既習事項である 

ので、詳しい説明は控える。 

・７月の選挙から「合区」が導入されたことをそ 

の理由とともに理解させる。 

 

展開③ 

(40分) 

○一票の格差と合区について考える。 

・合区導入後も「違憲状態」の判決が出された 

ことを受けた新聞記事を読む。 

・合区を進めるべきか、それとも別の方法がよ 

いのか、一人ひとりが考えを記述する。 

・グループで検討する。 

・検討した内容とグループの提案をホワイトボ 

ードに書き出し、グループの代表が発表す 

る。 

 

 

 

 

 

 

・発表が終わったグループのホワイトボードを黒

板に貼る。 

ワークシート 

まとめ 

(5分) 

・他のグループの発表についての感想や本日の学

習についての感想を記述する。 

 ワークシート 

研究実施校：神奈川県立小田原高等学校（全日制） 

実 施 日：平成28年10月24日（月） 

授業担当者：山下 創  

 

（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

アクティブ･ラーニングの視点に基づく授業を実践するとともに、生徒に主権者としての自覚を深めさ

せ政治参加への意欲を高めさせる授業を考えた。そこで、生徒に具体的な事例に基づいて選挙制度の在

り方について考えさせる授業を構想した。平成 28年７月に行われた参議院議員通常選挙では、「一票の

格差」を是正するために、隣接する二つの県から一名を選出するいわゆる合区が導入されたので、合区

における「平等選挙の原則」と「有権者の心情」について考察させた。校内の他の教員の「高校生が当

事者意識を持って考えることは難しいのではないか」と意見があったが、平成 28年 10月 14日に広島高

裁岡山支部で、合区後も「一票の格差」を「違憲状態」とする判決が出され、翌日の新聞に、投票価値

の平等化を進めるべきとの声とともに対象地域の困惑の声を伝え、さらに「憲法に参議院議員を都道府

県代表と位置付けるべきだ」とする議論も紹介する記事が掲載された（『神奈川新聞』２面）。このこ

とから、本題材では、時事的な問題であり、米国の上院議員が州代表であることなどの既習の知識も活

用でき、この新聞記事を教材とすれば、生徒は興味を持って取り組むのではないかと考えた。 

「合区を進めるべきか、それとも別の方法がよいのか」について考える活動では、新聞記事を読んで

から、初めに一人ひとりで考えて記述し、その後４人のグループになって協議をし、グループとしての

提案をホワイトボードを活用してまとめ、最後にグループの代表が黒板の前に立って全体に発表した。

「平等選挙の原則」など身に付けた知識を活用し、グループでお互いの考えを交換し合いながら、単純

な二項対立の議論ではなく、代表の在り方、少数意見の扱い方などについて考察を深めていた。地方自

治について学んだ後の学習であったこともあり、過疎化等の地方の課題についても自分たちの生活する

地域のことを重ねながら考える生徒もおり、深い学びとなっていることが見て取れた。また、選挙の在

り方を考えることを通して、主権者としての自覚を深め、政治参加への意欲が高まったことが、ワーク

シートの記述から見てとれた。 

  一票の格差を解消する方策として、合区ではなく定数増を提案する班もあり、予想以上に広く深く考

察していた。制度の是非を問うのではなく、提案させるという形が生徒たちの考えを活性化させたもの

と思われる。 
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【事例４】 

１）単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：現代社会 （学年：２年） 

②単元名：「政府の役割と財政・租税」 

③単元のねらい（身に付けさせたい力）政府が行う経済活動である財政の役割を知り、現在抱えている

課題について、納税者・主権者として主体的に考えることで、「経済にどのように介入しているのかと

いう財政の仕組みを理解する力」、「身近なところから、財政健全化に向けて主体的に考察する力」を

身に付ける。 

【基軸となる問い】私たちはどのように財政再建を行っていくべきか。 

④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

財政の仕組みについて、

具体的に考えようとして

いる。 

 

消費税の利点と問題点について考

えている。 

資料を読み取った上で、自分の意

見を考察している。 

国債発行額の推移に
ついて、資料からその
理由を考えている。 

 

財政の役割について理解し

ている 

地方財政は、国の依菅関係

を家英解している。 

⑤単元の指導計画  a: 関心・意欲・態度  b: 思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d: 知識・理解 

時
間 

学習内容 学習活動 ねらい 
評価の観点 評価規準 評価方法 

a b c d   

１  
 
 
政府の役
割と景気
調整 

 
 
 
経済活動における政府の役割とは
何か、考えられる例を挙げる。 
財政による景気調節の二つの方法
を理解する。 

財政の仕組み
の理解を通じ
て、政府が経済
に介入するこ
との意義と限
界を考えさせ
る。 

○   ○ 

財政の仕組みについ
て、具体的に考えよ
うとしているか。 
景気調整方法につい
て理解しているか。 

発問への回
答内容 
観察 
定期試験 

２  
 
 
 
国 家 予
算と 
租 税 制
度 

 
 
 
 
一般会計と特別会計の違い、近年
の予算傾向について理解する。 
租税制度について理解する。 

国家予算の規
模や内訳につ
いて知り、原資
となっている
租税制度につ
いて関心を持
たせる。 

 ○  ○ 

一般会計、特別会
計、財政投融資の
役割と相互の関係
について理解して
いる。 
消費税の利点と問
題点について考え
ている。 

発問への回
答内容 
観察 
定期試験 

３  
 
 
国債と 
財政危機 
地方財政 

 
 
 
国債の種類やその発行の推移、理
由を考える 
地方財政の課題について理解す
る。 
財政再生団体に指定されている自
治体もあることを知る。 

国債の発行に
はどのような
制約があるか
を理解し、そ
の理由を考え
させる。 

  ○ ○ 

国債発行額の推移
について、資料か
らその理由を考え
ることができてい
るか。 
地方財政は、国に
依存しているとい
う特徴を理解して
いるか。 

発問への回
答内容 
観察 
定期試験 

４  
 
 
財政再建
と 
主権者意
識 

 
 
 
神奈川の教育予算を題材に、グル
ープワークを通じて、予算の配分
について考察する。 

財 政 再 建 に
は、限られた
財源をどう配
分するのか、
話し合ってい
くことが大切
であることを
理解させる。 

 ○   

資料を読み取った
上で、自分の意見
を考察している。 

観察 
ワークシー
ト 

⑥授業実践例 （45分） 

【本時のねらい】 

・ 財政再建のためには、限られた財源をどのように配分するのか、様々な意見を踏まえなが

ら選択していくことが必要であることを理解する。 

・ 財政再建について主体的に考察し、問題意識を持つことができる。 

日本財政の仕組みはどのようになってい

るのか 

地方自治において、限られた財源をどう

配分していくべきか 

財政の支出と収入の現状はどのようにな

っているのか 

なぜ日本の借金が膨らむのか 
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本時の問い 地方自治において、限られた財源をどう配分していくべきか。 

時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価方法 

導入 

（５分） 

前回の振り

返り 

国家財政と地方財政がおかれて

いる現状と課題について振り返

る。 

国会財政・地方財政ともに逼迫し

た状況におかれていることを認識

させる。 

 

展開 

（35分） 

神奈川の教

育予算を基

に、財政の

再建につい

て考える 

グループワークを行い、財政の

健全化について検討する。 

・神奈川県が教育についてど   

のようにお金を使っている 

か予想する。 

・各施策について、ダイヤモ 

ンドランキングで順位付け 

を行う。 

・グループでどのように順位 

付けをしたか、理由を述べ 

ながら発表する。 

・実際の予算書見て、予想と 

比べて、感想を話し合う。 

・予算を作成する上で大切な 

ことは何かを話し合う。 

・市民の声を届かせ、歳出の 

無駄を見直すためにはどう 

したらよいか話し合い、発 

表させる。 

・主要施策と総額をまとめたワー

クシート示し、お金の使途を中

心に議論するよう指導する。 

 

 

 

・実際の予算書を見て、多様なニ

ーズに対応して予算を配分して

いることを理解させる。 

・財政再建のためには、歳出の無

駄を省いていく必要があるが、

多様なニーズを踏まえる必要が

あることを理解させる。 

・市民の目と声を届かせることも

重要であると気付かせる。 

・時間があれば、歳出として他に

どのようなものを削ることがで

きるか、県税の資料を使いなが

ら考えさせる。 

観察 

 

グループ

ワーク 

 

ワークシ

ート 

まとめ 

（５分） 

本時の振り

返り 

・ワークシートに感想を記入す

る。 

 ワークシ

ート 

研究実施校：神奈川県立横浜翠嵐高等学校（全日制） 

実 施 日：平成28年10月13日（木） 

授業担当者：金崎 悠衣 

 

（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

今回の取組において最も重視したのは、話合いなどによって多様な視点や価値観が社会にあることを

実感させることであった。実際、生徒たちは、自分と異なった意見を聞くたび「なるほど、そういう人

もいるのか」という反応をしていた。自分とは違う考えに出会い、価値観が揺らぐ経験により、現実社

会における利害調整の疑似体験となり、「社会参画の視点を踏まえた政治参加教育」の入口には効果的

であると感じた。 

 また、取組を充実させるために、思考を自由に広げやすく、かつ意見を表現しやすいワークを心がけ

た。それにより自分なりの根拠が導き出せ、より主体的な活動ができるのではないかと考えたからであ

る。しかし、深い学びの追究という視点で考えると「根拠を支える知識が不足していてもある程度成立

するワークになってしまった」というのは、「問い」の深まりが足りないと考えられ、反省すべき点で

あると考える。 

 さらに、想定外の反応として「もっと自分たちの声を聞いてほしい」という声が多かった。学校現場

現場や生徒の声も大切だが、なぜこのような予算になっているのか、という根拠となる資料を授業の最

後に配るなど工夫をすれば、現時点での予算が「社会の広いニーズを繁栄した上での予算」であるとよ

り多くの生徒が気づけたと思う。 

生徒の思考を更に深めるためには、適切な「問い」と、より深く考察するための材料としての知識や

資料を活用させる工夫や、教師がいかに生徒たちを深い洞察に導くかという流れの構成が必要となって

くると感じた。そのため、教師には、まず単元を貫く明確な方向性を構築すること、そして生徒たちの

リアクションを見据えた準備と指導力が求められると考える。 
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【事例５】 

（１）単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：倫理 （学年：３年次） 

②単元名：「民主社会と自由の表現」 

③単元のねらい（身に付けさせたい力）：民主社会における人間の在り方について、民主主義社会に焦

点を置きながら社会と個人の関わりやその在り方を考えさせる。また、一人ひとりのものの考え方が多

様であることに気付かせ、自己の価値観を確立することと他者の価値観を尊重することの大切さを自覚

させる。さらに、今日の社会では人間の生き方や行動は自由であるという前提に立って、民主社会の倫

理的な見方や考え方や個人と社会、国家の関係を考えさせる。 

【基軸となる問い】人間の自由を実現する社会にするために私たちには何ができるか？ 

④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

民主社会と自由の実現につ

いて関心を持ち、自分自身

に関連しているという意識

を高め、民主社会の倫理的

な見方や考え方を追究し考

察しようとしている。 

意欲的に自己の価値観を

確立し、他者の価値観も尊

重しながら、その課題につ

いて考察し、自分の考えを

表現している。 

 

多様な資料の中か

ら、的確なものを

適切に選択し、効

果的に活用でき

る。 

民主社会と自由の実現

について、社会と個人

の関わり方や人間とし

ての在り方を理解し、

その知識を身に付けて

いる。 

⑤単元の指導計画  a: 関心・意欲・態度  b: 思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d: 知識・理解 

時

間 
学習内容 学習活動 ねらい 

評価の観点 
評価規準【評価方法】 

ａ ｂ ｃ ｄ 

１ 

 

 

民主社会の形 

成と社会契約 

説（1） 

 

 

民主社会が形成された

背景を理解する。社会契

約説を理解する。 

 

民主社会の形成

には、人間の自然権を守

ることが必要であること

に気付かせる。 

   ○ 

民主社会が形成された

背景と社会契約説につ

いて自然権を中心に理

解している。 

【観察・ワークシート】 

 
２ 

 

 

民主社会の形 

成と社会契約 

説（2） 

 

 

 

 

社会契約説に基づいて、

市民社会において私た

ちの自然権や自由はど

うあるべきかを考える。 

 

 

市民社会における自由の

実現には、自己の意見だ

けではなく他者の意見の

尊重も大切であるという

ことに気付かせる。 

 ○   

市民社会の中に生きる

私たちには、自己の価

値観だけではなく、他

者の価値観の尊重が大

切であることに気付い

ている。 

【観察・ワークシート】 

 
３ 

 

 

人格の尊厳 

 

 

 

 

個人の生き方における

人間の自由について、「

カント」の思想を理解す

る。 

 

 

人間の理性や道徳法則に

対する意志の在り方を考

えさせる。 

○ ○  ○ 

「カント」思想を理解

している。 

個人の生き方における

人間の自由の在り方を

自分自身にどう生かせ

るか考察し、行動しよ

うとしている。 
【観察・ワークシート】 

 
４ 

 

 

人倫 

 

 

歴史や社会における人

間の自由について「ヘー

ゲル」の思想を理解する

。 

 

 

絶対精神や弁証法、人倫

の在り方について理解さ

せ、真の自由の在り方を

考えさせる。 

○ ○  ○ 

「ヘーゲル」思想を理

解している。 

歴史や社会における人

間の自由の在り方を自

分自身にどう生かせる

かを考察し、行動しよ

うとしている。 
【観察・ワークシート】 

⑥授業実践例（45分 90分授業の後半）  

【本時のねらい】 

  ・カントの思想を理解し、個人の生き方における自由をどう生かして生きるべきかを考える。 

なぜ、個人と社会の契約が必要になったのか？ 

私たちの意見は国会に 

個人の生き方における自由を私たちはどう生かして生きるべきか？ 

市民社会において、私たちの自然権はどうあるべきか？ 

歴史や社会における人間の自由を私たちはどう生かし生きるべきか？ 
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・カントの思想と合わせて、「政治参加」という観点から「人間の自由を実現する社会にするために私

たちは何ができるか、何をすべきか」について、討議等で他者の意見も尊重しながら考える。 

本時の問い 個人の生き方における自由を私たちはどう活かして生きるべきか？ 

（評価の観点：a：関心・意欲・態度  b：思考・判断・表現  c：資料活用の技能  d：知識・理解） 

展開 学習活動 指導内容・指導上の留意点 評価規準【評価方法】 

導入 

 ５分 

 

 

展開① 

 15分 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開② 

 20分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

５分 

○前半の講義で説明したカントの

思想をワークシートにまとめて

理解する。学ぶ目的を理解する。 

○ワークシート① 

カントの道徳法則について自分で

理解した内容を書く。 

○ワークシート② 

「意志の自律」とは何かを記入す

る。 

○ワークシートに記入した内容を

ペアになって確認する。 

○ワークシートに記入した内容を

発表する。 

○ワークシート③ 

 道徳法則を政治参加にどのよう

に生かせるかを考えて書く。 

○ワークシート④ 

 意志の自律を政治参加にどのよ

うに生かせるか考えて書く。 

○ワークシートに記入した内容を

ペアになって確認する。 

○ワークシートに記入した内容を

発表する。 

○本時の内容とねらいを確認する。 

○カントの思想を活用して、私たち

の自由を実現できる社会にする

ためにできることは何かを考え

る。 

・ワークシートに記入する内容

を分かりやすく伝える。 

 

 

・道徳法則について理解した内

容を書けているか確認する。 

 

・意志の自律について理解した

内容を書けているか確認する。 

・積極的にペアになって確認す

るよう明確な指示を出す。 

・発表する生徒が、他の生徒に

聞こえるように読ませる。 

 

・人間の生き方や行動は自由で

あるということを理解しなが

ら、積極的に社会に参加する

態度はどのようなものかを考

えさせる。 

・積極的にペアになって確認す

るよう明確な指示を出す。 

・発表する生徒が、他の生徒に

聞こえるように読ませる。 

○生徒が自分のことと社会のこ

とを連動して考えられるよう

に注意する。 

a：学ぶねらいを理解し、積

極的に取組んでいる。 

【観察】 

 

d：カント思想を理解して

いる。【ワークシート】 

 

b：自分の考えを、しっかり

記入できている。 

【ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a：自分の生き方や行動は

自由であるということを

理解したうえで、積極的に

社会に参加するという意

欲と態度を表している。 

【観察・ワークシート】 

研究実施校：神奈川県立弥栄高等学校（全日制） 

実 施 日：平成28年10月26日（水）  

授業担当者：和田  守 

【生徒の意見】 

テーマ「カントの道徳法則を、私たちの生きる民主社会における政治参加にどのように生かせるか。」 

「十分満足できる」状況（A）と判断した生徒の主な記述内容 

・自然権を守るために私たちには参政権が与えられている。自分の１票では変わらないとあきらめるのでは

なく、「自然権を守るために参政権を活用して選挙には必ず行く」という自己のルールを作り、意志表示

することが大切。皆がこれを思って選挙に参加すれば、皆の望むところは「よい社会」であるから自分だ

けでなく皆が納得する社会、満足のいく社会の実現に向けてというところで道徳法則を守るということに

通ずる。 

・選挙への参加＝普遍的＝自らの自由意志となれば、自ずと自らの意志で政治参加する社会が成り立つ。私

たちの身に自由が保障されているのは社会が成り立つためだということを自覚することで政治への参加

が普遍的行動＝道徳法則であると理解することができる。だから、私たちは自由が保障されているもので

あることを自覚することが必要である。 
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（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

昨年度からアクティブ・ラーニングの視点を踏まえた授業を展開した結果、次の課題に直面した。 

① 徒は積極的に取り組むが、授業に慣れてくるとマンネリ化してしまい学力の定着に結び付かない。 

②生徒が一斉授業に慣れているため、とまどうこともある。 

  そこで、今年度は「一斉授業の中でのアクティブ・ラーニング」をテーマにし、「一斉授業の中でいか

に生徒の頭の中をアクティブにできるか」というところに力を入れた。また、頭の中で主体的に考えたこ

とをどのように表現して伝えることができるか、また、生徒が身に付けた知識をどのように活用していく

かというところにも主眼を置いた。 

 今回、「倫理」の授業の中で「政治参加教育」をテーマに実践したが、「政治参加が大切」であること

は理解しても、「人間の内面からの政治参加が大切」というところまで理解できた生徒は少なかった。今

後も絶えず、「生徒の内面から政治に参加する意識を高める」ということを頭に入れながら授業を実践し

ていきたい。また、「現代社会に生きる人間としての在り方生き方について考察」する「倫理」という科

目は、生徒一人ひとりの政治参加に関する意識を高める学習を行うことが出来ると感じられた。 

 

【事例６】「事例６」については、「問い」を基に授業案を考察する「授業のシナリオ」形式で示す。 

≪様式は『中等教育資料』（平成26年１月号）より≫ 

 

研究実施校：神奈川県立相模田名高等学校（全日制） 

実 施 日：平成28年11月４日（金）  

授業担当者：平林 明徳 教諭 

 

科目名：政治・経済 （学年：３年）  単元名：「18歳選挙権について」 

ねらい 

○選挙制度についての学習を通して、政治が私たちの生活において重要な役割

を果たしていることを理解する。 

○18歳選挙権に対しての自分の意見をまとめることを通して政治に対する関

心を高める。 

基軸となる「問い」 ○「18歳選挙権」についての自分の考えをまとめる。 

「問い」がもつ意味 

○賛成、反対それぞれの理由を発表するとともに、様々な視点があることを知

ることで視野を広げる。 

○討論形式で行うことを通して、社会問題をより深く考察できるようにする。 

 

○身近な問題について自分の考えをまとめ発表する学習を通して、参政意識 

 を高めて、社会に主体的に関わっていけるような人材を目ざす。 

学

習

過

程 

展開（１） 

○「18歳選挙権について理解しよう。」 

 ・自分の考えをまとめる。 

・発表の準備をする。 

展開（２） ○グループに分かれて、一人ずつ発表する。 

展開（３） ○各グループで出された主な意見を代表者が発表する。 

 

 

 

 

単元の評価規準 

 

 

 

 

 

＜関心・意欲・態度＞ 

・政党政治及び選挙制度について意欲的に学習しようとしている。 

・今日の政治問題について関心が高まっている。 

＜思考・判断・表現＞ 

・政党政治・選挙制度について多面的・多角的に考察している。 

・選挙制度の特色や課題について幅広く考察している。 

＜資料活用の技能・表現＞ 

・選挙に関する様々な資料を検索し、その資料を主体的に選択している。 

＜知識・理解＞ 

・18歳選挙権など、近年の動向を理解し、その知識を身に付けている。  

・政党政治及び選挙制度について正しく認識できている。 
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数     学 

 

１ 研究のテーマとねらい 

 （１）研究テーマ 

   「組織的な授業改善の推進～アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた指導方法を取り入れた授業の

実践事例～」 

（２）研究のねらい 

 今回の研究では、数学科におけるアクティブ・ラーニングの視点を踏まえた指導方法を数学的活動（数

学学習に関わる目的意識を持った主体的活動）の充実の延長上にあるものと捉え、数学的活動を効果的

に取り入れることをねらいとした。 

 

２ 実践事例 

【事例１】 

（１）単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：数学Ａ（学年：１年） 

②単元名：三角形の性質（第１章 平面図形 第１節 三角形の性質） 

③単元のねらい（身に付けさせたい力）：三角形の性質について理解を深め、それらを事象の考察に活用

できるようにする。また、図形に対する直観力・洞察力を養い、図形の性質を論理的に考察し表現す

ることができるようにする。 

④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

・三角形の性質に関心を

持つとともに、それらの

有用性を認識し、積極的

に考察しようとする。 

・図形の見方を豊かにす

るとともに、図形の性質

を見出し、論理的に考察

することができる。 

・基本的な作図や図形の

基本的な性質を用いて、

三角形の性質について

論理的に正しいことを

的確に表現し処理する

ことができる。 

・三角形の性質を系統的

に理解し、基礎的な知識

を身に付けている。 

⑤単元の指導計画 【評価の観点 a：関心・意欲・態度 b：数学的な見方や考え方 c：数学的な技能 d：知識・理解】 

時 学習内容 学習活動 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

三角形の五心 

 (重心・内心) 

・作図を通して三角形

の重心と内心につい

て、それぞれの定理を

証明する。 

   ○ 
重心と内心の性質につ

いて理解している。 観察 

ワークシ

ート  ○   

重心と内心の性質につ

いて論理的に考察し表

現することができる。 

２ 

本時 

三角形の五心 

 (傍心) 

・作図を通して三角形

の傍心について定理

を証明する。 

○    

傍心の性質に関心を持

つとともに、積極的に考

察しようとする。 
観察 

ワークシ

ート 
 ○   

傍心の性質について論

理的に考察し表現する

ことができる。 

３ 

三角形の五心 

 (外心・垂心) 

・作図を通して三角形

の外心と垂心につい

て、それぞれの定理を

証明する。 

  ○  

外心と垂心の性質につ

いて的確に表現し処理

することができる。 

観察 

ワークシ

ート 
   ○ 

外心と垂心の性質につ

いて理解している。 
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⑥授業実践例 

授業 

展開 
学習活動 指導上の留意点 評価規準 

導入 

(５分) 

・傍心について学習することを確認す

る。 

 

 

・定理８を確認し、傍心はど

のような点であるかを説明す

る。 

 

展開① 

(40分) 

問題１： 

 

 

・三角形をプリントした紙を配付し、

定規、コンパスを持っている生徒は

様々なツールを使いながら作図をす

る。（１つの三角形に傍心は３つある

ので、３つとれる人はすべてとる。） 

・ツールを持っていない生徒は折り紙

の手法を活用して作図をする。 

 

・周りの生徒で作図や証明を確認し合

う。 

・作図したものを、プロジェクターを

用いて黒板に映し、生徒が証明と解説

を行う。 

 

 

 

・生徒が作図をすることで、

問題の解決に向けて見通しが

持てるようにする。なかなか

証明が進まない場合は、垂線

を引きヒントを与える。（証明

のポイントに気付かせる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・早く終わった生徒は分から

ない生徒に教えるよう促す。 

・生徒が解説する場面では、

数学的な表現を用いて論理的

に表現できているかに留意

し、不十分な点があれば、質

問や補足を行う。 

 

 

 

 

傍心の性質に関心を持

つとともに、積極的に考

察しようとする。 

【関心・意欲・態度】 

 

傍心の性質について論

理的に考察し表現する

ことができる。 

【数学的な見方や考え

方】 

 

定理８が正しいことを証明せよ。 

定理８（傍心） 

三角形の１つの頂点における内角

の二等分線と、他の２つの頂点に

おける外角の二等分線は１点で交

わる。 

プリントを日差しにあて、

線を透かしながら頑張って

作図をしています。 

作図は完璧にできました。次は証明

です。どのように証明するのかな？ 
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展開② 

(20分) 

・図の中で３つの傍心と三角形の関係

について気付く。 

 

問題２： 

 

 

 

 

 

 

 

 

・作図で一致することを確認し、証明

する。 

・傍心を結んだ三角形と元の

三角形の関係について確認す

る。できれば生徒が作図した

ものを映す。 

 

 

 

・分からなければ周りの生徒

と協力して考えるよう促す。 

 

 

三角形の性質に関心を

持つとともに、それらの

有用性を認識し、積極的

に考察しようとする。 

【関心・意欲・態度】 

まとめ 

(５分) 

・傍心について確認、理解する。 

・授業アンケートを書く。 

・何が身に付いたか等を記述

させることで、本時の内容を

振り返らせる。 

 

研究実施校：神奈川県立湘南高等学校（全日制）   

実 施 日：平成28年11月９日（水）        

授業担当者：安斎 洋佑 教諭       

 

（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

本単元では、既習内容を活用しながら三角形の五心の性質を証明する活動を取り入れた。その活動の

中で、生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実現を目ざし、３つの仕掛けを行った。第１は、高い目

標設定である。生徒が自力解決するには難しいと思われる目標を設定することで、生徒が既習内容を活

用して問題解決をし、さらにそれを発展させる過程で、数学的な見方・考え方を働かせることができる

ような深い学びの実現を目ざした。第２は、生徒自身に作図をさせることである。作図をすることで、

生徒が証明に向けて見通しを持ち、主体的な学びにつながるようにした。第３は、問題解決を図るため

の時間の確保である。思考するための時間を多くとることで、生徒同士が、自分の考えを数学的な表現

を用いて論理的に説明したり、自分とは違う視点を確認したり、より良い考えに高めたりするような対

話的な学びの実現を目ざした。そのために、プロジェクターで生徒の作図を投影するといった工夫も取

り入れた。生徒が考えを共有できるとともに、時間の短縮も図ることにもなり、問題解決を図る時間の

確保に役立った。実際の授業では、この仕掛けの働きと教師の声かけにより、生徒が自分で考え、そし

て他者と協働し問題解決を目ざしている様子が見られ、様々な考えに触れ、刺激を受けていた。多くの

生徒は「主体的・対話的で深い学び」が実現できたといえる。課題としては、活動を途中で諦めてしま

う生徒がいたこと、証明の解説を生徒ではなく教師が行ってしまったことなどが挙げられた。授業後の

研究協議において、相談しやすい環境づくりのためにペアワークやグループワークを入れる、自力で解

決する力を身に付けさせるために集団で考えた後に個人で考えをまとめる時間を作る、生徒が自分の考

えを全体に対して言語化するために日頃から生徒が発表をする場面を作り練習をしておく、といった意

見があった。 

△ABCの３つの傍心をI、J、Kとす

るとき、△IJKの各頂点から対辺に

下ろした垂線は１点で交わり、そ

の点は△ABCの内心と一致するこ

とを示せ。 ２つの三角形の関係

は分かりますか？ 

どうやったら証明で

きる？私はこうやっ

て証明したよ。 
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【事例２】 

（１）単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：数学Ｂ（年次：２年） 

②単元名：空間座標とベクトル（第１章 ベクトル 第２節 空間ベクトル） 

③単元のねらい（身に付けさせたい力）：座標及びベクトルの考えが平面から空間に拡張できることを理

解し、それを適切に表現することができるようにする。 

④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

・空間ベクトルや空間座

標に関心を持ち、積極的

に活用しようとする。 

・空間に拡張したベクト

ルや座標を用いて、空間

図形の性質などを考察

し、的確に表現すること

ができる。 

・空間での分点や内積・

図形の性質等を座標や

ベクトルを用いて求め

ることができる。 

・空間座標やベクトル、

演算・成分・内積や、そ

れを用いた図形の表し

方を理解し、基礎的な知

識を身に付けている。 

⑤単元の指導計画 【評価の観点 a：関心・意欲・態度 b：数学的な見方や考え方 c：数学的な技能 d：知識・理解】 

時 学習内容 学習活動 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
a b c d 

１・２ 

本時 

空間の点 平面から空間へ拡張し

たときにどうなるかを

予想し、グループで話

し合う中でそれが正し

いかを確認する。 

 ○   空間の点を平面等に下

ろした座標、対称等の性

質などを考察し、的確に

表現することができる。 

観察 

ワークシ

ート 

○    平面と空間の関係に関

心を持ち、自ら進んで調

べようとする。 

３・４ 

空間のベク

トル・ベク

トルの成分 

平面と同様に、空間に

おいてもベクトルやそ

の成分表示を理解し応

用する。 

  ○  空間での分点等をベク

トルを用いて求めるこ

とができる。 

観察 

ワークシ

ート 

   ○ 空間ベクトル及び成分

表示を理解している。 

５・６ 

ベクトルの

内積 

平面と同様に、空間ベ

クトルについても内積

の基本性質を理解し応

用する。 

  ○  空間での内積等をベク

トルを用いて求めるこ

とができる。 

観察 

ワークシ

ート 

   ○ 空間におけるベクトル

の内積を理解している。 

７・８ 

ベクトルの

図形への応

用 

平面と同様に、空間に

おいても位置ベクトル

を考え、空間図形に関

して考察する。 

  ○  空間において位置ベク

トルを用いての表し方

を理解し、分点等をベク

トルを用いて求めるこ

とができる。 

観察 

ワークシ

ート 

 ○   四面体の性質などを考

察し、的確に表現するこ

とができる。 

９・10 

座標空間に

おける図形 

２点間の距離や内分

点・外分点、平面、球

面に関して考察する。 

 ○   空間における距離、内分

点、外分点、平面、球面

の方程式を考察し、的確

に表現することができ

る。 

観察 

ワークシ

ート 

   ○ ２点間の距離や分点、図

形の表し方を理解して

いる。 
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11・12 

問題解決・

まとめ 

問題を解くことで空間

ベクトルの理解を深め

る。また、空間におけ

る媒介変数表示につい

ても理解する。 

 ○   空間においての媒介変

数表示やベクトル方程

式を考察し、的確に表現

することができる。 

観察 

ワークシ

ート 

○    空間ベクトルや空間に

おける媒介変数表示に

関心を持ち、自ら進んで

調べようとする。 

⑥授業実践例 

授業 

展開 
学習活動 指導上の留意点 評価規準 

 

導入 

(10分) 

 

・ワークシートの記述内容を読んで、

グループで確認しながら空間座標の

名称等を理解する。 

・授業導入時からグループを作り、生

徒同士の関わりの中で正解にたどり着

けるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開① 

(25分) 

 

 

 

 

 

・平面や空間において、模型を活用し

て軸や平面に下ろした垂線との交点

の座標の求め方を確認(予想)する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「下ろす」という言葉の説明もする。 

・「０」となるところに気付かせる。 

・生徒同士の関わりの中で正解にたど

り着けるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・上記パネルをすべてのグループに配

付しておく。グループで問題を解く際

に、全員の答えが一致したら「完全一

致」を掲げさせ、教員の助言が必要な

場面では「せんせ！」を掲げさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面と空間の

関係に関心を

持ち、自ら進ん

で調べようと

する。 

【関心・意欲・

態度】 

 

空間の点を平

面等に下ろし

た座標、対称等

の性質などを

考察し、的確に

表現すること

ができる。 

【数学的な見

方や考え方】 

 

だけど！ 

ねばり強く考えても

分からない… 

例）点Ｐ(－２，３)からx軸、y軸

に垂線を下ろし、各軸との交点Ｑ、

Ｒの座標を求めよ。 

友達同士で教え合える

から心配なし！ 

模型を活用して 

空間座標を理解！ 

グループで答えを 

「完全一致」！ 
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展開② 

(25分) 

・平面や空間において、模型を活用し

て軸や平面に対称な点の座標の求め

方を確認(予想)する。 

 

 

・展開①と同様に、生徒同士の関わり

の中で正解にたどり着けるようにす

る。 

・平面から空間に拡張できることを理

解させる。 

 

 

 

展開③ 

(25分) 

 

・平面や空間において、２点間の距離

の求め方を確認(予想)する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒の様子を見ながら「それぞれの

軸の方向を別々に考えて三平方の定理

の利用」ということを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・空間における２点間の距離は、具体

物を使い確認させる。 

・早く終わった生徒は分からない生徒

に教えるよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

(５分) 

・今日の授業のまとめと振り返り 

 

・本日の授業内容を確認する。 

・次回、小テストを実施することを伝

える。 

 

研究実施校：神奈川県立相模原総合高等学校（全日制）  

実 施 日：平成28年11月21日（月）          

授業担当者：喜多川 聡 教諭             

 

（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

  問題解決を図る場面でお互いに教え合える環境を整えるためにグループを作って授業を行った。グル

ープを作ることによって生徒同士の活発な意見のやりとりがあり、グループ学習が生きるような授業の

進め方をしていた。例としてはグループの生徒同士で答え合わせを行わせ、すべての生徒の答えが一致

したときに「完全一致」と書かれた札を立てることや、各グループに教具を配付して考えるきっかけを

作り、思考を共有することであり、そのことにより、生徒同士の意見交換がより多く見られた。また、

プリントを準備することによって生徒が板書をノートに書き写す時間を短縮し、考える時間を多く取っ

た。90分授業において、単元のねらいの実現に向けて生徒全員が主体的に取り組んでいたことは、グル

ープを作れば実現するという形式的なものではなく、授業者が生徒の様子をよく観察しながら、日々の

授業改善に取り組んでいる成果である。課題としては、他の生徒の答えを写して終わってしまう生徒や、

他の生徒に構わず自分だけで解き進めてしまう生徒がいたことである。授業後の研究協議において、早

く終わった生徒には、グループ内やクラス全体に対して、黒板等を使ってなぜその答えになるか説明さ

せる方がより対話的学び・深い学びに結び付くのではないかという意見があった。 

例１）原点Ｏと点Ｐ(１，３，２)

の距離を求めてみよう。 

z 

y 

x 

Ｏ 

c 

b a 
Ａ Ｂ 

Ｃ 

Ｐ(１，３，２) 

ねばり強く考え、 

相談しながら確認して、 

更なる難しい問題へ！ 

「深い学び」へ！ 

模型を活用して 

空間座標を理解！ 
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理 科 

 

１ 研究のテーマとねらい 

（１）研究のテーマ 

   組織的な授業改善の推進～アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた指導方法を取り入れた授業の実 

践事例～ 

（２）研究のねらい 

研究推進委員会では、実験を通してレポートの考察の質を高め、生徒が主体的な取組をするためにはど 

うすればよいか、という視点から生徒の興味・関心を引き出して自ら考えることで理解を深めることをね 

らいとし、実験を授業の中でどのように展開すると効果的であるかについて研究することとした。 

 

２ 実践事例  

【事例１】 

（１）単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：物理基礎（学年： ２年） 

②単元名：仕事と力学的エネルギー 

③単元のねらい（身に付けさせたい力）：重力や弾性力などの保存力について理解し、それらの力のみ 

 が仕事をする場合は力学的エネルギーが保存され、摩擦力などの非保存力が仕事をする場合は、力学 

的エネルギーが保存されないことを考察できるようにする。 

  ④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

仕事と力学的エネルギーの

関係について、関心を持ち

意欲的に探究しようとして

いる。 

仕事と力学的エネルギーの

関係について考察し、導き

出した考えを表現してい

る。 

仕事と力学的エネルギー

の関係について観察・実

験などを行い、それらの

過程や結果を的確に記

録・整理している。 

仕事と力学的エネルギーの

関係について理解し、知識

を身に付けている。 

  ⑤単元の指導計画（本時は本単元の６時間目）a: 関心・意欲・態度 b: 思考・判断・表現 c: 観察・実験の技能 d: 知識・理解  ◎＝特に重視 

時間 学習内容 学習活動 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

２ 

仕事 仕事の原理と仕事率について

理解する。 

◎    仕事の原理に関心を持っ

ている。 

行動観察 

課題 

   ○ 仕事の定義を理解してい

る。 

ワークシート 

３ 運動エネル

ギー 

運動エネルギーと仕事の関係

性について理解する。 

   ○ エネルギー差と仕事につ

いて理解している。 

課題 

４ 

５ 

位置エネル

ギー 

位置エネルギーの表し方につ

いて理解する。 

   ○ 位置エネルギーの定義を

理解している。 

課題 

定期テスト 

 ◎   保存力の仕事について考

察し表現している。 

ワークシート 

６ 

(本時) 

エネルギー

保存則 

力学的エネルギー保存則を仕

事と関連付けて理解する。 

 ◎   実験結果を分析し考察し

ている。 

ワークシート 

 

  ○  実験の過程や結果を的確

に記録・整理している。 

７ 

８ 

仕事と力学

的エネルギ

ーの保存 

力学的エネルギー保存がされ

る場合とされない場合につい

て理解する。 

 ○  ○ 保存力の仕事とエネルギ

ーについて考察し、その

関係を理解している。 

課題 

定期テスト 

○    仕事と力学的エネルギー

の関係について、関心を

持ち意欲的に探究しよう

としている。 
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 ⑥授業実践例 

本時のねらい 

○ 落下する物体の速度は質量に依存せず、高さに依存することを理解する。 

○ 摩擦力による仕事でエネルギーが損失することを考察できる。  

学習内容と活動 指導・支援 評価方法 

【導入】10分 

・エネルギーの定義の復習をする。 

・本時の目的と学習内容を確認する。 

 

・運動エネルギー、位置エネルギーの定義の復

習をして、本時の学習につなげる。 

・力学的エネルギー保存則について、各グルー

プでそれぞれ四つの実験を行い、情報を共有し

て考察し、レポートをまとめることについて説

明した。 

 

[思考・判断・

表現] 

発問に対する

発言 

 

【展開】30分 

各班４人（全10班）を実験１～実験４の

グループに分けて進める。 

実験１ 質量の違う物体を、同じレール

で滑らせて、水平投射させたときの飛

距離を考察する。 

実験２ 同じ物体を、高さの違うレール

で滑らせて、水平投射させたときの飛

距離を考察する。 

実験３ 同じ物体・同じ高さで、平坦部

の長さを変えて、水平投射させたとき

の飛距離を考察する。 

実験４ 水平投射の到達距離を、速度計

を使い、射出速度より数値計算する。 

 

 

それぞれの実験について補足説明をする。 

１ fragment mission 

 四つの実験について、それぞれの実験指示に

従い、実験を行い、観察・結果の整理をワーク

シートに行う。 

 各実験は２～３人ごとに更に小集団を作り、

３～４回行った平均を記録する。他の小集団の

平均も記録する。 

２ group mission 

 それぞれの実験で考察したことを、はじめの

グループに戻り共有する。 

３ final mission 

 各グループで意見交換して考察したことを、

自分の言葉でワークシートにまとめる。 

 

[思考・判断・

表現] [観察・

実験の技能] 

 

ワークシート 

 

【まとめ】５分 

実験１～実験４から考察できることを意 

見交換し、自分の言葉で表現し、ワーク 

シートにまとめる。 

 

成果発表に向けての資料作成を指導。 

生徒の進度を確認し、声かけを行う。 

次回は、成果発表を行うことを予告する。 

 

研究実施校：神奈川県立希望ケ丘高等学校(全日制) 

実 施 日：平成28年10月26日（水）       

                                                    授業担当者：加藤 慧（教諭）  

 

 

 

 

実験３ 

実験４ 
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＜授業で使用したワークシート＞ 
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（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

  本時は、単元の中でまとめとなる位置付けである。仕事と力学的エネルギーについて学習した後、実 

験を行い、学習したことが実際に定義通りになるのか、実験結果から分析し考察することで、生徒の深い 

学びにつながると考えられる。そのために、保存力の仕事とエネルギーの関係を理解し考察できるように、 

単元の学習内容を計画した。 

本時の実験では、目的を明確にし、何について考察するかを生徒に意識させた。また、説明を最小限 

にして実験時間を確保したことで、実験にじっくり取り組むことができた。４種類の実験を用意し、各 

班（４人）から１人ずつ異なる実験１～実験４について取り組んだ。同じ実験に取り組んだ別班の人と 

結果・考察について意見交換し、自分の班へ戻って互いの結果・考察から実験１～実験４のまとめの考 

察をすることで、より深い学びができたと思われる。また、一人ひとりが実験を担当して行うことによ 

り、責任を持って自主的に実験を進める環境をつくることができ、意見交換も効果的に行われたのでは 

ないかと考えられる。 

 研究協議においては、以下のような意見があった。 

  ・生徒への助言の仕方を工夫すると、効果的にねらいの達成ができると思う。 

  ・所属班と実験集団の両方で意見交換ができ、対話によって学びをより深めることができると感じた。 

  ・分からないことに対して、教師を介さずに生徒間で解決する部分があった。 

  ・班内でデータを共有する作業をする中で伝えるための工夫が行われていた。 

  ・実験データを班に持ち帰ることで、実験操作に対して、主体的かつ緊張感を持って取り組めていた。 

  ・実験を通して生徒たちが主体的に取り組んでいた。 

  ・考察の発表までがアクティブ・ラーニングの視点に基づいた授業展開であれば、大変効果的だと思う。 

実験を通して、考察や成果をまとめることに重きを置き、その点において生徒が能動的に活動するこ 

とが大事であると考える。そのために、１時間で完結する内容に留めず、実験から定義を導くことがで 

きるよう、まとめや発表等での意見交換の時間を十分に確保することが必要であると思われる。   

   今回はジグソー法を用いたが、この手法を活用したことで、生徒が学習のねらいを踏まえ、主体的に 

取り組み、学びを深めることができたのではないかと思われる。本校は、意見交換を積極的に行うこと 

ができる生徒が多く、１学期から丁寧に指導することで、文系・理系や学年を問わず実施可能な内容で 

あると考えている。また、実験道具の数及び時間の都合で、全員が同時にできない作業・実験は多々あ 

るため、この手法を他の分野の授業でも取り入れていくことを検討している。また、実験だけでなく、 

演習問題において別々の課題に取り組ませ、グループで情報を共有し考察させるという展開の授業にも 

応用できると考えている。 

それぞれの実験の目的はワークシートに示されていたが、実験グループによって、測定値と理論値と 

の差が出てしまう原因を考察することができたかにより、生徒の理解度に差が生じていることが分かっ 

た。その原因を摩擦、空気抵抗、レールのゆがみと関連付けられたグループは理解度が比較的高いと考 

えられる。この原因の考察については、次の授業で展開し、クラス全体で理解を深めることができた。 

生徒の感想として、次のようなものがあった。 

・分かれての作業だったので考えることが多かった。 

・四つの実験から何が関係しているかを考えられた。 

・自分の持っていない意見を聞くことができた。 

・人の意見を聞かないと分からないことが多かった。 

・自分で実験内容をまとめることでより分かった。 

・次回に何を考察しなければならないかを理解できた。 

生徒にとって１時間はかなり短く感じているように思われた。意見交換をして考察をスムーズに進めら 

れた班については、実験の目的を理解し、定義と比較しながら実験の成果をまとめるところまで作業を進 

めることができた。一方で、実験データをまとめることに集中した班については、意見交換まではたどり 

着かず、ワークシートを完成させることに集中してしまった傾向が見られた。これを受けて、まず実験の 

目的をはっきりさせ、実験をスムーズに行うことを注意喚起し、次に、実験結果を班に持ち帰った後、ワ 

ークシートのまとめをする作業の前に、個人や班でまず考える時間をしっかり取るようにする。その上で、 

ワークシートのまとめをして教科書の定義と比較し、考察したものを成果物としてさらにまとめさせる。 

ジグソー法を活用する際は、このような点に注意することによって、効果を上げることができ、より深い 

学びへと導くことができると考えられる。 
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【事例２】 

（１）単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：化学（学年： ３年）  

②単元名：化学平衡  

③単元のねらい（身に付けさせたい力）：可逆反応、化学平衡及び化学平衡の移動を理解する。水のイオ 

ン積、pH、弱酸、弱塩基の電離平衡について理解する。 

④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

可逆反応や化学平衡につい

て関心を持ち、意欲的に探

究しようとしている。 

 

可逆反応、化学平衡や化学

平衡の移動といった現象に

ついて、実証的、論理的に

考え、分析し、科学的に導

き出した考えを表現してい

る。 

可逆反応、化学平衡や化

学平衡の移動について観

察、実験を行い、その操

作や記録などの技能を身

に付けている。 

可逆反応、化学平衡の移動、

水のイオン積、ｐH、弱酸や

弱塩基の電離平衡、緩衝液、

塩の沈澱と溶解平衡について

理解し、知識を身に付けてい

る。 

⑤単元の指導計画（本時は３時間目）  a: 関心・意欲・態度 b: 思考・判断・表現 c: 観察・実験の技能 d: 知識・理解  ◎＝特に重視 

 

 

時

間 
学習内容 学習活動 

評価の観点 
評価規準 評価方法 

a b c d 

１ 

 

２ 

可逆反応と化

学平衡 

可逆反応、化学平

衡、化学平衡の法則

について学ぶ。 

○    
可逆反応や化学平衡について関心を持

ち、意欲的に探究しようとしている。 

観察 

定期試験 

 ○   
化学反応式から平衡定数を表してい

る。 

   ◎ 
可逆反応と化学平衡について理解して

いる。 

３ 

 

４ 

 

化学平衡の移

動 

化学平衡の状態は

様々な要因で移動す

ることを学ぶ。 

○    
化学平衡の移動について関心を持ち、

意欲的に探究しようとしている。 

小テスト 

実験の記述 

定期試験 

 ◎   
化学平衡の現象について、科学的に導

き出した考えを表現している。 

  ◎  
実験を行い、その操作や記録などの技

能を身に付けている。 

   ○ 
ルシャトリエの原理について理解を深

め、平衡定数から理解している。 

５ 

化学平衡の移

動と化学工業 

化学平衡とその応用

が人間生活に及ぼす

影響について学ぶ。 

◎    
人間生活と化学工業について関心を持

ち、意欲的に探究しようとしている。 

定期試験 

   ○ 
化学平衡の応用を理解し、知識を身に

付けている。 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

電解質水溶液

の平衡 

化学平衡の考えを用

いると様々な水溶液

の性質を説明できる

ことを学ぶ。 

○    

様々な水溶液の化学平衡について関心

を持ち、意欲的に探究しようとしてい

る。 

定期試験 

実験の記述 

小テスト 

 ○   

様々な水溶液の化学平衡や化学平衡の

移動の現象について、論理的に考え、

分析し、科学的に導き出した考えを表

現している。 

  ○  

化学平衡や化学平衡の移動について科

学的に探究する技能を身に付けてい

る。 

   ◎ 
化学平衡の考えを用いて水溶液の様々

な性質を理解している。 
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図１ 

＜実験１＞ 

2CrO4
2－(黄色) ＋ H＋ → ← Cr2O7

2－(橙赤色) ＋ OH－ 

 
＜実験２＞（Q＞０） 

[CoCl４]
２－(青色)＋6H2O ＝ [Co(H2O)6]

２＋(淡赤色) ＋4Cl－ ＋Q kJ  
 

図２ 

⑥授業実践例 

本時のねらい 

○ 実際の変化を観察することで、ルシャトリエの原理の理解を深める。 

学習内容と活動 指導・支援 評価方法 

【導入５分】 

・小テスト（確認テスト）を用いて本時実

験の反応について結果を予測する。 

・小テスト（確認テスト）の解答を班内で

共有し、予測について意見を交換する。 

・任意の生徒が予測を発表する。 

・本時の実験に関係する反応であることを伝える。 

・他の生徒と意見を交換しながら結果を予測させる。 

・ワークシートに予測を書かせる。 

[思考・判断・ 

表現] 

小テスト 

（確認テスト） 

実験ワークシート 

【実験操作20分】 

・実験手順を整理、確認する。 

・手順書に従い、操作を行う。 

・結果をまとめる。 

・ワークシートの手順を確認させる。 

（実験１＝図１＝クロム酸イオンのpHによる呈色反応） 

（実験２＝図２＝コバルト錯体の温度による呈色反応） 

・安全に操作を行うよう注意する。 

・予測と比べながら結果をまとめさせる。 

［観察・実験の技

能］ 

実験ワークシート 

【考察15分】 

・結果を踏まえ、なぜそのような結果にな

ったのか整理する。(５分) 

・結果の整理から、異なる実験（実験１と

実験２）の間にある共通の原理を探究す

る。(10分) 

・結果から反応の過程を整理させる。 

・異なる条件でも共通の原理が働いていることを気付か

せる。 

・共通原理を使えば条件を変えても同様の反応が見られ

ることに気付かせる。 

[思考・判断・ 

表現] 

実験ワークシート 

 

 

【演示実験５分】 

・演示実験にて同様の原理を用いて見られ

る他の現象を紹介し、感想を書く。 

 （飽和食塩水へ塩化水素ガスを通しNaCl

の沈殿を生じさせる実験） 

演示実験と今回の実験を比較させる。また、今後の学習

と関連付ける。（溶解平衡・共通イオン効果との関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【片付け、振り返り５分】 

・片付けを行う。 

・ルシャトリエの原理を使うと他の条件で

も同様の反応が見られることを考察す

る。 

・重金属廃液の処理を注意する。 

・本時を踏まえ、実験方法を自分たちで考えるよ 

う指導する。 

・検証実験は次回の授業とする。 

［観察・実験の技

能］ 

 [知識・理解] 

実験ワークシート 

                           研究実施校：神奈川県立厚木東高等学校（全日制） 

実 施 日：平成28年11月２日（水） 

                           授業担当者：吉良 純平 教諭 

＜本時で用いた反応＞ 
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（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

本時の構成は主体的・対話的・深い学びの達成のために、化学平衡における重要な概念の一つである 

「ルシャトリエの原理」を実験によって学ぶことを目的とした。化学の授業において、具体的な事象から 

抽象的な概念形成をする過程は主体的・対話的である方がより学習を深めることができるのではないかと 

いう仮説のもと、指導計画を立案し、授業を行った。 

原理や概念を先に教えて実験し、考察で対話的に授業を行うのが一般的な流れであるが、今回は「ルシ

ャトリエの原理」を先に教えず、実験を通じて対話しながら「化学平衡は与えた条件を和らげる方向へ移

動する」という抽象的な概念を導くようにした。また、原理を実験から導いた後は、原理を使って、色が

変わるという現象が他の方法でできないか考察させた。用いた反応は次の通りである。 

＜実験１＞ 

2CrO4
2－(黄色) ＋ H＋ → ← Cr2O7

2－(橙赤色) ＋ OH－ 

＜実験２＞（Q＞０） 

[CoCl４]
２－(青色)＋6H2O ＝ [Co(H2O)6]

２＋(淡赤色) ＋4Cl－ ＋Q kJ  

実験１では酸性になった場合の色を、実験２では加熱した場合の色を予想させ、実験後に２つの変化に

共通する原理を探らせた。 

その結果、条件を変えるとそれを和らげる方向へ反応が進んでいるということを、生徒は自分の言葉で

表現できた。その後、実験２について「温度を変える以外に色を変える方法を考えなさい」という問いを投げ

かけ、考えさせた。時間内に検証することはできなかったが、この問いを考えることに対して高い関心を

示し、次の授業時間内に生徒どうしで検証に成功し、理解を深めた。生徒の感想では、最初に答えを知っ

ているより今回の実験の流れの方が考えて実験できた、という意見を多く得ることができた。また、研究

協議や事例発表でも「実験」→「考察」→「概念化・知識の獲得」という流れの方が、アクティブ・ラー

ニングの視点から、より学習が深まるという意見も多くあった。 

原理を知って実験する場合、知識の定着は進むが、結果が容易に予想できるため主体的な関わりが薄く 

なる。それに対して今回のように原理を知らずに実験する場合、次のようなメリット、デメリットが考え 

られる。 

＜メリット＞ 

・導入の部分で全員が知らない状態であるので、知識を獲得するための安心感や生徒同士の共感が得ら 

れやすい。 

・未知の結果に対して探究心や好奇心をくすぐられ、主体的に取り組みやすい。 

・具体的な現象を見ながら生徒同士で対話的に学んでいくので新しい概念を獲得しやすい。 

＜デメリット＞ 

・目的や内容が不明なので成功・失敗の判別が難しく、誤った理解をしてしまう可能性がある。 

・授業のゴールを知らずに実験を進めると達成感が得られにくい。 

・考察や概念の獲得に時間がかかる可能性がある。 

今回のような単元展開は、上記のメリット、デメリットを理解した上で単元の中で効果的に配置すれ

ば、高い学習効果を生むものと思われる。特に今回のような流れで展開する場合、実験結果にこだわる

のではなく、原理を見つけることが目的であることを、先に生徒と共有しておく必要がある。また、教

員が主導して進める場面と生徒が主導して進める場面を効果的に使い分けることで、無理のない単元計

画が可能になると思われる。 

今後は、生徒の活動に対する評価を研究する必要がある。特に実験の中での概念の獲得や、その活用

について客観的に評価する方法を整理し、指導と評価の一体化をさらに充実させていくことが今後の課

題である。 
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＜確認テスト＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実験ワークシート＞ 
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保健体育（保健） 

１ 研究のテーマとねらい 

（１）研究のテーマ 
組織的な授業改善の推進～アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた指導方法を取り入れた授業

の実践例～ 
（２）研究のねらい 

研究テーマ「組織的な授業改善の推進～アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた指導方法を取
り入れた授業の実践例～」に向けて、研究推進委員会では、まず実態を把握するため、推進委員の
所属校における課題について検討した。その内容から課題を明らかにするとともに、その課題解決
を図るためのアクティブ・ラーニングの視点を踏まえた具体的な手立てについて検討することが必
要であると考えた。 
そこで、公開研究授業実践校の学校目標である「自己肯定感とコミュニケーション力向上」を踏

まえ、授業における学習活動の工夫に着目し、全ての生徒が主体的に学習に取り組む授業実践につ
いて研究することとした。 

 
２ 実践事例 
【事例１】 
（１）単元の指導計画及び重点をおいた授業展開例 

①科目名：保健 学年：２学年 
②単元名：生涯の各段階における健康 
③単元のねらい 

ア 生涯の各段階における健康について、関心を持ち、学習に進んで取り組もうとすることがで
きるようにする。 

イ 生涯の各段階における健康について、課題の解決を目ざして、知識を活用した学習活動など
により、総合的に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。 

ウ 生涯の各段階における健康について、課題の解決に役立つ基礎的な事項及びそれらと生活や
社会の関わりを理解することができるようにする。 

 
④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 

○思春期と健康、結婚生活と
健康について、課題の解決
に向けての話し合いや意見
交換などの学習活動に意欲
的に取り組もうとしてい
る。 

○加齢と健康について、資料
を探したり、見たり、読ん
だりするなどの学習活動に
意欲的に取り組もうとして
いる。 

 

○思春期と健康、結婚生活と
健康について、学習したこ
とを、個人及び社会生活や
事例などと比較したり、分
類したり、分析したりする
などしている。また、筋道
を立ててそれらを説明して
いる。 

○加齢と健康について、資料
等で調べたことを基に課題
を見付けたり、整理したり
するなどして、それらを説
明している。 

○生涯にわたって健康を保持増
進するには、健康課題に応じ
た自己の健康管理及び環境づ
くりが関わっていることにつ
いて、理解したことを発言し
たり、記述したりしている。 

⑤単元の指導計画             ※ a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:知識・理解 

時 学習内容 学習活動 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
a b c 

１ 

思春期と健

康 

調べ学習 

グループでの話し合い 

 ○ ○ (思考・判断) 

(知識・理解) 

○ワークシ

ート 

○観察 

２ 

性意識と性

行動の選択 

ブレインストーミング ○   (関心・意欲・態度) ○観察 

○ワークシ

ート 

３ 
結婚生活と

健康 

ロールプレイング 

 

○ ○  (関心・意欲・態度) 

(思考・判断) 

○観察 
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４ 

・ 

５ 

妊娠・出産

と健康 

ビデオ学習 

ブレインストーミング 

 ○ ○ (思考・判断) 

(知識・理解) 

○観察 

○ワークシ

ート 

６ 

家族計画と

人工妊娠中

絶 

調べ学習 

 

ディスカッション 

○ ○  (関心・意欲・態度) 

(思考・判断) 

○観察 

○ワークシ

ート 

７ 

・ 

８ 

(本時) 

加齢と健康 調べ学習 

 

ディベート 

 

 

○ ○ ○ (関心・意欲・態度) 

(思考・判断) 

(知識・理解) 

○観察 

 

○ワークシ

ート 

９ 

高齢者のた

めの社会的

取り組み 

ブレインストーミング 

調べ学習 

 ○ ○ (思考・判断) 

(知識・理解) 

○観察 

○ワークシ

ート 

⑥授業実践例（８時間目） 

【本時のねらい】・ディベートを通して、前回の授業で学んだ加齢と老化に関する知識を深める。 

学習活動 指導上の留意点 評価方法 

○前時の授業を振り返る。 
 
○本時の学習内容を確認する。 
 
 

・前時の学習内容を振り返り、本時
の学習に結び付ける。 

・本時のねらいを簡潔に説明する。 
 
 
 

 

 
 
 
○議長、賛成側10名、反対側10名、傍
聴者の役割に応じてディベートをす
る。 

○傍聴者は、より説得力があったのは
賛成側か、反対側か理由も含めて書
く。 

○傍聴者が一斉に判定をし、何名か理
由を発表する。 

 
 
 
○テーマ１と役割を入れ替え、議長、
賛成側10名、反対側10名、傍聴者の
役割に応じてディベートをする。 

○傍聴者は、より説得力があったのは
賛成側か、反対側か理由も含めて書
く。 

○傍聴者が一斉に判定をし、何名か理
由を発表する。 

 
 
 
・根拠となる知識を活用し、傍聴者
を説得させるよう促す。 

・より説得力のあったのは賛成側
か、反対側か考えさせる。 

・その理由を書かせ、述べさせる。 
 
 
 
 
 
 
・根拠となる知識を活用し、傍聴者
を説得させるよう促す。 

 
・より説得力のあったのは賛成側
か、反対側か考えさせる。 

・その理由を書かせ、述べさせる。 
 
 

 

 

【思・判】 

【知・理】 

 

○観察 

○ワークシー

ト 

 

 

 

 

 

 

○学習の振り返りをする。 ・ディベートをすることで、これま
での学習の知識を深化させること
ができたか、振り返りをさせる。 

・今の生活習慣が将来の自分につな
がる意識を持ってほしいと伝え
る。 

 

研究実施校：神奈川県立愛川高等学校（全日制） 

実 施 日：平成28年10月21日（金）  

授業担当者：上田 美実 教諭 

 

 

【学習内容】ディベートを通して、加齢と老化に関する知識を深めよう。 

【ディベートテーマ１】２年１組の平均寿命は80歳を超えるだろうか。 

【ディベートテーマ２】老後に暮らすなら都会と田舎のどちらがよいか。 
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（授業で使用したワークシート） 

 

（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

本校の学校目標である「自己肯定感とコミュニケーション能力の向上」を踏まえ、授業における

学習活動の工夫として、「ディベート」により加齢と老化に関する知識を深めるという実践をした。 

  ア 単元計画の工夫について 

ディベートを行う前の授業（７時間目）で、調べ学習の時間を設定した。その時間では、生徒同

士で資料を集め、根拠となるデータを自ら分析する姿が見られた。「８時間目のディベート」とい

う知識を活用する場が明確に設定されていることで、生徒は主体的に学習することができたと考え

ている。８時間目のディベートの時間では、生徒がそれぞれの役割に応じて、ディベートに主体的

に参加する姿が見られた。生徒による事後アンケートでも、「好き勝手に主張するのではなく、し

っかりとした根拠が重要なカギとなることから、グループで協力して調べ学習ができた」、「相手

の主張に対して反論する際の準備など大変だったが、とても勉強になった」、「司会進行も含めて

自分たちでディベートをすることができて、自信につながった」など、前向きな感想が得られた。

アンケート結果から、多くの生徒たちは主体的積極的に学習に励み、知識を深めることにつながっ

たと感じている。 

  イ グループ編成の工夫について 

ディベートにおいては、相手の主張に対し反論する知識を用意しなければ、活発な討論とならな

い。そこで、前時間（７時間目）の調べ学習の際、授業の途中で各班の一部を相手の班のメンバー

と入れ替えをすることで、相手がどのような内容を調べているのか情報を得ることができ、互いに

反論するための資料集めや根拠となるデータの分析を各班で進めることができるようにした。この

活動を行うことで、８時間目に実施したディベートの際、活発な意見交換がなされた。 
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〔生徒によるアンケートの集計結果41名〕     

 

                      

３ 実践事例 
【事例２】  
（１）単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：保健（ １・２年次） 
②単元名：健康の保持増進と疾病の予防 
③単元のねらい 
ア 健康の保持増進と疾病の予防について関心を持ち、意欲的に学習に取り組むことができるよ 
うにする。 

イ 健康の保持増進と疾病の予防について、課題の解決を目ざして総合的に考え、判断し、それ 
らを表すことができるようにする。 

ウ 健康の保持増進と疾病の予防について、課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解することが 
できるようにする。 

④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 知識・理解 

○健康の保持増進と疾病の予防
について、資料を探したり、見
たり、読んだりするなどの活動
を通して、学習に主体的に取り
組もうとしている。 

○健康の保持増進と疾病の予防
について、資料等で調べたこと
を基に、課題を見付けたり、整
理したりするなどして、まとめ
た考えを説明している。 

○健康の保持増進と疾病の予防
について言ったり書き出したり
している。 

⑤単元の指導計画          ※ a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:知識・理解 

時 学習内容 学習活動 
評価の観点 

評価規準 評価方法 a b c 

１ 

生活習慣病
と日常の 
生活行動 

自分や友達の生活習慣
が健康的であるかを確
認する。 
ラウンドテーブルディ
スカッション 

○   生活習慣について、問題の解決
に向けての話合いや意見交換な
どの学習活動に意欲的に取り組
もうとしている。 
（関心・意欲・態度） 

○観察 
○ワーク 
シート 

２ 

喫煙、飲酒
と健康 

なぜイッキ飲みがなく
ならないのか、飲ませ
る人、飲まされる人の
気持ちになってグルー
プで話し合う。 
ロールプレイ 

 ○  飲酒について、学習したこと
を、個人及び社会生活や事例と
比較したり、分析したりするな
どしている。 
（思考・判断） 

○観察 

３ 

薬物乱用 
と健康 

友達が薬物を使用して
いると知った時に、自
分がすべき適切な対処
を考え、グループで話
し合う。 
ディスカッション 

 ○  薬物について学習したことを、
個人及び社会生活や事例と比較
したり、道筋を立てて説明して
いる。 
（思考・判断） 

○観察 
○ワーク 
シート 

とても どちらとも

良くできた 言えない

23名 15名 ２名 １名

56% 36.60% 4.90% 2.40%

25名 13名 ２名 1

61% 31.70% 4.90% 2.40%

27名 10名 ３名 1

65.90% 24.40% 7.30% 2.40%

31名 ７名 ２名 1

5.60% 17% 4.90% 2.40%

24名 14名 ２名 1

58.50% 34.10% 4.90% 2.40%

29名 ９名 ２名 1

70.70% 22% 4.90% 2.40%

ディベートを通して、加

齢と老化に関する知識を

深めることができた。

0

自分たちの力でディベー

トを行うことで、自信に

つながった。

0

相手により良い伝え方を

工夫することができた。

0

仲間の意見に耳を傾ける

ことができた。

0

ディベートに積極的に参

加することができた

0

良くできた あまりでき

なかった

全くできな

かった

調べ学習を積極的に行う

ことができた。

0

名 

名 

名 

名 

名 
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４ 

感染症と 
その予防 

先進国で唯一、年間の
新規エイズ患者報告数
が増加傾向にある日本
の現状について考え
る。 
ブレインストーミング 

  ○ 感染症の予防には、個人的及
び、社会的な対策を行う必要が
あることについて、理解したこ
とを発言したり、記述したりし
ている。（知識・理解） 

○観察 
○ワーク 
シート 

※ 「ラウンドテーブルディスカッション」：そのテーマについて自由に意見を交換しながら議論する手

法であり、他の人の意見を聞くことで、自分の考えを深めることにつなげることができる。 

⑥授業実践例 

学習活動 指導上の留意点 
評価の観点 

（評価方法） 

○前時の授業を振り返る。 

 

○本時の学習内容を確認する。 

・前時の学習内容を振り返り、本時

の学習に結び付ける。 

・本時のねらいを簡潔に説明する。 

 

 

 

 

１ ワークシートの記入① 

○スライドを見ながらワークシートの穴埋め

を完成させる。 

２ ラウンドテーブルディスカッション 

【生活習慣病はなぜ増えるのか】 

○自分の生活習慣をワークシートに記入した

後、４名程度のグループを作り、１人一問

ずつ自分の考えをグループのワークシート

に記入していく。 

○各グループのワークシートをスクリーンで

確認する。 

３ ワークシートの記入② 

○自分にとっての理想の食事を文章やイラス

トで表現する。 

＜生活習慣病の基礎知識＞ 

・生活習慣病に関わる基礎的な用語 

等について理解させる。 

・自分の生活習慣を振り返り、積極

的に意見を出させる。 

・個々人で生活習慣は異なるが、他

者の意見を尊重できるように言葉

かけをする。 

・書画カメラを用いて各グループの

意見を確認する。 

＜理想の食事とは何だろうか＞ 

・書画カメラを用いて完成した作品

を確認する。 

【関心・意欲・ 

 態度】 

○観察 

○ワークシート 

 

 

 

 

○学習の振り返りをする。 ・より健康的な生活習慣を実践 

できるように意識させる。 

 

研究実施校：神奈川県立厚木清南高等学校（定時制） 

実 施 日：平成28年10月18日（火） 

授業担当者：村松 慶隆 教諭 

 
（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

ア ワークシートの工夫について 

本校は単位制のため、クラス単位で活動することが少なく、

生徒同士が活発にコミュニケーションを図る機会が比較的少

ない。 

しかし、ワークシートを個人で意見をまとめることができ

るように工夫したことにより、その意見をグループワークの

際に話すことができ、活発な意見交換ができるようになった。 

イ ラウンドテーブルディスカッションの導入について 

グループ学習の手法の一つであるが、テーマについて、意見

交換を行うことで、他者の意見を聞き、自己の考えが深まっ

たという感想を多く聞くことができた。 

ウ 書画カメラの導入について 

書画カメラを活用し、完成したワークシートを全員で見るこ

とで、互いの取組を確認することができ、他者の考えに対し、

主体的に意見を述べやすくする環境を整えることができた。 

【学習内容】生活習慣について、問題の解決に向けての話合いや意見交換をする。 
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保健体育（体育） 

１ 研究のテーマとねらい 

（１）研究のテーマ 
協働的な学びを促す学習活動を取り入れ、生徒が主体的に授業に参加することができる学習内容の

工夫 
（２）研究のねらい 

単元を通して、アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた指導方法を取り入れることで、生徒自
らが課題の発見･解決を行い、グループ活動の中で適切な練習方法や戦術等を探究することができる
授業について検討する。 

２ 実践事例 
【事例１】 
 （１）単元の指導計画及び重点をおいた授業展開例 

①科目名：体育 年次：１年次 
②単元名：球技「ゴール型」（ハンドボール） 
③単元のねらい（身に付けさせたい力） 
ア 勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、作戦や状況に応じた技能や仲間と連携した動きを高めてゲ
ームが展開できるようにする。 
ゴール型では、状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの連携した動きによって空間への

侵入などから攻防を展開すること。 
イ 球技に主体的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、役割を積極的
に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、健康・
安全を確保することができるようにする。 

ウ 技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理解し、チー
ムや自己の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。 

 
④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

①学習に主体的に

取り組もうとして

いる。 

②自己の責任を果

たそうとしてい

る。 

①球技を継続して楽しむた

めの自己に適した関り方を

見付けている。 

②仲間に対して技術的な課

題や有効な練習方法の選択

について指摘している。 

①味方が操作しやすいパス

を送ることができる。 

②ボール保持者が進行でき

る空間を作り出すために、

進行方向から離れることが

できる。 

①課題解決（運動観察）の方法

について、理解したことを言っ

たり書き出したりしている。 

②ゲームのルール、トーナメン

トやリーグ戦など試合の行い方

について、学習した具体例を挙

げている。 

⑤単元の指導計画         ※ a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

時 学習内容 学習活動 
評価の観点 

評価規準 
評価 
方法 a b c d 

1 
○主体的に取り組むことがで
きるようにすること 

〇ハンドボールの学習の方法
について理解する。 

      

2 
○1対1で空間をうまく使い突
破できるようにすること 

〇色々な状況からの1対1の練
習に取り組む。 

      

3 
○2対2で味方が作る空間をう
まく使えるようにすること 

〇色々な状況からの2対2の練
習に取り組む。 

      

4 

○3対3で連携・連動しながら
作った空間をうまく使うこと 

〇色々な状況からの3対3の練
習に取り組む。 

 ◎   【思・判】①② 観察 

学習カ

ード 

5 
○さまざまな状況に応じて動
くこと 

〇状況に応じた攻守の練習に
取り組む。 

  ◎  【技】① 観察 

6 
○5 対 5 で守備時と攻撃時で
の空間の違いに気付くこと 

〇攻守での相手との間合いの
違いについて学ぶ。 

      

7 
○5 対 5 で攻守の切り替えを
状況に合わせて行うこと 

〇攻守の切り替えで有利な状
況を作り出せることを学ぶ。 

◎    【関・意・態】② 観察 

8 
○5 対 5 で連携・連動しなが
ら有効な状況を作り出すこと 

〇攻守の切り替えを長い時間
繰り返すことで有利な状況を
常に作りだす。 

  ◎  【技】② 観察 

9 
○5 対 5 で連携・連動しなが
ら攻守の方向を意識した攻防
をすること 

〇攻守の方向を意識しながら
攻防をする。 

 ◎   【思・判】①② 観察 
学習カ
ード 
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10 

○6対6で攻守の方向を意識す
ることで有効な状況を作り出
すこと 

〇攻守の方向を意識しながら
早い切り替えを長い時間繰り
返すことで有利な状況を常に
作りだす。 

◎    【関・意・態】② 観察 

11 
○7対7の試合を通し、7人が
連動した動きをすること 

〇ゲームの進め方（役割分
担、審判法）を理解する。 
○試しのゲームを行う。 

  ◎  【技】① 
【知・理】① 

観察 
学習カ
ード 

12 
○基本的なシュート方法を身
に付けること 

○よい状態・よい態勢からよ
いシュートをする。 

      

13 
○色々な状況からのシュート
方法を身に付けること 

○距離・角度・相手を意識し
てシュートする。 

      

14 
15 
16 
17 

○ゲームを通じて運営方法を
理解すること 

〇チーム練習 

〇リーグ戦 

○振り返り 

◎ ◎ ◎ ◎ 【関・意・態】①

【思・判】② 

【技】② 

【知・理】② 

観察 

学習カ

ード 

⑥授業実践例 

研究実施校：神奈川県立藤沢総合高等学校（全日制） 
実 施 日 :平成28年10月28日（金） 
授業担当者：濱田 貴廣 教諭 

 
 
 
 
 

学習活動 指導上の留意点 評価方法 
 
１ 出席確認・準備運動等 
⑴ 本時の学習内容の確認 
⑵ 準備運動・補強運動 

 
２ ペア、４人組での活動 
⑴キャッチボール 
⑵４人組 ＜鳥かご＞ 

  ・２プレイ先を考えて動き出す。 
 
３ グループでの活動 
⑴声のみでの５対５ゲーム 

  タッチで攻守交替 
⑵ボールを利用した５対５ゲーム
（シュート無） 

  タッチ、ミス、インターセプトで
攻守交替 

⑶５対５ゲーム（シュート有） 
 ○１、２班はゲーム、３、４班は協

力チームの分析を行う。 
※協力チームの動きを学習カード
に記録し、協力チームに空間を
作り出す連携した動きをアドバ
イスする。 

 ＜特別ルール＞ 
  ・インスタントキーパー 

（キーパーを置かず、状況に応
じてゴールに近い生徒がキー
パーを行う。） 

  ・半分押し上げシュート 
（攻撃中は味方全員が、相手コ
ートに侵入したのち、シュー
トする。） 

  ・失点時はゴールキーパーのパス
からリスタートする。 

 【協働的な活動】 
・各チーム１～２人はコーチ役
となり、コート外からアドバ
イスを行う。 

 
４ 本時の振り返り、片付け、挨拶 
 

 
・出席確認と同時に健康状態を確認する。 
・本時の学習内容とねらいを説明する。 
・体の調子や状態に気付き、怪我の
予防を意識して行うよう指示す
る。 

＜鳥かご＞ 
・鬼はボールを保持していない相    
手にタッチできるように素早く動
き、相手は、素早いボール回しを行うよう促
す。 

・自分のチームがボールを保持した時は、相手ゴ
ールへの動きを意識するよう促す。 

・自分のチームがボールを保持していない時は、
味方ゴールと相手の動きを意識するよう促す。 

・ボールを保持していない時の動きを意識するよ
う促す。 

・イメージボールと、実際のボールとの違いを意
識するよう促す。 

 
【協働的な活動】 
※他チームの試合の中から空間 
を作り出す連携した動きを学習 
カードに記録するよう促し、自 
チームのメンバーがどのよう 
に動けばよいか確認するよう 
促す。 
 
※各チーム、コーチ役（１～２ 
名）の生徒は、自チームの動 
きを学習カードに記録し、空 
間を作り出す連携した動きを 
確認し、アドバイスを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
・全員で協力して片付けをする 
よう促す。 

・問いかけにより、本時の学習 
内容が身に付いたかをチームで確認する。 

・健康状態の確認をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【思・判】

① 
観察 
 
 
 
 
【思・判】

② 
学習カード 
観察 

B 

A 

C 
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（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 
ア 学習カードを利用したグループワークについて 

     今回の研究を進めるに当たり、協働的な学びを促す働きかけの工夫の一つとして「学習カード」
が挙げられる。「学習カード」はハンドボールのコート図を記載したものであるが、コート図に選
手の動きを記載し、他者にその図を提示しながら説明することで、視覚的に訴えることができ、誰
が見ても理解しやすく、自チームでの動き方の理解を深化させ、考えて動き出しができるようにな
った。 

  イ 単元計画の工夫について 
「状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの連携した動きによって空間への侵入などから攻

防を展開する」という課題に対して、単元の前半で「基本的な技能の習得」を目的に、教員からの
指導を中心とした授業展開を行うことにより、知識や技能が身に付いていない生徒に対し、短期間
で効果的に基本的な技能や知識を身に付けることにより、単元の中盤から後半にかけて、グループ
ワークを中心とした協働的な学びの場面を設定することができ、生徒同士互いに動きを分析し、ア
ドバイスし合う活動が活性化され、自分たちの動きを改めて分析することができた。この単元の組
み立てが、主体的な個々の技能の向上やチームの動きの向上に繋がった。 
また、グループワークの中で、自他のチームの動きを分析しやすくするために、数的に有利な状

況を作り出す動きの獲得に努めた。単元の前半において「切り替えの早さ」「動き出しの必要性」
を常に意識させるルールの工夫を行い、数的に有利な状況を生み出し、シュートシーンをできるだ
け多くすることで、ハンドボールの特性であるスピード感やダイナミックさを体験しながら、アド
バイスや話合いに参加しやすく、全ての生徒が、主体的に授業へ参加できるように工夫した。単元
の後半では、工夫されたルールではなく、ハンドボール既存のルールで試合を行ったが、事前に学
習した数的に有利な状況が多く現れるため、速攻を仕掛け、同数ではボールを回しながら相手を崩
していくなど、生徒がそれぞれのチームに合った戦術を主体的に考え、活動することができた。 

 
【事例２】 
（１）単元の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：体育 学年：第１学年 
②単元名：球技「ゴール型」（ハンドボール） 
③単元のねらい（身に付けさせたい力）： 
ア 次の運動について、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、作戦や状況に応じた技能や仲間と連携
した動きを高めてゲームが展開できるようにする。 
ゴール型では、状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの連携した動きによって空間への

侵入などから攻防を展開すること。 
イ 球技に主体的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、役割を積極的
に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、健康・
安全を確保することができるようにする。 

ウ 技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理解し、チー
ムや自己の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。 

 
④単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

①自己の責任を果た
そうとしている。 
②学習に主体的に取
り組もうとしてい
る。 

①作戦などの話し合いの場面
で、合意を形成するための適切
な関わり方を見付けている。 
②健康や安全を確保するために
体調に応じて適切な練習方法を
選んでいる。 

①味方が操作しやすいパスを送
ったり、守備者が守りにくいタ
イミングでシュートを打つこと
ができる。 
②ゴールとボールを結んだ直線
上で守ることができる。 

①技術の名称や行い方
について、学習した具
体例を挙げている。 
②試合の行い方につい
て、学習した具体例を
挙げている。 

⑤単元の指導計画         ※ a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

時 ねらい 学習活動 
評価の観点 

評価規準 
評価 
方法 a b c d 

１ 
○主体的に安全に配慮しながら取
り組むことができるようにするこ
と 

○ハンドボールの学習の方法と安全
について理解する。     

 
 

２ 
○味方が操作しやすいパスを送球
できるようにすること 

○味方が操作しやすいパスを理解
し、送球する練習を行う。 

    
 

 

３ ○守備者が守りにくいタイミング
でのシュートができるようにする
こと 
 

○攻撃の際、相手が守りにくいよう
優位な状況を作り出す。 
 ・２対１ 
 ・３対２ 
 ・簡易ゲーム 
○守備者が守りにくいタイミングで
シュートできるよう練習を行う。 

      

４ ◎    
【関・意・
態】① 

観察 
学習ノート 

５       

６       

７    ◎ 
【知・理】
① 

学習ノート 

８       

９ 
○今まで身に付けた技能を練習場
面で発揮できるようにすること 

○味方が操作しやすいパスを送る。 
○守りにくいタイミングでシュート
をする。 

  ◎  【技】① 観察 
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10 
○ゴールとボールを結んだ直線上
で守ること 
○ルールを理解し、ゲームのスコ
アを付けること 

○チーム練習 
○リーグ戦 
○分析 
○次回の目標・作戦を立てる。 
 

◎    
【 関 ・ 意 ・
態】② 

観察 

11       

12 ○ゴール前に広い空間を作り出す
動きができるようにすること 

 ◎   【思・判】① 学習ノート 

13   ◎  【技】② 観察 

14 ○自己の課題を設定すること       

15  ◎   【思・判】②  

16 
○自己の課題を意識しながらゲー
ムをすること 

○リーグ戦 
○ルールテスト    ◎ 【知・理】② 

学習ノート 
 
 

10 
○ゴールとボールを結んだ直線上
で守ること 
○ルールを理解し、ゲームのスコ
アを付けること 

○チーム練習 
○リーグ戦 
○分析 
○次回の目標・作戦を立てる。 
 

◎    
【 関 ・ 意 ・
態】② 

観察 

11       

12 ○ゴール前に広い空間を作り出す
動きができるようにすること 

 ◎   【思・判】① 学習ノート 

13   ◎  【技】② 観察 

14 ○自己の課題を設定すること       

15  ◎   【思・判】②  

16 
○自己の課題を意識しながらゲー
ムをすること 

○リーグ戦 
○ルールテスト 

   ◎ 【知・理】② 学習ノート 

⑥授業実践例 

学習活動 指導上の留意点 
評価 
方法 

１ 出席確認・準備運動等 
⑴ 本時の学習内容の確認 
⑵ 準備運動・補強運動 

 

・出席確認と同時に健康状態を確認する。 
・本時の学習内容とねらいを説明する。 
・体の調子や状態に気付き、怪我の予防を意識して行う
よう指示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【関】

① 

観察 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ ペア、グループでの活動での活動 
 ⑴パス 
 ・短い距離から徐々に距離を伸ば

す。 
⑵ランニングパス 
・二人組でゴールまでパスをしなが
ら走り、シュートする。 

３ グループでの活動（作戦会議） 
２対１の攻撃優位な状況を想定

し、グループごとに作戦を考える。 
【協働的な活動】 
・各グループで作戦盤（ミニホワイ
トボード）を使用し、２対１の攻
め方について、次の①②場面を想
定し、作戦を考える。 
①ボール保持者にディフェンスが
ついている場合 

②オフェンス２人の間にディフェ
ンスがいる場合 

４ グループ対抗２対１ゲーム 
  作戦会議で話し合った有効と思わ
れる動きを実際に行う。 

 ＜ゲームのルール、進め方＞ 
 ・ハーフコートで行う。 
 ・１班対２班、３班対４班、５班対

６班で行う。 
 ⑴ボール保持者にディフェンスがつ

いている状況からの２対１ 
 ⑵オフェンス２人の間にディフェン

スがいる状態からの２対１ 
【協働的な活動】 
・観察係りを決め、作戦どおりに動
くことができているか観察、助言
する。 

５ 用具の片付け 

＜パス＞ 
・取りやすいパスとは、どこに投げれば良いか考えるよ
う促す。 

＜ランニングパス＞ 
・走りながら、味方が取りやすい送球をするにはどうし
たらよいか、考えて送球するよう促す。 

【協働的な活動】 
※作戦盤（ミニホワイトボード）を使用し、自分の考え
ている動きのイメージを可視化し、グループメンバー
にわかりやすく伝え、具体的な動きを共有するよう促
す。 

＜グループ活動の様子＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・作戦どおりに守りにくいタイミングを作ることを意識
するよう促す。 

・新しい作戦などを積極的に試すように促す。 
 
【協働的な活動】 
※作戦会議で検討した有効と思われる動きができている
か、グループで役割を決め、確認できるよう促す。 

 
・全員で協力して片付けるように促す。 
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６ 振り返り 
⑴円陣でストレッチをしながら話し
合う 
⑵振り返った内容を個人ワークシー
トに記入する。 

【協働的な活動】 
・各グループで話し合った作戦が有
効であったかどうか確認する。 

 
 
 
 
７ 整列・挨拶 

・作戦の改善点を具体的に考えるように促す。 
・ストレッチと振り返りが同時進行で行われるように促
す。 
 
【協働的な活動】 
※作戦どおりに２対１ 
ができていたか、どん 
なプレーが良かったか、 
改善する点は何かなど、 
具体的に話すよう促す。 
 
 
・健康状態の確認をする。 

【関】

① 

 

ワーク

シート 

 

学習ノ

ート 

研究実施校：神奈川県立鶴見高等学校（全日制） 
実 施 日 :平成28年10月11日（火） 
授業担当者：小川 奈巳 教諭 

 
（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説  
 ア 作戦盤を利用したグループワークについて 
   今回の単元では「守備者が守りにくいタイミングでシュートを打つことができる」ために、ゲームの

中で目的を持って動くことができるようグループワークや学習ノートの活用を行った。グループワーク
では作戦盤を活用し、動きのイメージを可視化することで、より具体的に理解することができた。自分
の持っている動きのイメージをグループで共有することにより、組織的に守備者が守りにくい状況を作
り出すこと、そのために自分は何をするか目的を持って動くことにつながった。 

また、作戦盤を使用したグループ活動を行うことにより、課題が可視化され、動きがイメージしや
すくなり、対話が活発になり、自然と主体的活動につながった。さらに、互いにゲーム観察をする際
には、動きが早いため作戦を理解することができない生徒にとっても、作戦盤を使用してゆっくりと
説明することで理解が深まり、意欲の向上にもつながった。 
このように、グループ内で話合いや教え合いなどの協働的な活動をすることで、生徒の主体的な取

組を促し、深い理解につながる。 
 イ 学習ノートの活用について 
   学習者がねらいを達成するために、学習ノー

トの冒頭にその授業のねらいに対しての評価を
行わせるようにした。その効果により、学習者
が、その後の自由記述や次回の目標立ての際に、
意識して考えることにつながった。 
また、振り返りの内容は「できた」「できな
い」と簡単に終わることがないよう、「どこが
どのようによかったか」「できなかった原因と
改善策は何か」等を考えさせ、思考力の向上を
目指した。改善策を具体的に考えることは、技
能向上への近道となり、授業を重ねるごとに目
標もステップアップし、深い学びとなっている
様子が学習ノートから読みとれた。 

ウ 単元計画の工夫について 
単元を通してゲーム中心の授業を計画した。

その際に配慮した点として、１時間の授業の中
で作戦を立て、ゲームで成功するかを試し、検
証することを試みた。PDCAサイクルを１単元時
間の中で行うことは、記憶が新しいため、自己
の評価がしやすく、次回の課題も考えやすくな
り、評価により達成感を味わうことができるた
め、意欲が向上し、主体的な活動にもつながっ
た。目標を立ててある状況で次の授業を迎える
ことができると、内容について後戻りせずに、効率よく積み上げていくことができるという利点も
ある。 

 
※ 実践事例について、今回の２事例は「入学年次」の授業展開である。「高等学校学習指導要領解説保健
体育編・体育編」では、入学年次の態度の指導内容で「自主的に取り組めるようにする」と記載している
が、今回の単元では、研究のテーマにある「主体的に取り組めるようする」という内容で授業に取り組ん
だ。 
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芸 術 （ 音 楽 ） 

 

１ 研究のテーマとねらい 

 （１）研究テーマ 

  アクティブ・ラーニングの視点を踏まえた指導方法を取り入れた音楽科の実践例 

（２）研究のねらい 

音楽の授業では、表現活動において「主体的な学び」・「対話的な学び」はごく自然に行われている

と考えられやすい。そこで更に、生徒がより活発な状態で、表現意図を持って音楽活動に取り組むため

には、どのような学びの方法が考えられるのか、また、音楽における「深い学び」とはどういうことな

のかという点について、授業の実践・分析を通して考察することをねらいとした。具体的には「Ａ表現 

器楽」の領域において、楽器の音色や奏法の特徴を学び、楽曲を演奏することに留まらず、創作の要素

を取り入れることで、生徒がより主体的に活動し、音楽を形づくっている要素に自然と気付き、グルー

プ活動を通して、それらを意識しながら楽曲を作り上げることが可能な題材を設定した。 

 

２ 実践事例 

【事例１】 

（１）題材の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：音楽Ⅱ（学年：２年） 

②題材名：日本の伝統的なお囃子（祭囃子）を体験しよう！ Ａ表現（２）器楽イウエ 

③題材のねらい（身に付けさせたい力） 

・ 音楽を形づくっている要素や楽器の奏法への理解を深め、グループでの活動を通して、自ら考え

主体的に学習する力を身に付ける。 

・ 和楽器の演奏を通して、日本の伝統音楽の特徴を感じ取り、自分のイメージを表現できるように

する。 

④題材の評価規準 

⑤題材の指導計画（７時間） 

ａ：音楽への関心・意欲・態度  ｂ：音楽表現の創意工夫  ｃ：音楽表現の技能 

時 
学習

内容 
学習活動 ねらい 

評価の観点 評価 

規準 
評価方法 

ａ ｂ ｃ 

１ 

お
囃
子
（
祭
囃
子
） 

和
楽
器
の
理
解 

・１学期に篠笛で演奏した「神田丸」

や、唱歌について復習する。 

・お囃子（祭囃子）の概要や様々な地

域の祭囃子について学習する。 

・和太鼓やチャンチキ等の日本の打楽

器に触れ、どのような音が出るのか

を実際に体験する。 

・「神田丸」の旋律とともに一定のリ

ズムで和太鼓等を演奏し、お囃子の

合奏を行う。 

篠 笛の独 奏か

ら、打楽器が加

わることによる

楽曲の雰囲気の

変化に興味を持

つ。 

◯   ａ① 観察 

音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 

① 和楽器の音色や奏法の特徴

と表現上の効果との関わり

に関心を持っている。 

② 音楽を形づくっている要素

とそれらの働きを理解して

演奏する学習に主体的に取

り組もうとしている。 

① 和楽器の音色や奏法の特徴と表現

上の効果との関わりや音楽を形づ

くっている要素を知覚し、それら

の働きを感受している。 

② どのように音楽をつくり演奏する

かについて表現意図を持ってい

る。 

和楽器の音色や奏法の特徴と

表現上の効果との関わりや、

音楽を形づくっている要素と

それらの働きを生かした表現

をするために必要な技能を身

に付け、創造的に表してい

る。 



- 60 - 
 

２ 

和
楽
器
の
奏
法
の
理
解 

・３～５名程度のグループを編成し、

「神田丸」を一部活用したオリジナ

ルの祭囃子を創作するための楽器編

成、役割分担、目的や手順の確認を

行う。 

・和太鼓等の打楽器の基本的な奏法に

ついて学習する。 

日本の伝統音楽

や文化に触れ、

理解を深め、興

味関心を持つ。 

◯   ａ① 観察 

３ 

お
囃
子
の
表
現
の
工
夫 

・四拍子のリズムパターンを練習し、

オリジナルの祭囃子で使用するリズ

ムを決定する。 

リズムを知覚・

感受し、自分な

りの「神田丸」

に合うリズムを

追究する。 

 ◯  ｂ① 観察 

ワークシート 

 

４ 

・篠笛の特殊奏法や、創作で使用する

音階について学習する。 

・四拍子の旋律パターンを練習し、決

定したリズムにのせる旋律を新たに

作る。 

旋律を知覚・感

受し、自分なり

の「神田丸」に

合うリズムを追

究する。 

 ◯  ｂ① 観察 

ワークシート 

 

５
・
６ 

・前時までに創作したリズムと旋律を

組み合わせてグループごとに合奏練

習を行う。 

・中間発表を行う。 

・曲に相応しい速度、音色、強弱等に

ついて話し合い、工夫した点につい

てワークシートにまとめ、演奏で表

現する。 

基本的な奏法を

基 に発想 を広

げ、音楽表現を

工夫し楽曲に親

しみを持つ。 

◯ ◯  ａ② 

ｂ② 

観察 

ワークシート 

 

７ 

発
表
・
振
り
返
り 

・オリジナルの祭囃子をグループごと

に発表する。 

・他のグループの演奏を聴き、表現の

違いや共通点など感じ取ったことを

ワークシートに記入する。 

作品を発表し、

お互いに評価し

合う。 

 ◯ ◯ ｂ② 

ｃ 

ワークシート 

演奏 

⑥授業実践例  

学習活動（指導上の留意点を含む） 
【評価の観点】 

評価方法 

１．四拍子のリズムパターンを練習し、オリジナルの祭囃子で使用するリズムを決

定する。 

・大太鼓、小太鼓、鉦の基本となるリズムをパターン化して示すことで、その後の自

発的な創意工夫を促す。（写真Ａ：ワークシート） 

・最初は全員で基本のリズムパターンを練習して叩けるようにしてから、各グループ

の状況に応じて変化させていけるよう配慮する。 

・リズムパターンをすべて自分たちのオリジナルに変更させるのではなく、３種のう

ち一つのリズムを変更するだけでも雰囲気が大きく変わっていくことに注目させ、

主体的な学習への意欲を失わせないよう留意する。 

 

２．篠笛の特殊奏法や、創作で使用する音階について学習する。四拍子の旋律パター

ンを練習し、決定したリズムに乗せる旋律を新たにつくる。（写真Ｂ） 

・演奏に独自性を持たせるため一部創作を促す部分を設定しているが、日本音楽の伝

承方法の一つである唱歌（しょうが）に五音音階を当てはめていくようにし、創作

が苦手な生徒も気軽に取り組めるよう配慮する。（写真Ａ：ワークシート） 

・神田丸の旋律のイメージが強く残っている生徒には、創作ではなく演奏方法で独自

【ｂ①】 

観察 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

【ｂ①】 

観察 

ワークシート 
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性を出すように助言する。 

・篠笛がうまく発音できない生徒には、日本音楽特有の「かすれた音」も魅力の一つ

であることを伝え、自信を失わせないよう配慮する。 

 

３．前時までに創作したリズムと旋律を組み合わせてグループごとに合奏練習を行

う。曲に相応しい速度、音色、強弱等について話し合い、工夫した点についてワー

クシートにまとめ、演奏で表現する。（写真Ｃ） 

・最初のうちは生徒だけでの合奏は難しいが、「どうやったら合わせることができる

か」というアンサンブルの基本について発問し、長期的に観察しながら助言してい

くことで、主体的及び自発的な演奏表現を促す。 

・ある程度完成してきたところで中間発表を行う。その際、感じ取ったことを付せん

に書かせて情報交換シートにまとめさせることで、今後改善すべき点を明確にして

いく。（写真Ｄ） 

 

 

 

 

【ａ②・ｂ②】 

観察 

ワークシート 

 

 

（写真Ａ：ワークシート）               （写真Ｂ：篠笛の学習風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           （写真Ｃ：グループごとの合奏練習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真Ｄ：情報交換シート） 
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【ワークシート】 
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研究実施校：神奈川県立寒川高等学校（全日制普通科） 

授業担当者：真壁 宗太郎教諭 
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【事例２】 

（１） 題材の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：音楽Ⅰ（年次：１年次） 

②題材名：リコーダーアンサンブル  Ａ表現（２）器楽イウエ 

「風呼ぶ丘」橋本龍雄作曲 「出逢いの時に」北村俊彦作曲・編曲 

③題材のねらい（身に付けさせたい力） 

・リコーダーの音色や奏法の特徴を生かし、表現を工夫して演奏する能力を高める。 

・音楽を形づくっている要素を知覚し、グループでの活動を通して、自ら考え、主体的に学習する力

を身に付けさせる。  

④題材の評価規準 

⑤ 材の指導計画（８時間） 

ａ：音楽への関心・意欲・態度  ｂ：音楽表現の創意工夫  ｃ：音楽表現の技能 

時 
学習

内容 
学習活動 ねらい 

評価の観点 評価

規準 
評価方法 

ａ ｂ ｃ 

１ 

パ
ー
ト
練
習 

・グループごとに四つのパート

の担当者を決める。 

・各グループから同じパート同

士で集まり一斉に音取りをす

る。 

・振り返りシートに記入する。 

楽曲、自分の受け持つ

パートに関心を持ち、

丁寧に譜読みをする。 

○   ａ① 

 

観察 

２ 
・旋律の音取り、楽曲全体の流

れを確認する。 

・振り返りシートに記入する。 

旋律・リズムを中心に

知覚し、それらの働き

が生み出す特質や雰囲

気などを感受し、担当

パートの把握及び曲の

流れを理解する。 

 ○ ○ ｂ① 

ｃ① 

観察 

３ 

グ
ル
ー
プ
練
習 

・前半部分を合わせ、難しい箇

所を練習する。 

・２パートで合わせる等、部分

的に練習する。 

・振り返りシートに記入する。 

アンサンブルへの意欲

を高め、各パートの役

割に気付く。 

○  

 

 

 

 ａ① 

 

観察 

４ 

・後半部を合わせ、難しい箇所

を練習する。 

・全体を通して合わせ、楽曲の

雰囲気を把握する。 

・振り返りシートに記入する。 

主旋律を担当する声部

とそれ以外の声部によ

る音と音との関わりを

知覚する。 

 ○  ｂ② 

 

観察 

音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 

① 楽曲に関心をもち、イ

メージを持って演奏す

る学習に主体的に取り

組もうとしている。 

② アンサンブルの活動を通

して、リコーダーの音色

や奏法、様々な表現形態

等の特徴に関心を持ち、

意欲を持って取り組もう

としている。 

① 音楽を形づくっている要素を知覚し、

それらの働きが生み出す特質や雰囲気

などを感受している。 

② テクスチュアに着目し、音と音との関

わりを知覚し、生み出される表現の特

質を感受し、どのように演奏するか表

現意図を持っている。 

③ 楽器の音色や奏法の特徴を生かした音

楽表現を工夫し、どのように演奏する

か思いや意図を持っている。 

① 曲想を感じ取り、イメー

ジを持って音楽表現をす

るために必要な読譜の仕

方を身に付け、創造的に

表している。 

② 創意工夫を生かした音楽

表現をするために必要な

リコーダーの技能を身に

付け、表現豊かに創造的

に表している。 
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５ グ
ル
ー
プ
練
習 

・グループでテンポ、表現の工

夫等を話し合いながら、練習

し、楽曲を仕上げていく。 

・振り返りシートに記入する。 

各声部が生み出す表現

の特質を感受し、どの

ように演奏するか思い

や意図を持つ。 

 ○  ｂ② 観察 

６ 

・各グループで演奏を録画し、

視聴する中で表現の工夫など

を話し合い、練習する。 

・振り返りシートに記入する。 

音色や奏法の特徴と表

現上の効果との関わり

の理解を深化させ、音

楽表現を工夫する。 

○ ○  ａ② 

ｂ③ 

 

観察 

ワークシート 

７ 

リ
ハ
ー
サ
ル 

・次回の発表に向け、本番の演

奏通りの流れを確認する。 

・振り返りシートに記入する。 

アンサンブルの音楽表

現を追究し、どのよう

に演奏するか思いや意

図を持つ。 

○ ○  ａ② 

ｂ③ 

 

観察 

ワークシート 

８ 

発 

表 

会 

・グループごとに発表し、お互

いの練習の成果を聴き合う。 

・振り返りシートに記入する。 

グループごとの発表を

聴き、それぞれの持ち

味、演奏のよさを感じ

取る。 

 ○ ○ ｂ③ 

ｃ② 

 

演奏 

ワークシート 

  ⑥授業実践例 

学習活動（指導上の留意点を含む） 
【評価の観点】 

評価方法 

１．各グループから同じパートで集まり、練習する時間を通し、自分のパートをある

程度まで仕上げる。 

・お互いの技能レベルを把握させ、教え合う雰囲気を作る。 

・パート練習の時間を十分に確保することで、自分の役割を自覚し、練習に意欲的に

取り組めるよう助言する。 

 

２．グループ練習では、他のパートをそれぞれ聴き合いながら表現を工夫し、楽曲を

作り上げていく。 

・自分のパートについて把握できているため、他のパートとのハーモニー等に意識が

向かうよう助言する。 

・つまずいても気にせずに演奏を続ける等、全体の雰囲気を把握することが重要であ

ることを伝え、苦手な生徒も気軽に取り組めるよう配慮する。 

 

３．自分たちの演奏を録画し、視聴することで更なる音楽表現の工夫に役立てる。 

・各グループで、タブレットを自由に活用させ、自分たちの演奏を客観的に確認する

機会を設け、主体的な演奏表現を促す。 

・グループの持ち味を生かした演奏に向け、どこにポイントを絞り演奏するか、今後

改善すべき点を明確にしていく。 

【ａ①】 

観察 

 

 

 

 

【ａ①・ｂ②】 

観察 

 

 

 

 

 

【ａ②・ｂ③】 

観察 

ワークシート 

 

研究実施校：横須賀市立横須賀総合高等学校（全日制総合学科） 

授業担当者：小野寺 昌枝総括教諭 
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【事例３】 

（１） 題材の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

①科目名：音楽Ⅰ（学年：１年） 

②題材名：日本の伝統的な楽器（箏）の音色を味わおう  Ａ表現（２）器楽イウエ 

③題材のねらい（身に付けさせたい力） 

・箏の基本的な奏法への理解を深め、主体的に学習する力を身に付ける。 

・箏の演奏を通して、日本の伝統音楽の特徴を感じ取り、自分のイメージを表現できるように

する。 

④題材の評価規準 

音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 

箏の音色や奏法の特徴と表

現上の効果との関わりに関

心を持ち、主体的に取り組

もうとしている。 

 

① 箏の音色や奏法の特徴と表現上の効

果との関わりや音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それらの働きを感

受している。 

② どのように音楽を作り演奏するかに

ついて表現意図を持っている。 

楽器の音色や奏法の特徴と表現

上の効果との関わりや、音楽を

形づくっている要素とそれらの

働きを生かした表現をするため

に必要な技能を身に付け、創造

的に表している。 

④ 題材の指導計画（10時間） 

ａ：音楽への関心・意欲・態度  ｂ：音楽表現の創意工夫  ｃ：音楽表現の技能 

時 
学習

内容 
学習活動 ねらい 

評価の観点 評価 

規準 
評価方法 

ａ ｂ ｃ 

１

・

２ 

筝
に
つ
い
て
の
理
解 

・題材全体を理解する。 

・箏について演奏に必要な基本的な

事項や奏法を学ぶ。 

・「名前リレー」により、基本的な

音の出し方を学習する。 

・「さくらさくら」の練習をする。 

題材の見通しを持

つ。 

押し手の奏法等、

箏の特徴に興味を

持つ。 

○   ａ 観察 

 

３

・

４ 

箏
の
奏
法
の
理
解 

・名前リレーに伴奏を付ける。 

・「さくらさくら」を復習する。 

・「七リレー」を通して、ペアで基

本的な音の出し方を確認する。 

・代表的な奏法について学習する。 

基本奏法を身に付

け、箏の音色のイ

メージを広げる。 

  ○ ｃ 

 

演奏 

５

・

６

・

７

・

８ 

箏
の
（
演
奏
の
）
可
能
性
を 

広
げ
る 

・「さくら２人用」を譜読みし、ペ

アで奏法を開発する。その後、開

発した奏法について発表し合う。 

・「オリジナルのさくら」の活動を

理解し、ペアで創作（編曲）し練

習する。 

・中間発表の中で、他のペアのアイ

ディアを得る。 

「さくら」のイメ

ージを言語化し、

音で共感する。 

基本的な奏法を基

に発想を広げ、音

楽表現を工夫す

る。 

 ○ 

 

 ｂ① 

ｂ② 

観察 

ワークシート 

楽譜シート 

 

９

・

10 

発
表 

振
り
返
り 

・リハーサルを行い、発表に向け

て、最終確認をする。 

・発表を聴きながらペアで１つの付

せんによかった点を記入し、終了

後、全ペアからもらった付せんを

読み、振り返りシートをまとめ

る。 

演奏を聴き合い、

編曲された「さく

ら」それぞれの伝

統的な音色や雰囲

気を味わう。 

○ ○ ○ ａ 

ｂ② 

ｃ 

 

演奏 

ワークシート 
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⑥授業実践例 

学習活動（指導上の留意点を含む） 
【評価の観点】 

評価方法 

１． 「七リレー」「名前リレー」を通して、ペアで基本的な音の出し方を確認する。 

・各自が弾き方を正確に把握できるようにワークシートの「３ 基本的な弾き方」の

内容の理解を促す。 

・ビデオカメラとテレビを設置し、教師の手元が見えるようにする。 

・ペアワークによりお互いの音を聴き合うことや見合うことで、自分の弾き方をより

よくさせる効果があることを伝え、主体的かつ積極的な取組を促す。 

・一人ひとりにゆっくり丁寧に弾かせ、よく観察し適切な助言を行う。 

 

２．「さくら」の編曲の活動を理解し、ペアで自由に奏法を工夫して「オリジナルの

さくら」を創作する。 

・編曲の方法を提示するタイミングや生徒の実態に合った内容を伝え、的確な助言を

行う。 

・中間発表では、お互いのアイディアを共有する場とし、更に発想を広げていけるよ

う、助言する。 

・二人で一面の箏を使用して、「合わせること」に重点を置いた発表会を行う。 

・発表会では、感じ取ったことを付せんに書かせ、シートにまとめ、発表者に返すこ

とで、今後の授業における演奏機会に役立てるよう助言する。 

【ｃ】 

演奏 

 

 

 

 

 

 

【ｂ①・②】 

ワークシート 

演奏 

楽譜シート 

 

 

【筝譜面】 
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【ワークシート】 
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研究実施校：神奈川県立市ケ尾高等学校（全日制普通科） 光陵高等学校（全日制普通科） 

授業担当者：小野 亜希子教諭                           黒澤 幸子教諭 
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３ アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の展開に当たり、生徒に、より活発に表現意図を持って音

楽活動に取り組み、「主体的な学び」・「対話的な学び」の実現に向けた授業の実践として、【事例１～３】

について研究を重ねてきた。 

 「主体的な学び」を促す手立てとして、お囃子や箏、リコーダーアンサンブルなど、表現活動の一部にア

レンジや創作の要素を持たせる課題設定を行った。実施に際しては、旋律・リズム・速度を中心に、そこに

生徒がパート分担や奏法の工夫をすることで、気付いたこと等を音楽を形づくっている要素に自然と結び付

け、それらを自由に組み合わせて設定できるような仕組みを整えた。生徒の音楽経験や素養は様々で、すべ

ての生徒が主体的に取り組むことができる内容は多くない。その中で、この題材では、旋律をすべて作曲し

たグループもいれば、リズムのみをアレンジするグループもいるなど、生徒それぞれのレベルでアレンジの

内容を選ぶことができ、どの生徒も非常に生き生きとした表情で取り組んでいた。アレンジが進みやすかっ

た要因としては、篠笛と箏の授業においては、日本特有の音階を使い、音が限定されたことが考えられる。

また、リズムのアレンジや奏法の追加など、音符以外のもので創作が可能であったことも大きい。さらに、

お囃子の授業においては、１年次より継続して取り組んできた篠笛に打楽器のリズムが加わったことが、生

徒の主体的な取組につながり、大きな成長が見られた。 

「対話的な学び」を促す効果的な手立てとして、アンサンブル活動が挙げられる。そこではさらに、中

間発表の場を設け、相互に発表し合い、付せんを用いてコメントを交換し、また、自身の演奏を録画し、客

観的に鑑賞する活動を行った。付せんの貼られた模造紙を食い入るように見ながら、話し合っている姿が印

象的であった。見付かった問題点や違和感を解決するなど、演奏の完成に向けて試行錯誤する過程の中で、

人と合わせるためには、各楽器のバランスやテンポ設定が重要だと気付き、パート分担についても言及する

グループがあった。音楽の授業において、演奏をよりよいものにしていこうとする際の「ＰＤＣＡサイクル」

にも似たこのような過程が、まさに「対話的な学び」に結び付くものだと実感できた。 

そして、【事例１】で生徒対象に行った 

アンケート結果においても、ほとんどの生 

徒が、「授業の目標をグループ活動や個人 

の取組の中で達成できた」、「グループ内 

で積極的に意見を言ったり、話合いに参加 

して活動することができた」と回答してい 

ることは、「主体的な学び」・「対話的な 

学び」につながる結果ではないかと推測で 

きる。しかし、「奏法やアレンジを自分で 

考えたり理解を深めることができた」、「グ 

ループの中で他の意見や考えを参考にして、 

自分の考えを広げることができた」という 

実感を持つことができなかった生徒が一定数存在する。これは、生徒も指導する側もすぐに実感できるもの

ではなく、次の題材につながるものであったり、継続的に少しずつ身に付いていくものであったりするから

である。 

つまり、音楽における「深い学び」とはこのような、生徒自身が授業を通じて学んだことを「一般化」

（他の活動へ応用）することが考えられるのではないだろうか。「アンサンブルの活動において、人と合わ

せる技能を獲得したことで、この『合わせること』（合わせるためにすべきこと）を他の活動の中で発揮さ

せていきたい」、「お囃子を学んだことによって、郷土芸能に興味を持ち、将来地域のお祭りの中で演奏し

てみよう」という気持ちになることが「深い学び」につながっていくことである。 

最後に、アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業を展開するためには、生徒の発達段階に合わせた、

適切な条件設定が必要である。例えば、指導する側が想定した音楽を形づくっている要素を、生徒に示すタ

イミングは、あえて先に伝えない方が、生徒の自由な発想を生む場合もある。さらに、活動中の生徒に目を

配り、何気ない生徒の発言や行動を拾い上げ、更なる学びにつながる助言を与えることも重要である。授業

者が持つべき、生徒を主体とした授業観が何より大切であり、その積み重ねが生徒の感性を高め、豊かな情

操を養うことになると改めて感じた。 

 

 

【事例１】生徒対象アンケート 

0% 50% 100% 

できた だいたいできた あまりできなかった 

グループ活動では積極的に意見を言ったり、

話合いに参加することができましたか。 

授業の目標をグループ活動、個人それぞれで

達成できましたか。 

和楽器の奏法やアレンジを自分で考えたり、

理解を深めたりすることができましたか。 

グループ活動の中で他の生徒の意見や考えを

聞いて、自分の考えが広がったと思いますか。 
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芸術(美術・工芸) 

 

１ 研究のテーマとねらい 

（１）研究テーマ 

 「美術教育における『深い学び』とは」 

（２）研究のねらい 

  昨年度の芸術（美術・工芸）部門における研究テーマ「『発想や構想の能力』を意識した美術的アク

ティブ・ラーニングの研究」及び今年度の全体における研究主題、また、中央教育審議会教育課程企画

特別部会による論点整理後の議論を踏まえ、アクティブ・ラーニングの視点のうち、特に「深い学び」

について着目した。各委員が美術教育における「深い学び」の視点を具体的に持ち、実践研究（学習過

程の質的改善等）に取り組むことを目的とした。 

 

２ 実践事例【事例１】 

（１）題材の指導計画及び重点を置いた授業展開例 

ア 科目名：美術Ⅰ（年次：１年次） 

イ 題材名：「オリンピックエンブレムをつくろう」 

ウ 題材のねらい：現実の社会の中で起きている出来事をモチーフにすることで課題にリアリティを

持たせつつ、社会の動向と美術・デザインの関わりを主体的に関連付けて考えることができるよう

にする。 

エ 身に付けさせたい力：目的や条件を考えて創意工夫し主題を生成する力。美術と社会のつながり

を理解し考察する力。他者を理解し認め合う力。 

オ 題材の評価規準 

ａ 美術への関心・意欲・態度 ｂ 発想や構想の能力 ｃ 創造的な技能 ｄ 鑑賞の能力 

現代社会の動向と美術・デザ
インの関わりに関心を持ち、
目的や条件を考えて創意工夫
しながら意欲的に主題を生成
しようとしている。 

伝達性や機能性など
を考え、色彩や形態
を選択し、分かりや
すく美しい表現の構
想を練っている。 

目的や計画を基に表
現方法を工夫して主
題を追求し、効果的
に表現している。 

他の生徒の作品の良さ、表
現の工夫などを感じ取り、
理解している。 
自分なりの見方や感じ方、
考えなどを持っている。 

カ 題材の指導計画 ａ:美術への関心・意欲・態度 ｂ:発想や構想の能力 ｃ:創造的な技能 ｄ:鑑賞の能力 

時間 

45分 

学習 

内容 

◎学習活動  

●学習のねらい（指導上の留意点を含む） 

評価の観点 
評価規準 

評価 

方法 ａ ｂ ｃ ｄ 

① 
② 

導 

入 

◎DVD鑑賞 
「NHKプロフェッショナル仕事の流儀  

   - アートディレクター 佐藤可士和 -」 
●DVD鑑賞を通してデザイナーの仕事や、
美術と社会とのつながりを知る。 

◎感想文記入 
●鑑賞で得た知識や考えたことを客観的に
整理し、今後の制作の礎とする。 

○   ○ ａ 関心・意欲を持って映像の鑑賞
に取り組んでいる。 
ｄ デザイナーの仕事や美術と社
会のつながりを理解し、自分なり
の考えを文章で表現している。 

活動の 
様子 
感想文 

③ 
④ 

発 
想 
・ 
構 
想 
 

◎アイデアスケッチ 
●プリント制作に向けてクロッキー帳にアイ
デアを出す。この段階では質より量を意
識しながら進める。 

○ ○   ａ 目的や条件を考えて創意工夫
しながら、意欲的に主題を生成し
ようとしている。 
ｂ 伝達性や機能性などを考え、色
彩や形態を選択し、分かりやすく
美しい表現の構想を練っている。 

活動の 
様子 
プリント 
 

⑤ 
⑥ 

発 
想 
・ 
構 
想 
 

◎アイデアをプリントへ 
●アイデアを三つに絞ってアレンジを加え
ながらプリントにまとめる。自分が何を表
現したいのかを考え、それに適した表現
方法を客観的に考える。 

 

○ ○   ａ 目的や条件を考えて創意工夫
しながら、意欲的に主題を追求し
ようとしている。 
ｂ いくつものアイデアの中から適
切な選択、アレンジをしながらプリ
ントをまとめている。 

活動の 
様子 
プリント 
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⑦ 
⑧ 
 
本 
時 

鑑 
賞 

◎意見交換 
●クラスメイトからの客観的な意見を参考に
して、自分の作品を違った角度から再検
討しつつ、アイデアを一つにまとめ最終
案を決定していく。 

○   ○ ａ 他者の意見に関心を持ち、意欲
的に主題を追求しようとしている。 
ｄ 他の生徒の作品の良さ、表現
の工夫などを感じ取り、理解して
いる。 

活動の 
様子 
プリント 
 

⑨ 
⑩ 
 

制 
作 
 

◎アイデアを一つに 
●クラスメイトの意見を参考にしながら最終
案を決定し、一つにまとめていく。意見を
取り入れてもよいし取り入れなくてもよい。
また複数の案を混ぜ合わせても、新しい
案を用いてもよい。よりよい表現を探りなが
ら進める。 

○  ○  ａ 目的や条件を考えて創意工夫
しながら、意欲的に主題を表現
しようとしている。 
ｃ 目的や計画を基に表現方法を
工夫して主題を追求し、効果的
に表現している。 

活動の 
様子 
作品 
 

⑪ 
⑫ 
 

制 
作 
 

◎下描き 
●最終案を決定し画用紙に下描きをする。
紙の余白とのバランスも意識しながら、美
しく効果的な大きさを探りながら進める。 

○  ○  ａ 目的や条件を考えて創意工夫
しながら、意欲的に主題を表現
しようとしている。 
ｃ 目的や計画を基に表現方法を
工夫して主題を追求し、効果的
に表現している。 

活動の 
様子 
作品 
 

⑬ 
⑭ 

制 
作 
 

◎下描きから着彩へ 
●効果的な色のイメージを意識しながら丁
寧に作業を進める。 

 

○  ○  ａ 目的や条件を考えて創意工夫
しながら、意欲的に主題を表現
しようとしている。 
ｃ 目的や計画を基に表現方法を
工夫して主題を追求し、効果的
に表現している。 

活動の 
様子 
作品 
 

⑮ 
⑯ 
 

制 
作 
 

◎仕上げへ 
●最終的な仕上がりをしっかりとイメージし
ながら完成を目ざす。 

○  ○  ａ 目的や条件を考えて創意工夫
しながら、意欲的に主題を表現
しようとしている。 
ｃ 目的や計画を基に表現方法を
工夫して主題を追求し、効果的
に表現している。 

活動の 
様子 
作品 
 

⑰ 
⑱ 

完 
成 
・ 
提 
出 

◎完成、提出 
●細部を微調整しながら完成させ提出す
る。未完成者は最終提出期日までに完成
させて必ず提出する。 

○  ○  ａ 目的や条件を考えて創意工夫
しながら、意欲的に主題を表現
しようとしている。 
ｃ 目的や計画を基に表現方法を
工夫して主題を追求し、効果的
に表現している。 

活動の 
様子 
作品 
 

⑲ 
⑳ 

鑑 
賞 

◎鑑賞 
●他者との意見の相違を認め合い、理解し
ようとする力を育むとともに、自他の作品を
多角的な視点で考えながら、社会の動向
と美術の関わりについても深く考える。 

○   ○ ａ 他者の意見に関心を持ち、意欲
的に主題を追求しようとしている。 
ｄ 他の生徒の作品の良さ、表現
の工夫などを感じ取り、理解して
いる。 

活動の 
様子 
プリント 
 

          

 

キ 授業実践例  

＜本時のねらい＞ 
   生徒同士の意見交換を通じて他者とは自分とは異なる感じ方・考え方があることに気付き、他者との

関係性や、社会とのつながりについて考えながら、自己の新たな表現を目ざす。 
＜本時の指導内容＞ 
 生徒間でコメントを記入し合いながらプリントを完成させる。 

 
  ＜本時の指導と評価の計画＞ 

 時 

間 

学習 

内容 

◎学習活動  

●学習のねらい 

評価の観点 
評価規準 

評価 

方法 ａ ｂ ｃ ｄ 

⑦ ５ 

分 

５分間 
クロッ 
キー 

◎５分間クロッキー 
●毎時冒頭に行い、毎時の作業の繰
り返しにより観察力、表現力を養
う。 

○    ａ 感じたことや考えたことから、意
欲的に主題を生成しようとしてい
る。 
（作品については後日評価） 

活動の 
様子 
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生徒感想 ・タイムリーな話でリアリティがあったので積極的に取り組めた。・実際やってみてデザイナーの苦労を知ることが

できた。・毎時間新たな発見があり、楽しみながら一生懸命取り組めた。・アイデアを友達に見てもらうことで新たな発想が生ま

れた。・自分と他人でよいと思う部分が違うことがあることに気付けた。・社会の中の様々な場所で美術が役立っていることに気

付いた。・社会に出てからも役立ちそうな物事の考え方・進め方を学べた。・自分の個性を残しつつも、他人の意見にも耳を向

けて客観的に考え、よりよい自分になっていきたいと思った。 

 

 
時 

間 

学習 

内容 

◎学習活動  

●学習のねらい 

評価の観点 
評価規準 

評価 

方法 ａ ｂ ｃ ｄ 

 10 

分 

鑑賞 ◎「アジアの美術工芸文化」の鑑賞 
●毎時冒頭に行い、各国の美術工芸
文化を知り比較することによって美
術表現の多様性やつながりを考え
る。さらには異文化理解へつなげ
る。 

○   ○ ａ 関心・意欲を持って映像の鑑賞
に取り組んでいる。 
ｄ 地域、風土に合わせた表現の
工夫などを感じ取り、各美術文
化に対する自分なりの見方や感
じ方、考えなどを持ち、理解して
いる。 

活動の 
様子 
プリント 

30 

分 

鑑賞 ◎意見交換 
●生徒間でコメントを記入し合いなが
らプリントを完成させる。他者の感
じ方、考え方を知り、他者理解をし
ながらアイデアをひとつにまとめて
いく。 

○   ○ ａ 他者の意見に関心を持ち、意欲
的に主題を追求しようとしている。 
ｄ 他の生徒の作品の良さ、表現
の工夫などを感じ取り、理解して
いる。 

活動の 
様子 
プリント 

 

⑧ ５ 

分 

導入 
 

◎作業説明 
●後半の作業について説明を聞き、
活動内容を理解する。 

○    ａ 他者の意見に関心を持ち、意欲
的に主題を追求しようとしている。 
 

活動の 
様子 

30 

分 

制作 
 

◎アイデアの再検討 
●他者の感じ方、考え方を知り、他者
との関係性や、社会とのつながりに
ついて考えながら、アイデアをひと
つにまとめ、自己の新たな表現を
目ざす。 

○    ａ 目的や条件を考えて創意工夫
しながら、意欲的に主題を表現
しようとしている。 

 

活動の 
様子 
プリント 

５ 

分 

まとめ ◎本時のまとめ及び次時の説明 
●内容をしっかり理解する。 

○    ａ 他者の意見に関心を持ち、意欲
的に主題を追求しようとしている。 

活動の 
様子 

５ 

分 

振り 
返り 

◎プリント振り返り欄に記入する。 
●本日の内容を振り返りながら次時
に向けての構成を考える。 

   ○ ｄ 本時の活動内容を理解して活
動を振り返っている。 

活動の 
様子 
プリント 

 

  ク 事後考察：生徒の取組や振り返りを見ると、本題材のねらいは概ね達成できたように思う。今後も

社会の流れを注視しつつ、美術は現代社会に対して何ができるのか、そしてそこで生きていく生徒た

ちに対して何ができるのか、そのために学校教育における美術教育の有効性を追求していきたい。 

 

研究実施校：神奈川県立横浜栄高等学校（全日制） 

実 施 日：平成28年10月27日（木） 

授業担当者：猪又 隆洋教諭 

■ワークシートによる意見交換の場面 
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（２）アクティブ・ラーニングの視点に基づく授業の解説 

  ア 「深い学び」に基づいた題材の設定：他者との関係性や社会とのつながり等、実感を伴った知識

の習得や能動的な鑑賞等に取り組んだ。また、協働による学びの活動を取り入れた。 

  イ 授業環境の整備：教室環境の整備・構造化、ＩＣＴ機器の活用等、誰にでも分かりやすい授業環境

の整備を心がけた。 

  ウ ワークシートの工夫：生徒が能動的に取り組めるように、授業展開と連動したワークシートを作成

し、双方向の言語活動や、主題の生成にとって補助的な教材になるよう工夫した。 
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３ その他の取組事例【事例２】 

（１）「デューラーの製図工」〔美術「素描」（年次：１年次）：絵画〕 

ア 研究推進委員：神奈川県立弥栄高等学校  宮田 一宏教諭  

イ 題材のねらい：ルネサンス期の製図法を学習し、当時の科学的探究の熱気を体感することで、視

点を固定するために姿勢を正すことが、デッサンにおいて重要であることを理解し、以降の実習に

役立てる。 

ウ 身に付けさせたい力：造形表現の基礎となる確かなデッサン力 

  エ 題材の評価規準 

美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

過去の技術やルネサンス

期の科学的探究心の熱

気に興味・関心を持ち、

創意工夫して構想を練ろ

うとしている。 

教材の機能や仕組みを考

慮し、表現形式の特性を生

かして、グループで協力し

ながら工夫して創造的な表

現の構想を練っている。 

目的や計画を基に

教材の使い方や表

現方法を工夫し

て、効果的に表現

している。 

デューラーの作品、著作やホック

ニーの著作などに示された表現

の工夫などを感じ取り、作品や教

材に対する見方や感じ方、考え

などを持ち、理解している。 

  オ 題材の指導計画  ａ:美術への関心・意欲・態度 ｂ:発想や構想の能力 ｃ:創造的な技能 ｄ:鑑賞の能力 

時

間 

学習 

内容 

◎学習活動 

●学習のねらい（指導上の留意点を含む） 

評価の観点 
評価規準 

評価 

方法 ａ b c d 

30

分 

導入 ◎問いかけ「なぜデッサンするのか」「鹿

はなぜ産まれてすぐ走るのか」 

●話の全容を明らかにせず、点と点を

線で結ぶのは生徒の役割と考え、導

入時に話すエピソードは、一見関係

のないものを選び、徐々に核心へと

向かうようにする。 

◎首が据わる話の紹介 

●理学的な実験を行い、理解を深める。 

◎デューラーの｢絵画論」、ホックニーの

「秘密の技術」の紹介と解説 

●理論に基づいた制作について理解

する。 

◎アルブレヒト・デューラー作「リュートを

描く製図工」（図１）の画中に登場する

製図機を復元して使用し、その様子

を見る。(図右) 

〇    ａ 過去の技術やルネサンス期の

科学的探究心の熱気に興味・

関心を持ち、創意工夫して構想

を練ろうとしている。 

 

活動の

様子 

50

分 

鑑賞

的制

作 

◎現代版製図機を配付し、使用法の簡

単な説明(図２)と実習 

◎現代版製図機を用いて、デッサンを

行う。(図３) 

 

 〇 〇  ｂ 教材の機能や仕組みを考慮し、

表現形式の特性を生かして、グ

ループで協力しながら工夫して

創造的な表現の構想を練ってい

る。 

ｃ 目的や計画を基に教材の使

い方や表現方法を工夫して、効

果的に表現している。 

活動の

様子 

10

分 

振り

返り 

 

まと

め 

◎科学的探究心の熱気について 

◎感想や実習の経過をプリントに記入

する。 

   〇 ｄ デューラーの作品、著作やホ

ックニーの著作などに示された

表現の工夫などを感じ取り、作

品や教材に対する見方や感じ

方、考えなどを持ち、理解して

いる。 

プリント 
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 カ 評価と分析・成果と課題：当時の製図法について、図版を見るだけではなく再現した製図機を見

て、実際に使用したことで、強い印象を残し理解は深まったと思う。できるかぎり本物又は本物に

近い形のものを鑑賞させることが功を奏した。教材の使用をグループワークにしたことで、話合い

が生まれ理解が一様に深まった。場面の切替えを演出したので、場の雰囲気や各々の活動が活発に

なった。 

    歴史学習や鑑賞に適切な実習を導入することで、記憶に残る学習になる。このスタイルは、印象

派など他の芸術運動を学習する際にも効果的であり、応用し活用していきたい。 

  キ 授業の様子・生徒作品： 

■ 図1 「リュートを描く製図工」 

■ 図2 アクリル板とレーザーポインターを使

用する現代版製図機 

■ 図3 実習の様子 

 

４ その他の取組事例【事例３～５】 

（１）「なりきり絵画～身体表現による鑑賞～」〔美術「美術概論」（学年：３年）：鑑賞〕 

ア 研究推進委員：神奈川県立白山高等学校  末棟 小百合教諭  

イ 題材のねらい：「真似を超えた自分の作品を他者と協働してつくりあげる」をテーマに、名作絵

画を写真表現によって共同で再現する。鑑賞活動の中で生まれる感覚や感情の「種」を育成させ、

新しい創造を開花させることへの喜びに気付き、他者との異差に触れ、批評し合いながら認め合い、

協力して作り上げることへの意義を知り、達成感を感じる。また、美術と社会の関わり方について

理解を深め、芸術の新たな可能性に気付く。  

ウ 身に付けさせたい力：①殻を破る自己表現力 ②他者と支えあう力 ③観る力 ④展覧会を経て

感じる自分の作品への自己肯定感 

  エ 指導内容と構成の工夫： 

   ①「なりきり絵画」を制作するための作品研究（図書室）、鑑賞レポートをまとめる。 

・歴史背景や原作者の作品意図や主題、作品内に登場する人物の心情などから美の要素を感じ取り、

現代版リメイク作品の制作に向けて発想する。 

②企画・構想を練る。 

・選んだ作品に対する自身の考えや感性をまとめることで、作品に協力出演してくれる他者とのディ

スカッションに役立てる。 

③「なりきり絵画」共演者との話合いをする。作者が作成したレポートを基に、各係の演出や表現方

法について、意見交換をする。 

④作品に使用する小道具や大道具を制作する。また、必要なものを各自手配し、準備の計画を立てて

いく。 

⑤制作作業。役割分担をしっかり確認した上で、カメラで撮影する。元になる名画の図版と、自分た

ちが作り上げたい作品意図が合うように、何度も意見交換をしながら制作する。 

⑥写真作品と元の名画の図版、コメントシートをスチレンボード上に貼り、完成させる。 

⑦「なりきり絵画」展覧会の企画、役割を分担するなどの準備を行う。 

⑧展示後に作品についての相互評価、プレゼンテーションを行う。 

  オ 評価と分析・成果と課題：鑑賞というと、独立した授業構成で行われることが多いが、この題材では鑑賞

と作品制作とが一体化しており、すべての学習活動の過程でアクティブ・ラーニングの視点が取り入れられる

よう工夫されている。作品制作に当たり、出演キャスト、プロデューサー、照明、ヘアメイク、カメラマン、小道具

制作など多数の協力者が必要とされ、作者が作りたい作品の意図を、活発に意見を交わしながら、アイデアを

構築していく必要性があるからである。また、完成後の展覧会では、作品を通して他者とのコミュニケーション

が生まれ、完成後の深い学びも継続的に行われる。他者と協力し、一つのものを作り上げていく工程は、社会
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の中で必要な「生きる力」を育むことにつながる。 

名画になりきり、そっくりな写しをすることではなく、名画の本質を考え、理解した上で、現代に生きる生徒た

ちが名画を自分自身の解釈に置き換えられているかということが重要である。この題材は、制作する生徒の積

極的な態度や他者との協働を引き出し、生徒たちの主体的な学び、深い学びにつなげている。 

  カ 授業の様子・生徒作品： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「ポスター制作」〔芸術「美術Ⅱ」（学年：２年）：デザイン・鑑賞〕 

ア 研究推進委員：神奈川県立麻溝台高等学校  宮本 知保教諭  

イ 題材のねらい：ポスター作品の鑑賞や制作を通じてデザインへの理解を深め、独自のポスターを

構想する力、アイデアをかたちにし、他者に伝えられるように表現する。ポスター制作の題材で行

う鑑賞、構想、制作の流れの中で、知識や技能を活用する思考力、判断力、表現力を身に付け、美

術だけではなく実生活や社会生活において何かを生み出す（企画し、計画し、実現する）ことを深

い学びと捉えた。  

ウ 身に付けさせたい力：積極的に授業に関わろうとする力、独自のポスターを構想する力、アイデ

アをかたちにし、他者に伝えられるよう表現できる力。（校内授業づくりテーマ『基礎的・基本的

な知識及び技能を活用するための思考・表現力の育成』を目標とする。）  

  エ 指導内容と構成の工夫： 

   ①スライドによるデザインについての鑑賞。 

・「東京オリンピックのロゴ問題」など様々なポスター作品の鑑賞を通じてポスターやデザインワー

クについての理解を深める。 

   ②グループワークによる教科書のポスター作品を活用した鑑賞。 

・話合いをしながら作者の制作意図や工夫を読み取り、プロジェクターを使って発表する。 

   ③個人によるポスター作品の鑑賞。 

・日ごろ目にするポスターで自分が「いいな」と思うものを取り上げ、鑑賞文を書く。 

   ④マインドマップなどを用い、自分でテーマを選び、誰に何をどのように訴えるポスターにするのか、

プリント等にアイデアスケッチをする。構想を練りながら、下図を完成させる。 

   ⑤伝えたい内容に合った表現方法を工夫し、制作する。 

・主題が見る人に伝わっているか。ある程度制作が進んだら、客観的に自分の作品を眺め、検討する。 

   ⑥制作後、作品の意図や表現の工夫等を鑑賞し、それぞれの作品を味わう。 

・㋐各自がシートに隣の人の作品のよいところを言葉で書く。㋑すべての人の作品を観て、よいと思

うところを言葉で書く。書いたシートは作者の作品の側に置き、作者が読めるようにする。 

   ⑦隣のグループの作品の中から一つ自分たちで「いいな」と思うものを取り上げ、話合いをしながら

作者の制作意図や工夫を読み取り、まとめとしてプロジェクターを使って発表する。 

  オ 評価と分析・成果と課題：導入の鑑賞として、スライド鑑賞→グループワーク鑑賞→個人ワーク鑑賞の

流れは良かった。受動的な鑑賞から活発な話合いによる鑑賞を経て、生徒がより深い理解に向けて下地を作

ってから最後に個人で主体的に取り組む鑑賞となった。受動的な学び、活性化された学びをバランスよく適切

な時期に効果的に授業に導入することが、個人における自主的な深い学びにも結び付くのではないか。振り

返りの鑑賞においてもグループワークによる鑑賞と発表を行い、対話的な学びにより、友人の作品をより深く

理解する手段として有効であった。 

制作において、オリジナルのポスターを企画、計画し、実現するという一連の流れの中で、構想に時間を割

き、作品表現にじっくり取り組む時間を作ったので、生徒が作品と向き合う時間は十分取れたのではないか。 

■生徒作品と制作の様子 
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導入と最後の鑑賞ではより深く理解する手立てとしてアクティブ・ラーニングの視点を踏まえた学習活動を

効果的に行うことができた。今後、深く理解させる上で、『アクティブ・ラーニング→個人の主体的な深い学び』

という流れは有効かもしれない。一方、制作においては「基礎的・基本的な知識及び技能を活用するための思

考力・表現力の育成」という面で何らかの形でアクティブ・ラーニングの視点をうまく結び付けられるとよいと感

じた。 

  カ 授業の様子・生徒作品： 

 

 

（３）「染織（染め）「藍染によるハンカチ制作」」〔芸術「美術Ⅲ」（学年：３年）：デザイン〕 

ア 研究推進委員：神奈川県立霧が丘高等学校  山本 文彦教諭  

イ 題材のねらい：身近な用具（ハンカチ）をデザイン及び制作することで、生活の中で美術・デザ

インが果たす役割を理解するとともに、日本の伝統的な染色の手法である藍染の特徴や制作工程を

理解する。  

ウ 身に付けさせたい力：意図や用途に応じた模様配置等を吟味しながらデザインする力。自分の意

図や工夫した点などを言葉や図を使ってまとめたり発表したりする力。また、他者の作品の良さや

特長を認め、言語で伝える力。 

エ 指導内容と構成の工夫： 

①ビデオ視聴を通して、型染めの歴史・原理・型染めの工程を理解する。 

・埼玉県八潮市の染色工場の制作風景を収めたビデオを鑑賞する。制作の前に鑑賞やグループワーク

を取り入れることで、他者の考え方も取り入れながら発想する能力を高める。 

②四方連続模様を制作する上で、版制作の原理を、簡易体験（ステンシル版画）を通して理解する。 

・グループワークを通して分割版制作の原理を理解する。 

③完成品をイメージしながら、美しく楽しい図案を構想する。 

・アイデアスケッチを通して意図に応じた配置や模様を追求する。 

④作品について説明する場面や他者の作品の意図等を読み取る機会を設定する。 

・各自の作品についてグループでのプレゼンテーションとワークシート（振り返りシート）を記入し、

学習内容の確認とともに達成感や成就感を味わう。 

・制作後にプレゼンテーションを行い、学習を振り返るとともに、自らの考えを言語化してまとめる

力を付ける。 

  オ 評価と分析・成果と課題：本番の藍染作品制作の前に、ステンシル版画の習作を行うことで、型

制作の理解を深め、本番制作への十分な見通しを持たせることができた。また、話合いの活動を通

し、各自の能力、持ち味の理解を深めることができ、新たな動機付けにつながった。 

    ビデオ視聴を通して、藍染について深く学ぶことはできたが、主体的な深い学びに結び付けるには、

今後更に継続した学習活動の必要を感じている。 

  カ 授業の様子・生徒作品： 

■相互鑑賞会の様子 

■ビデオ視聴の様子 ■藍染め作業の様子 ■生徒作品 


